
員コ

68

0                  10                20cm

第43図  S E 3003出土遺物実測図-1
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は両端から約30cmを鋸で切っており、中央部は手斧・攀等による両

面からの打撃によって切断している。井戸側④～⑥に関しては不明

であるが、基底部及び側面に接合箇所は認められない。井戸側③・

⑥の柄穴の存在から転用材の可能性があり、この場合船材等が考え

られよう。船材転用の井戸枠を有する例は、周辺では南東約500m

の太子堂遺跡第 1次調査における2例 (BttS E-201、 DttS E―

202)がある。

出土遺物は各層から土師器 。須恵器・瓦片が多く出上している。

主なものとして10層上面からの土師器杯、木材数点、敷石上面から

の土師器杯 。奏、平瓦、石材、滑石製臼玉1点、敷石内からの木針

がある。時期は奈良時代前半に比定される。22点 (68～ 89)を図化

した。そのうち68～ 85は井戸側内、86～ 89は掘方埋土から出土した

ものである。68・ 69は土師器杯Aで 68が b手法、69がal手法調整で

ある。69は口縁部の一部を欠く以外は完存しており、口径19。 6cm、

器高3.8cmを測る。内面の暗文は68が斜放射、69が見込みから体部

にかけて螺旋、斜放射、連弧を施文している。69は淡灰褐色の色調

で、実体鏡で角閃石が確認できるため河内産の可能性が高い。土師

器甕Aは 6点 (70～ 75)を図化した。74・ 75以外は口縁部の小片で

ある。74は外反気味に屈曲する口縁部を有するもので、端部は内傾

一

い

一

一

∩

―ｌ ｏ ｌｌ

ｌｌ ｌ ｌ

Ｍ

ＩＩ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

脚

Ｖ

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一

Ｈ
勘
物
物
物
物
物
物
物

一

0                 1 ocm

第44図  S E 3003出土遺物実

測図-2
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―第45図  S E 3003出土遺物実

測図-3

して外面に凹線が巡る。外部外面のハケメ調整は細密である。体部内面のヘラケズリは深く、下

方から上方に行われている。69と 同様、河内産である。75は球形の体部に「く」の字に屈曲する

口縁部が付く中形の上師器甕である。ほぼ完形で、口径15,7cm、 器高14.7cmを 測る。体部外面は

ハケメ調整、底部内面から体部下半には指頭圧痕が認められ、その表面に繊維の痕跡があるため、

指圧成形時に布が使用されたことが想定される。76は土師器鉢で、鉄鉢形を呈する鉢Aと推定さ

れる。復元口径21.9cmを測る。77は土師器高杯Bの柱状部である。柱状部外面には、粘土紐のつ

なぎ部分が未調整のため右上がりの沈線状に残る。78は須恵器の短顎壼ないしは平瓶の口顕部と

推定される。79は須恵器長顎壺で壷Kに分類される。80～ 83は屋瓦である。80。 31は丸瓦の小片

で、凹面は布日、凸面は丁寧なナデが施されている。32は平瓦の小片で、凹面はやや粗い布目、

凸面は縦位の縄ロタタキを施す。83はやや厚みのある平瓦で、凹面は模骨痕とやや粗い布日、凸

面はやや単位の大きい縄ロタタキを施す。84は木針である。上部に楕円形の穿子し(長径 8 allll、 短

径 51111n)を有し、下方の先端を尖らせている。長さ19.6cm、 最大幅1.8cm、 厚さ0。 3～ 0.4cmを測

6

S E3003出土遺物実測図-4
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第49図  S E 3003井戸側実測図-3

る。完存しているが、先端付近で折れ曲がっている。

85は滑石製の自玉である。幅 6 mn、 高さ 4 1Ml、 孔径

1.5mllを測る。古墳時代後期のもので混入品である。

86は土師器甕の口縁部の小片で、口縁端部は上方に肥

厚し内傾する端面を形成する。87は「く」の字に屈曲

する口縁部を持つ須恵器甕の小片である。口頸部下半

にヘラ描きによる波状文が施文されている。38は須恵

器平瓶の小片である。口頸部内外面および体部上半に

かけて緑灰色の釉が降着している。 7世紀後半の所産

か。89は平瓦の小片である。凹面は布目、凸面は縦方

向の板ナデ調整が行なわれている。

以上の出土遺物から勘案して井戸の廃絶時期は奈良

時代前半が推定される。

上
　
　
　
①
　
　
　
下

土
　
　
　
・③
　
　
　
　
Ｔ
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S K 3001

1調査区北西部のⅦ-19-3C・ D地区で検出した。西

部は一部 S E 3001に 切られるが、検出状況から東西に長い

精円形を呈するものと思われる。規模は、検出部分で東西

幅3.lm、 南北幅2.7m、 深さ0。 3m前後を測る。埋土は褐灰

色中粒砂～粗粒砂の単一層である。遺物は出上していない。

S K 3002

1調査区中央部のⅦ-19-4・ 5E地区で検出した。不

定形を呈するもので東西幅0。 7m、 南北幅0。 9m、 深さ0.07

mを測る。埋土は暗灰黄色シルトの単一層である。遺物は、

土師器甕と須恵器の小片 2点が出土したが、時期は不明で

ある。

S K 3003

1調査区中央部のⅦ-19-4F地 区で検出した。楕円形
を呈するもので長径0.55m、 短径0。 45m、 深さ0.3mを測

る。埋土は黒褐色砂礫混シルトの単一層である。遺物は土

師器片 2点が出上したが時期を明確にし得たものはない。

S K 3004(第 51図、図版二〇)

4調査区北東部のⅧ-16-9」 地

区で検出した。北部は側溝掘削時に

削平してしまったが、調査区北壁ま

では及んでおらず、平面形はほぼ長

方形を呈するものと思われる。検出

部分で東西幅1,4m、 南北幅0,7m、

深さ約0。 75mを測る。断面形状は方

形に近く、埋土はブロックを含む 3

層で、一気に埋められた様相である。

時期不明の上師器片が 1点出土して

いる。

S K 3005～ S K3019(第 53図、図 /
版一五・六三)

T.P.+8.00m

0         1m

5Y6/1灰 色シル ト～糧粒秒混粘土質シル ト
7.5Y6/1灰 色粘土混シル ト
5Y6/2灰 オリーブ色粘土ブロック混粘土質シル ト

第51図  S K 3004平断面図
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4調査区中央部に散在するが、 S

K3011～ S K3019は S D 3053の 西岸

に位置している。 2～ 4個がまとま

つた状況の部分もあり、 S K 3006・

S K 3007、  S K 3009。  S K3010、  S

K3012～ S K3014、 S K3015～ SK

5Y6/1灰色細粒砂混粘土質シルト(炭含む)
10YR5/1褐灰色細粒砂混粘土質シルト(炭含む)

T.P.+8.30m

0         1m
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3018が近接している。 S K3013・ S K 3014は 東西に連結する状況で検出した。平面形はおおむね

円形を呈し、規模は径0.6m、 深さ0.2～ 0。 3m程度である。埋土は灰色～責灰色～褐灰色の粘土

質シルトを基調とする。出土遺物には少量の上師器、須恵器片があり、 S K 3008か らは6世紀代

の須恵器 1点 と叩き石 (90)が出土している。90は精円状の形状を呈する叩き石で、両端面に敲

打痕が認められる。和泉砂岩製である。

S K 3020(第 52・ 54図、図版一五・六三)

4調査区北東部のⅧ-17-10D地区で検出した。北部は削平を受けている。検出部分で東西幅
2.2m、 南北幅と。7m、 深さ0.26mを測る。埋土は上層が5Y6/1灰色、下層が10YR5/1褐灰色の細粒

砂混粘土質ンルトで、全体にマンガン斑 。鉄分・少量の炭を含んでいる。古墳時代中期～平安時

代の上師器、須恵器、屋瓦の小片が極少量出土している。 2点 (91・ 92)を図化した。91は水平

方向に貼り付けられた短い鍔を有する土師器土釜である。鍔部から口縁部が内湾気味に伸びるも

ので、端部は内傾する面を有する。全体に作りは雑で、口縁部の一部は波状を呈する。河内産で

ある。92は平瓦の小片である。凹面に残された布目痕は上面のほか、側面におよんでいる。凸面

には縦位の縄ロタタキが施されている。凹面全体に煤の付着が認められ、二次的に使用されてい

たことが推定される。91については河内地域では類例が少ないもので、時期等は明確でない。

そ珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍珍惨
ヶ
90 0                 1 ocm

0               10cm

第53図  S K 3008出土遺物実測図

溝 (SD)
S D 3001～ S D 3049

1調査区の西部を中心として総数49条 を検出した。

そのうち、南西部で検出されたS D 3022～ S D30401こ

ついては、南―北に伸びる小溝群が密集する形を呈し

ていた。これらの溝は検出状況から、第 1・ 2面と同

様、生産域に関連するものと推定される。規模は検出長

0.3～ 14.8m、 幅0。 1～ 1.5m、 深さ0,01～0.26mを測る。

第54図  S K 3020出土遺物実測図

写真33 1調査区西部溝群検出状況 (西から)
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第30表  1調査区 S D 3001～ S D 3049法量表 (単位m)

遺構番号 地  区
全長
(検出長)

幅
r昂★Ⅲ 深さ 埋  土 出土通物

S D 3001 Ⅶ-19-23B C 1側町叛褐色粘上質ンルト 土師器、須恵器

S D 3002 Ⅶ-19-3B 0。 10 7劇離/4褐色粘土質シルト

S D 3003 0.60 0.10 0。20

S D 3004 0.50 7.風Rり荻褐色粘土質ンルト 土師器、須恵器

S D 3005 Ⅶ-19-3C 0。90 0.20 0.04 7肛M/4褐色粘土質ンルト

S D 3006 0.6tl

S D 3007 6.30 0.50 0.03 7.5YR4/2灰褐色粘土質シルト 土師器皿、須恵器、平瓦

S D 3008 0.40 0.10 土師器

S D 3009 0.6tl 土師器

S D3010 0.90 010

S D3011

S D3012 土師器

S D3013 Ⅶ-19-3B C 0.90 1側R74褐色粘土質ンルト

S D 3014 Ⅶ-19-3C 7.制Rり顔褐色粘土質シルト 土師器

S D3015 Ⅷ-19-3B C 0.20 0.05 土師器

S D3016 0.30 7.閲聖″灰褐色粘土質ンルト 土師器

S D 3017 10YR6/6明黄褐色粘土質ンルト 土師器、須恵器

S D 3018 Ⅷ-19-34B C 11.00 1.50 0.23 10YR6/1褐灰色砂礫混ンルト 上師器

S D 3019 5。90 0.20 0.04 10YR5/3に ぶヤ導幹勁釘柳簗混シルト

S D 3020 Ⅶ-19-4B～ D 14.80 0.60 土師器、須恵器

S D 3021 Ⅶ-19-4B 0.20 0.10 土師器

S D 3022 0.15 101R6/1褐灰色砂礫混粘土質シルト

S D 3023 3.05

S D 3024 3,70 0.06

S D 3025 Ⅷ-19-4B'C 0.35

S D 3026 Ⅶ-19-4C 0.04

S D 3027 0.03

S D 3028 0.02

S D 3029 0.03

S D 3030 0.35 0.04

S D 3031 1,70

S D 3032 Ⅶ-19-4B

S D 3033 1,70 0,03

S D 3034

S D 3035 Ⅶ-19-4C 020

S D 3036 0.20 0.02

S D 3037 0.60 0.20 0.03

S D 3038 0.60 0.30 0.02

S D 3039 0,40 0.02

S D 3040 0,04 1咄 /3にぶい黄褐色砂礫混シルト

S D 3041 0.6Cl 0.03 15YR6ん橙色粘上質砂礫混ンルト 土師器

S D 3042 Ⅶ-19-3C D 10YR3/1黒 褐色細粒砂 土師器甕、須恵器

S D 3043 Ⅶ-19-3D 0.15 10YR4/4褐 色ンルト

S D 3044 Ⅷ-19-4C・ D 7田船海橙色粘土質砂礫混シルト 土師器、土錘

S D 3045 0.08 土師器、須恵器

S D 3046 Ⅶ-19-4D 0,70 0。 12 7.ЫК胆燈色粘土質砂礫混ンルト 土師器、須恵器

S D 3047 Ⅶ-19-3E 10YR5/3に ぶい黄褐色砂礫混ンルト

S D 3048 Ⅷ-19-3・ 4E 0.10 10YR3/3暗 褐色ンルト 土師器、須恵器

S D 3049 Ⅶ-19-4E 0.20 土師器

埋土は褐灰色系の粘土質ンルトの単一層で砂礫を少量含む。遺物は土師器・須恵器・瓦の破片が

少量出土した。S D 3001～ S D 3021・ S D 3041～ 3049についても、主に東―西に伸びるもので、
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生産域に関するものであろう。なお、 S D 3001～ S D 3049の 法量等の詳細は、第30表に示した。

S D 3050

3調査区北東部のⅧ-16-8F地 区で検出した。北西―南東に伸びるもので、北部は調査区外
に至る。検出長6。 lm、 幅0.5～ 0,8m、 深さ0.25mを測る。断面はほぼ逆台形を呈し、埋土は上

から10YR6/1褐灰色粘土質シルト (鉄分少量含む)、 2.5Y6/2灰黄色粘土質シルト (斑鉄多く含む)、

10YR5/1褐灰色粘土質シルト (炭少量・斑鉄多量・マンガン斑含む)である。時期不明の上師器
片が出上している。

S D 3051(第 55・ 56図、図版ニー・

―――――   A
T.P,■ 8.

4調査区の中北部のⅧ-16-9J地
区で検出した。北東―南西に伸びる溝

で、西端はS D 3052に 合流している。

検出長4.5m、 幅2.2m、 深さ0.2mを と
測る。断面は皿形を呈し、埋土は極細

粒砂～中粒砂混シルト質

粘上の 2層から成る。古

墳時代中期～後期の土師

器、須恵器と平安時代前

期の黒色土器、屋瓦の小

片が少量出上している。

3点 (93～ 95)を図化し

た。93は土師器甕の小片

である。小さく「く」の

字状に屈曲する口縁部

で、端面は外傾して広い

2.5Y6/1責 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土
10YR5/1掲 灰色細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土

第55図  S D 3051断面図

第56図  S

0                  10                 20cm

D3051出土遺物実測図

面を有する。体部上半の破面付近から急激に器幅を減じている。平安時代前半の所産と考えられ

る。94は須恵器有蓋高杯である。日径13.8cm、 器高10。 5cm、 裾部径10.5cmを測る。スカシ孔は3

個である。 6世紀前半に比定される。95は平瓦片で、凹面は模骨痕と布日、凸面には縦位の縄目

叩きが施されている。最も新しい遺物からみて遺構の廃絶時期は平安時代前期が推定される。

S D 3052(第57図、図版ニー・六六～六八)

4調査区中部以西で検出した。N R 3003の 北側に並行し北西―南東に直線的に伸びる溝である。

西部で N R 3003と 合流しているが、堆積状況からみて当溝が切られている。規模は検出長約44.0

m、 幅約2.6m、 深さ0.5～ 0。 7mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は2.5Y5/1黄灰色～N5/0灰色

粘上を基調とし、一部細粒砂～粗粒砂を多く含む層がみられる。古墳時代中期～奈良時代の土器

類、屋瓦等がコンテナ箱に2箱程度出土している。24点 (96～ 119)を 図化した。96は土師器杯

Cで復元口径13.Ocmを測る。調整は ao手法である。内面に放射状暗文が施文されている。河内

産である。97～ 100は土師器甕Aである。97・ 98カⅥ 形ヽ、99が中形、100は大形に分類される。法
量は97が口径9,2cm、 器高7.lcm、 98が口径H.7cm、 器高9,8cm、 99が口径15.Ocm、 器高14.9cm、
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第57図  S D 3052出土遺物実測図

100が口径28.8cmを 測る。101・ 102は片口を有する土師器鉢Dである。体部は内湾し、端部は内

傾する面を有する。102の体部内面には、放射状暗文が施文されている。 2点共に赤橙色の色調

で、胎土は水簸された精良なものが使用されている。 8世紀初頭に比定される。103～ 105は土師

器高杯Bである。共に浅い杯部を有するもので、法量は103が口径 16。 9cm。 104が口径15.9cm、 杯

部高3.5cm。 105が裾部径10,Ocmを 測る。103の杯部内面には放射状暗文が認められる。104の杯部

内面は風化が著しく調整等は明瞭でない。 7世紀中葉から8世紀初頭に比定される。106～ 108は

須恵器杯蓋である。106が 6世紀中葉。107・ 108が 7世紀前半に比定される。107は焼成が不良で、

灰白色の色調を呈する。108の天丼部には火欅が認められる。109～ 111は須恵器杯身である。109
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がT K23型式 (5世紀後半)、 110が T K10型式 (6世紀中葉)、 111が T K209型式 (7世紀前半)

に比定される。1121ま須恵器の小形短顕壺である。復元口径9。 3cmを測る。球形の合部から口縁部

が斜上方へ伸びるもので、口縁端部は外傾する面を持つ。口縁部内外面および体部外面に緑灰色

の自然釉が降着している。 5世紀後半に比定される。113・ 114は須恵器有蓋短頸壷である。体部

の形状は球体の113と 稜角に従って凹線が巡る114がある。114が 7世紀初頭、113が 7世紀前半の

所産と推定される。115。 116は須恵器台付長頸壷である。体部の形状は算盤玉形の115と無花果

形の116がある。共に体部と底部の境として稜角を有する位置に凹線が巡っている。 7世紀中葉

に比定される。117は須恵器の小形高杯である。口縁部および裾部の一部を欠く以外は完存して

いる。杯部口径9.4cm、 器高10.Ocm、 裾部径7.8cmを測る。杯部は椀形で、外面体部中位に沈線が

巡る。脚部は裾部付近で内湾するもので、端部は外傾する面を持つ。スカシ孔は3個である。

118は短脚 1段スカンの須恵器高杯である。脚部外面にはカキメ調整が行なわれている。T K47

T.P.+8.00m

2.5Y5/1黄 灰色細粒砂～糧粒砂混シル ト
2.5Y6/1黄 灰色シル ト質粘土
2.5Y5/1責 灰色シル ト質粘土

10YR6/1掲 灰色シル ト～極細粒砂
2.5Y6/2灰 黄色粘土混ンル ト
5BG4/1暗青灰色粘土質シル ト

T.P.+8.00m

第58図  S D 3053、 S D 3054断面図

型式 (5世紀末)に比定される。1191よ須恵器平瓶である。

体部外面はカキメ調整が行なわれている。 7世紀中葉～

後半に比定される。出土遺物は溝という性格上時期幅が

認められるが、最も新しい遺物からみて8世紀初頭頃迄

はその機能を果たしていたものと推定される。

S D 3053(第 58・ 59図、図版三二・六人)

4調査区東部のⅧ-17-9。 10C・ D地区で検出した。

北西―南東に伸びる溝で、東部で S D 3054と 合流する。

検出長18.Om、 幅約2.4～ 3.7m、 深さ約0.4mを測り、

底は北西部ほど浅くなっている。断面は逆台形を呈し、

埋土は 6層から成る。古墳時代中期に比定される須恵器

壷 l点 (120)が出土している。120は細片化した破片が

大半であるが、全体の 8割程度に復元が可能である。口

径16.7cm、 器高23.6cm、 体部最大径24.9cmを測る。口顕

1 lllYR5/1掲 灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シ
ル ト(炭含む)
2 2.5Y5/1黄 灰色シル ト～粘土質シル ト

0        1m

第59図  S D 3053出土遺物実測図
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部外面には、 2条の凸帯間に細かい波長の波状文が施支されている。條部外面中位から下位にか

けてタタキ調整が行なわれている他、体部中位の一部分にのみ波状文が施文されている。焼成が

不良のためか、器壁の中央部を境に表裏に三分される破片が大半を占めた。T K216型式 (5世

紀前半)か。

S D 3054(第 58図・第60図、図版三二・六人)

4調査区東部のⅧ-17-10C・ D地区で検出した。東西に伸びる溝で、東部で S D 3053と 合流

する。規模は全長約21,Om、 幅l。 4m～ 4。 2m、 深さ0.35mを測り、底は西部ほど浅くなって消滅

している。断面逆台形を呈し、埋土は2層から成る。古墳時代中期～飛鳥時代中葉の上器類が少

量出土している。 7点 (121～ 127)を 図化した。121は土師器高杯である。ほぼ完形に近い。口

径16.6cm、 器高13.2cm、 脚部径9.7cmを測る。杯部内面に放射状暗文が施文されている。 7世紀

中葉の所産である。122・ 123は須恵器杯蓋である。122が T K23型式 (5世紀後半)、 123がMT
15型式 (6世紀前半)に比定される。124・ 125は須恵器杯身である。124が T K208型式 (5世紀

中葉)、 125が T K10型式 (6世紀中葉)に比定される。126は大形の須恵器甕である。復元口径

47.7cmを測る。口縁部のやや下に断面三角形の凸帯が付く。口顎部外面全体に黒灰色を呈する釉

が塗布されている。T K85型式 (5世紀前半)に比定される。127は管状土錘である。ほぼ完形

品で、長さ9,8cm、 最大径2,3cmを測る。時期幅のある遺物を含むが、121か らみて 7世紀中葉迄

は機能を果たしたものと考えられる

0                   10                  20cm

第60図  S D 3054出土遺物実測図

S D 3055

4調査区南東部のⅧ-17-10D、 Ⅷ-22-lDoE地 区で検出した。北西―南東に伸びる溝で、
S D 3054と S D 3056を つなぐ状況である。検出長5。 3m、 幅0.6m、 深さ0,15mを 測る。埋土は

10YR5/1褐灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質ンルトである。遺物は出上していない。

S D 3056

4調査区南東部のⅧ-22-lE地 区で検出した。南―北に伸びる溝で北端はS D 3054と 合流し
ている。検出長1.4m、 幅1.7m、 深さ0.lmを測る。断面逆台形を呈し、埋土は10YR5/1褐灰色極

細粒砂～細粒砂混粘土質シルトである。遺物は出土していない。

1

耐
腑
脚
Ｖ
Ｏ
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S D 3057

4調査区南東部のⅧ-22-lE地 区で検出した。北西―南東に伸びる溝で、 S D 3056に 合流す
る。規模は検出長0.6m、幅0。 2m、深さ0.07mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は10YR5/1褐灰色

極細粒砂～細粒砂混粘土質シルトである。遺物は出土していない。

S D 3058

4調査区の南東部のⅧ-22-lE地 区で検出した。北西―南東に伸びる溝で、 S D 3056に 合流
する。検出長1.5m、 幅0。 4m、 深さ0。 15mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は10YR5/1褐灰色

極細粒砂～細粒砂混粘土質ンルトである。遺物は出上していない。

S D 3059(第61図、図版三二・六九)

4調査区南東部のⅧ-22-lE・ F地区で検出した。北西―南東
に伸びる溝であり北部で S D 3054に 合流する。規模は検出長8.lm、

幅 1。 3～ 3.4m、 深さ0。 2mを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は

10YR5/1褐灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シルトである。遺物は古

墳時代中期に比定される土師器類が極少量出土している。土師器高

杯 1点 (128)を 図化した。128は椀形の杯部にやや小振りの脚部が

付く。口径13.6cm、 裾部径8.Ocmを測る。 5世紀後半に比定される。 第61図  S D 3059出 土遺物
S D 3060(第62図、図版三二・六九) 実測図

4調査区東部のⅧ-17-10D～ F、 Ⅷ-22-lF地区で検出した。北西一南東に伸びる溝で、
北肩は第 2面 S D 2287に 削平され、南肩はS D 3053。 S D 3058と 接している。検出長19.8m、 幅

3,6～ 6。 3m、 深さ0。 25mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は2.5Y5/1責灰色細粒砂～細礫混粘

土質シルトで、斑鉄を多く含んでいる。古墳時代後期～飛鳥時代の上器が少量出上している。 8

点 (129～ 136)を 図化した。129は土師器杯 Cである。復元口径 17。 lcmを測る。内面は放射状二

段暗文が施文されている。外面は風化のため不明である。 7世紀中葉に比定される。130は土師

器高杯の杯部で口径17,4cmを測る。古墳時代前期末～中期初頭に比定される。1311よ土師器高杯

く
く
三::::三

ξ:::::;)135

ly  36
0                  10                20cm

第62図  S D 3060出土遺物実測図

0                 1 ocm

-99-



Bである。口径16.9cm、 器高12.7cm、 裾部径■.4cmを測る。杯部内面に放射状暗文が施文されて

いる。 7世紀中葉に比定される。132は体部中位に扁平な把手が付く土師器鍋である。 6世紀中

葉の所産か。須恵器杯蓋は2点 (133。 134)図化した。133は T K15型式 (6世紀中葉)である。

134は宝珠つまみを有すと思われ、口縁部にかえりが付く。T K217型式 (7世紀中葉)に比定さ

れる。135。 136は須恵器杯身で、135がほぼ完形、136が1/2程度残存している。135が T K10型式

(6世紀中葉)。 136がMT85型式 (6世紀後半)に比定される。出土遺物には時期幅が認められ

るが、遺構の帰属時期としては飛鳥時代中葉 (7世紀中葉)が想定される。

S D 3061

4調査区西部のⅧ-16-9・ 101・ 」地区で検出した。南西一北東に伸びる溝で、 S D 3051・

S D 3052の 埋没後に掘削されている。 N R 3001と は切り合い関係はなく、有機的に関連する溝と

思われる。規模は検出長9.6m、 幅0。 7m、 深さ0。 15mを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は

2.5Y6/1黄灰色細粒砂～粗粒砂混シルトである。遺物は出上していない。

S D 3062

4調査区中央部のⅧ-17-9・ 10A地区で検出した。北東―南西に伸びる溝で、全長約5.lm、

幅0.4m、 深さ0.lmを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は5Y5/1灰色細粒砂～細礫混シルト質粘

上で鉄分を多く含む。遺物は出土していない。

S D 3063

4調査区中央部のⅧ-17-9・ 10A地区で検出した。北東―南西に直線的に伸びる溝で、検出

長10。 6m、 幅0。 3～ 0。 6m、 深さ0。 1lmを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は2.5Y6/1黄灰色細粒

砂～粗粒砂混シルト質粘土で、上部に鉄分を多く、また炭を少量含む。古墳時代後期頃の土器が

出上しているが、 S D 3052を 切ることから時期は奈良時代以降に比定される。

S D 3064(第63図、図版一五・六九)

4調査区中央部のⅧ-17-9。 10B o C地区で検

出した。北西―南東に直線的に伸びた後東部で南に

屈曲している。検出長21.6m、 幅0。 5～ 1.4m、 深さ

0.2mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は10YR5/1

褐灰色極細粒砂混粘土質シルトで、マンガン斑・斑

鉄を多く含む。奈良時代～平安時代の上師器、須恵

器、屋瓦の小片が少量出土している。 3点 (137～

139)を図化した。137は土師器杯である。復元口径 ―
161 0cm、 復元器高3.5cmを 測る。 9世紀前半の所産

か。138は土師器甕の小片である。139は丸瓦の小片

である。凹面に布目が残る。出土遺物から平安時代

初頭 (9世紀前半)の遺構と推定される。
139
10 20cm

聴
‐‐‐中脚閉物吻物物物物卿田
‐‐‐，「
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小穴・柱穴 (SP)
S P 3001～ S P 3048(第64図、図版一四・一五・三二・七〇)

1調査区・4調査区で検出した。既述の S B 3001を 構成する柱穴

も含め、総数48個 を検出した。これらの小穴・柱穴の大半は、 1調査

区西部の S B 3001の 周辺および西側に集中している。平面の形状で

は、円形、楕円形、隅九方形がある。規模は径0.08～ 0。 5m、 深さ0。 03～ 0.41mを測る。S B 3001

を構成するS P 3028～ S P 3033以外では、S P 3012と S P 3046の 2箇所に柱根があり、柱穴と確認
できる。また、 1調査区北西部のⅦ-19-3C区で検出したS P 3001からは、完形品に近い土師
器皿が 1点出土しており、祭祀に関連する土器埋納ピットの可能性がある。S P 3001か ら出土し

た土師器小皿 1点 (140)を 図化した。1401よ ほtr完形の土師器小皿で、口径12.3cm、 器高2.2cmを

測る。13世紀後半に比定される。以下、各小穴・柱穴の規模等の詳細について、第31表に示す。

40

0                 1 ocm

第64図  S P 3001出土遺物

実測図

第31表  1・ 4調査区 S P 3001～ S P 3048法量表 (単位m)

追構番号 地  区 平画図 長径 短径 深さ 埋 土 出土追物

S P 3001 Ⅶ-19-3C 円形 0.30 0.35 7.5YR1/3暗褐色砂礫混じリンルト 上師器皿

S P 3002 Ⅶ-19-4C 0.26 0.06 10YR6/1褐灰色砂質シルト

S P 3003

S P 3004 0.25 0.25 0.08

S P 3005 Ⅶ-19-34D 0.25 0.25 2.5Y4/2暗灰色粘土質シルト 土師器

S P 3006 Ⅶ-19-4D 0.20 0.20 0.26

S P 3007 Ⅶ-19-3D
S P 3008 0.20 0.20

S P 3009 0.23 0.23 7.5YR3/3暗髄 瞬 混じリシルト

S P 3010 0.03 10YR3/1黒褐色ンルト

S P 3011 0.08 0.08 10YR6/6明黄褐色粘土質シルト

S P 3012 Ⅶ-19-4D 柱根有す
S P3013 楕円形 0.06

S P 3014 Ⅶ-19-3D 円形 0,20 0.20 0.04

S P 3015 楕円形 0.23

S P 3016 円形 0.30 030
S P 3017 Ⅶ-19-3E 不明 0.12 土師器
S P3018 0。20 0.20

S P3019 Ⅶ-19-4D 円形 0.14

S P 3020 Ⅶ-19-4D,E 0.28 0.28 須恵器

S P 3021 Ⅷ-19-4E 0.30 0,22 土師器、須恵器
S P 3022 0.20 0.20 土師器

S P 3023 隅丸方形 0.32 0.32 0.13 7団V謝繁絶砂礫混じリンルト
S P 3024 円形 0.23 0.25 25Y4/3オリーブ灰色粘土質ンルト 土師器

S P 3025 0.41

S P 3026 楕円形 0.08 土師器一皿高杯

S P 3027 0.22 0.20

S P 3028 円形 0.C19 土師器皿

S P 3029 0.23 0.10 土師器

S P 3030 隅丸方形 0,06 須恵器

S P 3031 Ⅷ-19-4F 円形 0.30 0,23
土師器、須恵器

柱痕有す

S P 3032 0.25 0.25 土師器
S P 3033 Ⅷ-19-4E 隅丸方形 0.23 0.23 0.16 土師器
S P 3034 楕円形 0.35 0.30 土師器
S P 3035 円形 0。23 土師器

S P 3036 楕円形 0.20 0.04 7.57R3/3暗褐色砂礫混じリンルト

S P 3037 0.20 0.10 0.03

S P 3038 円形 0.23 0.23
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遺構番号 地  区 平画図 長径 短径 深さ 埋 土 出土遺物

S P 3039 Ⅶ-19-4E 糟円形 0.20 7.5Ч幣 /3暗褐色砂礫混じリンルト 土師器
S P 3040 円形 0.04

S P 3041 0.22 須恵器
S P 3042 Ⅶ-19-4F 0。22 0.22 土師器
S P 3043

S P 3044

S P 3045 Ⅶ-19-4E F 脩円形

S P 3046 Ⅶ-19-4E 0.20 N3/0暗灰色粘土質シル ト 柱根有す

S P 3047 Ⅶ-19-5E 円形 0.20 2.5Y6/2万疋増こやqシ′ル ト

S P 3048 Ⅶ-16-9T 円形 5Y5/1灰色シル ト質粘土

N R 3001(第 65。 66図、図版一四・七〇・七―)

3調査区東部のⅧ-16-8・ 9D～ G地区で検出した。北西―南東に伸びるもので、検出長約
32m、 幅3.0～ 5.8m、 深さ最大0.8mを測る。埋土は上層が灰褐色系砂礫混シルト(上部にラミナ)、

下層が灰色系極細粒砂～極粗粒砂の互層である。西半部の底部には流路に沿った隆起が見られる

が、堆積状況から当初の流路はこの北側にあり、南側に拡張していることが分かる。遺物は古墳

時代中期～奈良時代末頃までの上器類が出土している。12点 (141～ 152)を図化した。141・ 142

は杯Cに分類されるもので、共に外部内面に放射状暗文を施文している。 7世紀中葉に比定され

る。143。 144は壷Bで共に完形に近い。143イよ小形品、144は 中形品である。143が口径9,4cm、 器

高6.lcm。 144が口径12.lcm、器高9。 8cmを測る。共に口縁部内外面をヨコナデする以外は未調整であ

る。144の 口縁端部は強いヨコナデにより凹線状に窪んでいる。なお、144の体部上半には退色が

著しく不鮮明であるが、一部に墨書が認められることから墨書人面土器であつた可能性が高い。

145は大形の上師器甕の小片である。復元口径29。 lcmを測る。146。 147は共に土師器の手づくね

の小形高杯である。146は 口径8。 3cm、器高7.lcm。 147は 口径9.2cm、器高6。 6cmを測る。148は須恵器

杯蓋でT K23型式 (5世紀後半)、 149は須恵器杯身でT K10型式 (6世紀中葉)に比定される。
150は須恵器広口壺の小片である。口顕部内面にヘラ記号がある。151は細長い筒状の柱状部を持

つ小形の須恵器高杯である。脚部は完存している。脚部高8。 lcm、 裾部径8,2cmを測る。柱状部か

ら裾部にかけてスカシ孔を表現したヘラ先による深い沈線が三方に配されており、一部は内面に

まで達している。152は須恵器器台の脚部片である。6世紀前半のものか。出土遺物は時期幅が認

SD31 30

10YR5/1掲 灰色中粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト
10YR5/2灰 責掲色細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土
2.5Y5/1黄 灰色細粒砂混シル ト
5Y5/1灰 色シル ト～極細粒砂
2.5Y6/1黄 灰色細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト
7.5Y5/1灰 色極細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト
7.5Y4/1灰 色中粒砂混シル ト質粘土
2.50Y5/1オ リーブ灰色シル ト～細礫
5GY6/1オ リーブ灰色シル ト～中粒砂の互層

0           1          2m

5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト～粘土質シル ト
2.5GY4/1皓オリーブ灰色シル ト質粘土
N6/0灰色細粒砂～粗粒砂

第65図  N R 3001断面図
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152

第66図  N R 3001出土遺物実測図

められるが最も新しい遺物からみて、奈良時代後半に廃絶した河川と考えられる。

N R 3002(第67～ 69図、図版ニー・七一～七三)

3調査区北東部から4調査区南西部のⅧ-16-8～ 10F～ I地区で検出した。北西―南東に伸
びるもので、検出長32.Om、 幅4.Om、 深さ最大0。 8mを測る。埋土はシルト～細礫の水成層が堆

積している。遺物は古墳時代中期～奈良時代の上師器、須恵器、屋瓦が数多く出上している。13

点 (153～ 165)を 図化した。153は土師器鍋である。体部中位に扁平な把手が付 く。 6世紀中葉
の所産か。154・ 155は須恵器壺の口縁部の小片である。154は直回の口縁部を有するもので、顎

相1汁 12 デ仕 1評
305名
61司

υ          2m

10YR6/1掲 灰色シル ト～極細粒砂
5Y5/1灰 色中粒砂混粘土
2.5GY4/1暗オリーブ灰色中粒砂～粗粒砂
2.5GY5/1オ リープ灰色シル ト～粘土質シル ト
10Y5/1灰色細粒砂混ンル ト質粘土
7.5Y4/1灰 色極細粒砂～粘土 (植物遺体多量に合む)
10Y71灰色シル ト～極粗粒砂の互層 (植物遺体多量に含む)
7.50Y4/1暗緑灰色粘土質ンル ト混5Y6/2灰 オリーブ色シル ト～粗粒砂
10Y5/1灰色中粒砂～粗粒砂とシル トの互層
2.5Y5/1費 灰色種細粒砂～細礫の互層
10Y6/1灰色シル ト～極細粒砂の互層
7.5Y4/1灰 色シル ト～極細粒砂の互層 (植物遺体少量含む)

第67図  N R 3002・ N R 3003・ S D 3052断面図

151

20cm

13 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シル ト
14 10Ⅷし/1褐灰色中～粗粒砂混シル ト質粘土
15 1研硝/1褐灰色粗粒砂混粘土
16 10Y6/1灰色粘土ブロック混細～中粒砂
17 10YR5/1掲灰色細粒砂混粘土質シル ト
18 2.5Y5/1黄灰色細～粗粒砂混粘土質シル ト
19 10G4/1暗緑灰色組粒砂混粘土質シル ト
20 5Y6/2灰オリーブ色シル ト～極細粒砂の互層
21 106Y4/1暗緑灰色粘土～シル ト互層
22 5Y5/1灰色極粗粒砂～細礫混粘土質シル ト
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第68図  N R 3002出土遺物実測図

部中位に凸帯 l条が巡る。器壁面の色調は赤紫色である。 5世紀前半に比定される。155は 口縁

部外面を3条の凸帯で四分割にするもので、そのうち二段に波状文が施文されている。 5世紀中

葉に比定される。156は須恵器短顎壷でほぼ完形である。口径7.Ocm、 器高7.2cm、 体部最大径

11.7cmを測る。体部外面にカキメ調整が行なわれている。焼成は堅緻で内外面ともに灰かぶりが

顕著である。胎土はやや粗く、器面に 1～ 3 11Hl程度の長石を多く含む。157・ 158は須恵器杯蓋で

ある。158が完形品で、157が1/2程度残存している。158の天丼部には、焼成時に付着した須恵器

片が認められる。1571よ T K216型式 (5世紀前半)、 158は M T85型式 (6世紀後半)にあたる。

須恵器杯身は 5点 (159～ 163)図化した。160以外は完形品である。161・ 163は焼成時に歪みを

生じている。162がMT15型式 (6世紀前半)他がT K10型式 (6世紀中葉)に比定される。須

恵器高杯は2点 (164・ 165)図化した。164の脚部は完存している。脚部外面にカキメ調整が行

なわれている。スカシ孔は3個である。165は低脚で「ハ」の字形を呈する脚部に浅い椀形の杯

部が付 く。焼成は不良で祝覚的には瓦質土器風を醸し出している。T K217型式 (7世紀中葉)

のものか。出上した遺物のなかで最も新しい遺物からみて、河川廃絶の時期は飛鳥時代中葉 (7

世紀中葉)が想定される。
N R 3003(第67・ 69・ 70図、図版ニー・七二～七四)

N R 3002の 北側に、中洲状の高まりを隔てて並行しているが、西部では合流して l条になって

いる。検出長28,Om、 幅4.2m、 深さ最大0。 9mを測る。埋土は 1～ 8層に分層が可能で 1～ 4層

が灰色～オリーブ灰色の色調で粘土～粗粒砂の層相である。 5～ 8層は灰色～暗緑灰系の色調で

粘土～極細粒砂で全体に植物遺体を含んでいる。遺物は古墳時代中期～奈良時代の土器類、屋瓦

が多量に出上しており、木製品では曲物、墨書木簡、他に獣骨数点が出土している。また一辺30

～50cmを測る石材が 3点出土している。このうちの 1点については、西方約500m地点で(財 )大
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阪府文化財調査研究センターによる(98-1ト レンチ)

で検出された七ツ門古墳の横穴式石室に使用されてい

たものと同種の石材 (カ ンラン石安山岩 [大阪府相原

市国分市場芝山])である。遺物は14点 (166～ 179)を

図化 したが、西端部分の N R 3002と の合流部分では峻

別が困難なため、 N R 3002の 遺物が混入する可能性が

ある。166は 土師器杯 Cで口径9,lcm、 器高3.lcmを 測

る。調整は ao手法である。167は土師器壺 Bに分類さ

れる小形壺である。復元口径9.5cm、 器高5,Ocmを測る。

形態から見てまじないに使用されていた器の可能性が

ある。168は土師器奏ないしは鉢と推定される。体部

外面は縦位のハケ調整が施されている。169は水平に伸びる鍔部から口縁部が外反して伸びる土師

器羽釜である。茶褐色の色調で、胎土中に微細な角閃石が多量に含まれている。河内産である。170

イよ「ハ」の字に開く高台を有する土師器で、壺ないしは鉢と推定される。171は断面十角形に面

取りした柱状部に、ラッパ状に開く裾部が付 く土師器高杯で、平城宮分類の高杯Aにあたる。帰属

時期は平城宮Ⅱである。172。 173は須恵器杯蓋である。172の 内面は炭化物が全面に付着してい

る。172は T K208型式(5世紀中葉)、 173は T K209型式(7世紀前半)に比定される。174。 175は

須恵器杯身である。174は完形品で口径13.7cm、 器高5。 2cm、立ち上がり高1.4cm、 受部径16.5cmを測

る。共にT K10型式(6世紀中葉)に比定される。176イま須恵器壺である。復元口径20.5cmを 測る。6

世紀中葉のものである。177・ 178は須恵器醒である。178は 円孔を穿った器壁部分が内部に落ち

1鶴

173

10

中゙

い，

一

―酔
Ⅷ

第69図  N R 3002、 N R 3003出土遺物実測図

写真34 墨書木簡(180)出土状況 (北西から)
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込んで鈴状になっている。

177が O N46型式 (5世紀

中葉)、 178が 7世紀中葉に

比定される。179イよ平瓦の

小片である。凹面に布日、

凸面に縄 目叩 きが残る。

180は木簡である。木簡に

使用された板材は、幅4.6

～4.8cm、 厚さ0.4cmを測る

もので、両端は折り取られ

てお り残存長17.6cmを 測

る。墨書は下記に示したよ

うに、表面側に2行、裏面

側に 1行が記されているが

全体に不鮮明で解読が困難

な部分が多い。材はヒノキ

である。

181は 曲物容器の破片であ

る。側板復元径17.8cm、 側

板幅2.8cm、 側板厚0。 3cmを

測る。2孔の結合孔を通し ,
て樺皮で留めている。釘孔  |
が認められるが破片のため

総数は不明である。縦方向

にケビキを入れている。柾

目板を使用している。182は

曲物容器である。径21.6cm、

側板残存幅4.7cmを 測る。

縦方向にケビキを入れている。

0                                     10cm

第70図  N R 3003出土遺物実測図

柾目板を使用している。

〔裏面〕

木簡(180)の読み 〔表面右側〕之中上丁□□連 E   コ
〔表面左側〕 □ 三人

〔裏面〕□□

じょってい

解読された部分で、三人、この中の上丁 (定番しているもの、出勤しているものの意)の回□

の連□回と読めるもので、この読みから解釈される内容としては、役所に地方から出勤している

三名を呼びつけた「召文」、あるいは役所に地方から出勤している三名に対し食料などを支給した

「伝票」である可能性が考えられる。以上のような内容から、近接位置に役所が存在した可能性を

想定することができよう。

引掛
Ｊ
て
Ｆ
気
と

守
ュ
〓

〆
傷
||

|

|
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第 4面 (第 72・ 73図 )

第 4面は第 3面以下約0.3m付近に存在する第V層上面 (T.P.+7.4～ 7.9m)で検出した。 1

調査区から4調査区の全域で検出した。 1調査区～ 3調査区では古墳時代中期前半～後期中葉に

かけての居住域に関連した遺構が見られ、4調査区では東端に自然河川が存在するため遺構は希

薄である。第 4面で検出した遺構としては、井戸 2基 (S E 4001。 S E4002)、 土坑44基 (SK
4001～ S K4044)、 溝45条 (S D 4001～ S D 4045)、 小穴33個 (S P 4001～ S P 4033)、 自然河川

1条 (N R 4001)がある。

井戸 (SE)
S E 4001(第 71・ 74～ 77図、図版二七・七五・七六)

1調査区北西部のⅦ-19-3C・ D地区で検出した。木組の井戸側を有する井戸で、掘方の平
面形は不整円形を呈する。規模は、径2.05m、 深さ0.85m前後を測る。井戸側は掘方の中央に、長

さ1.Om前後、幅0.5m前後、厚さ0.lm前後の船部材転用材を、一辺約1.Omの方形に組み合わせ

た (横板井籠組型式)も ので四隅には井戸側を固定する杭が打設されている。しかし、板材は腐

蝕が著しい他、土圧により北側および西側の板材が内側に傾いていた。埋土は 7層 に分層が可能

で、そのうちの 5層、7層が井戸側内の埋上である。遺物は井戸側内の 5層、7層から、土師器、

須恵器の小片が極少量出上している。小片のため時期を明確にし難いが古墳時代中期頃の所産と

思われる。

一方、井戸側に使用されていた部材についてはその特徴から準構造船の断材と考えられる。全

合に腐食が著しい他、井戸側転用時の再加工の可能性があり不明な点が多い。ここでは、加工部

分を残す 5点の井戸側を船材 1～ 5と 呼称して説明を加える。

船材 1(第 74図)は盾形を呈する縦板部分の船材と推定される。東の井戸側に使用されていた

もので、先端部分を北に向け内面が井戸側の内側になるように横位に置かれている。先端部分に

行くに従って幅を減じる盾形の形状で、右縁部が欠損している。残存部分で長さ91cm、 幅33～ 46

cm、 厚さ4～ 7.5cmを測る。内面はほぼ平坦面を呈しており、左縁部に従つて長さ88cm、 幅 2～

4 cm、 深さ3 cm前後の柄溝が切られている。右縁部の柄溝は先端部分から中位の内側部分を残し

て欠損している。この柄溝については、舷側板および飾板を結合するためのもので、上部に行く

に従って角度が内側に入る傾向がある。その他、内面側から穿たれた柄穴が上部では右側に 1箇

所、中位では溝より内側の対称位置に2箇所と下位では貫通した禍穴が左側に 1箇所ある。外面

は上端から約10cmが九太部分を残し未加工で、以下は樹木の辺材部分が斜めに削り取られている。

中位から下位の中央部に長さ26cm以上、幅16～ 18cmを測る突起が削り残されている。突起部分の

右側部分が比較的遺存状況が良く年輪や工具痕が明瞭である。樹種はスギである。

船材 2(第75図)は南の井戸側 (外側)と北の井戸側に使用されていたものである。共に先端

部分を西にして内面が井戸狽上の内側に向くように設置されていた。上端が丸味を帯びた精円形の

形状から幅を減じて下部に至るもので、内面からみて船 (首・尾)の左上部および下部の中途か

ら欠損している。残存部分で長さ105cm、 船 (首・尾)幅56.5cm、 船 (首・尾)長37cm、 下部幅

38cm、 船 (首・尾)厚 l～ 7 cm、 下部厚 1～ 3 cmを測る。先端部分から36cm前後の位置から下部

に向かって段状に削られており、その高低差は 6 cm前後を測る。この段状の中央部に縦12cm、 横
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T.P.+7.40m

1 2.5Y4/2暗 灰黄色シル ト(炭化物を少量合む)
2 1層 より砂質化
3 2.5Y5/4黄 褐色シル ト
4 2.5Y5/1黄灰色粘土質シル ト
5 N6/0灰色シル ト
6 N4/0灰色粘土質シル ト(植物遺体を若干含む)
7 N7/0灰 白色中粒砂

0                  1m

第71図  S E 4001平断面図

14cmを測り底部が先端部分から下部に向けて傾斜を持つ方形状の到形が設けられている。到形部

分の左側に楕円形を呈し長さ3.4cm、 幅0.6cm、 深さ2.9cmを 測る一対の貫通しない柚穴が存在し

ている。その他、下部の右上部には楕円形を呈し長さ10cm、 幅 5 cmを測る柚穴やその左には長さ

24cm、 幅 5 cmを測る不定形の貫通穴がある。外面は樹木の輪郭に沿った形状を呈しており、先端

鷺

罐

圏

瞳

騒

鶴

-108-



○鷺 鷺/D鷺 ０亀

ヽ

、

、Ｈ

　

イ

砲

ゝ
①亀

2調査区

〕                   10                   20m

(S=1/300)

第72図  1・ 2調査区 第 4面検出遺構平面図
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第73図  3・ 4調査区 第 4面検出遺構平面図
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部分の左側部分には直線状に削り取られた痕跡が無数に残つている。樹種はスギである。

船材 3(第 76図)は南の井戸側 (内部)に使用されていた船 (首・尾)部材である。先端を東
に向けて内面が井戸側の内側になるように設置されていた。内面側からみて右側を欠損するが、

残存部分から推定して船材 2と 形状や加工方法に共通点が認められる。残存部分で長さ102cm、

船 (首 。尾)長41cm、 船 (首・尾)幅42.8cm、 下部幅12cm、 船 (首・尾)厚 5 cm、 下部厚 3 cmを

測る。先端部から41cm前後の位置から下部に向かって段状に削られており、その高低差は 5 cm前

後を測る。その段状の中央部に縦12cm前後、横14cmを 測り、底部が先端から下部に向かって傾斜

を持つ方形状の到形が設けられている。到形部分の左側に楕円形で長さ4.5cm、 幅2.8cm、 深さ

2.9cmを 測る貫通しないI「J穴がある他、到形部分の右横の下部には楕円形で長さ17cm以上、幅 4

cmを測る貫通する穴がある。樹種はスギである。

船材 4(第77図 )は北の井戸側に使用されていた部材である。幅10cm、 厚さ2.5cm前後の柾目
板の先端部分をペン先状に削り出すもので、片方は折り取られて欠損しており残存長77cmを測る。

先端部分から約30cmの位置に幅1.3cm、 長さ4,Ocmを 測る長方形の柄穴が2.7cmの 間隔を開け並列

に穿たれている。なお、左側面の端部は丸味を持つほか、側面端から2.5cm幅についてはやや厚

みを減じることから側面端からこの部分までは他の部材と組まれていた可能性が高い。樹種はス

ギである。

船材 5(第77図 )は東の井戸側の北側上部に使用されていたものである。幅10cm、 厚さ2.5～
3.Ocmを 測り板材の一方の先端部分を斜めに削るものである。船材 4と 同様、一方は折 り取られ

ており残存長69.8cmを測る。柄穴は平面側と側面側に穿たれており、各 2箇所確認される。平面

側は柄穴部分を境として欠損しているため法量は不明であるが、長方形の柄穴が段違いに穿たれ

ている。側面側は先端部分から27.5cmと 57cmの位置に穿たれている。下段部分は上部が欠損して

いるが双方共に長方形で幅0.8cm、 長さ2.3cm、 深さ2.3cmを測る。樹種はスギである。なお、船

材 4・ 5と した部材については、船材の舷側板ないしは飾板の可能性があるため船材として掲載

しているが他の部材である可能性が残されている。

これらの船材から復元される準構造船の構造については、以下が想定される。船首、船尾部分

については、船 (首・尾)部材である船材 2・ 3にみられた方形状の到形部分に縦板の船材 1外

面の突起部分をはめ込むもので、この様に組んだ場合縦板の左下部にある貫通する柄穴と船材

2・ 3の船 (首・尾)の左側にある柄穴とが一致することから縦板を支える柱のようなものが設

けられていたことが推定される。さらに舷側を高くするため舷側板、飾板 (船材 4・ 5)お よび

船首、船尾付近には隔壁が設けられていたものと推定されるが、現状の船材を組み合わせて復元

した場合、舷側板の設置するスペースが無いことから、本例については高廻 り2号墳 (5世紀初

頭)〔大阪市平野区〕出上の船形埴輪に代表されるような二体成形の船であったと推定され、船

材 2・ 3については丸木船の先端部分に取り付 く船 (首・尾)部材とした。久宝寺南 (その 2)

出上の準構造船 (3世紀後半)と の比較では、規模においては本例のほう力Mヽ形である他、形状

では船首、船尾構造の違いがあることから、多様な形態化が存在した可能性や時期差による形態

変化等を考えていく必要があろう。
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S E 4002(第 78図、図版二三・二六)

1調査区中央部のⅦ-19-4F地区で検出した。丸太割
抜き井戸側を有する井戸である。平面が円形を呈するもの

冤iこ億1t藉法泳ζi:Ⅲど丑格[撃皇轡き売露そ;]!昂措秘燃暫ゴ空ゴ
下幅32cm、 高さ29cmを測る。埋土は 1～ 3層がシル トを主

体 とするもので、最下層の 4層 は粗粒砂が堆積 している。

遺物は出上していない。
T.P.+7.50m

土坑 (SK)
S K4001

1調査区西部のⅦ-19-3C地区で検出した。平面が不
整円形を呈するもので、長径2.lm、 短径1.85m、 深さ

0,42mを測る。埋土は 8層から成るが不規則な堆積状況を

示しており、短期間に埋め戻しが行なわれたことが推定で を
きる。遺物は出土していない。              '
S K4002

看
。
．
、

イ

0                  50cm

5Y5/1灰 色シル ト
7.5YR5/6明 掲色シル ト
5B5/1青灰色粘土質シル ト
5PB7/1明 青灰色粗粒砂

第78図  S E4002平断面図

1調査区北中部のⅦ-19-4E地 区で検出した。SD
4001を切る。平面不定形を呈するもので、東西幅1.Om、 南北幅1.74m、 深さ0.09mを測る。埋土

は灰色シルト質粘上の単一層である。遺物は出土していない。

S K4003

1調査区中央部のⅦ-19-4D・ E地区で検出した。南北に長い楕円形を呈するもので、長径
0.64m、 短径0.41m、 深さ0.■ mを測る。埋土は灰色シルトに暗灰責色粘土のブロックが入る。

遺物は出上していない。

S K 4004

1調査区中央部のⅦ-19-4F地区で検出した。北部で S P 4008、 東部で S K4005、 南部で S
D4007に よって切られており、輪郭が顕著に窺えるのは北部のみである。検出部分で、東西幅

4.Om、 南北幅2.4mを測る。深さについては北部が0。 12m前後、南部が0,05m前後と北部の方が

深くなる。埋土は灰色砂質シルトが堆積する。遺物は出土していない。

S K 4005

S K 4004の北東側に隣接している。北部は調査区外に至り、東部は第 1面で検出したS E1003、

S E1006、 S K1008、 南部はS D 4006、 S D 40071こ よつて切られている。検出部分で東西幅3.3

m、 南北幅4.5mを 測る。深さについては北部が0。 3～ 0.4m、 南部が0,15m前後と北部に向かって

緩やかに落ち込む。埋土は上層が灰オリーブ色シルト、下層が緑灰色砂質シルトと暗オリーブ灰

色粘土質シルトの互層となる。遺物は出上していない。

S K 4006

1調査区中央部のⅦ-19-5E・ F地区で検出した。北部はS D 4007に 切られるが、検出状況
から北東―南西に長い楕円形を呈するものと推定される。検出部分で、東西幅2.05m、 南北幅0.8
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m、 深さ0.1lmを測る。埋土は黒色粘土質シル トの

単一層である。遺物は出上していない。

S K 4007

1調査区中央部のⅦ-19-5F地 区で検出した。
南―北に長い楕円形を呈する。規模は、長径 0。 9m、

短径0.65m、 深さ0.25mを測る。埋土は断面状況に

沿ってシルト～粘土を主体とする 5層が堆積してい

る。遺物は出上していない。

S K 4008

S K 4007の 南側に隣接している。S K 4007と 同様、 写真35 1調査区中央部S K 4009～ S K 4012
南一北に長い楕円形を呈する。規模は、長径0,7m、     検出状況(南から)
短径0.5m、 深さ0.05mを 測る。埋土は暗オリーブ灰色粘土質シル トの単一層である。遺物は出

土していない。

S K 4009

1調査区中央部のⅦ-19-5G地 区で検出した。 S K4010の南西側に位置する。北東一南西に
長い楕円形を呈する。規模は長径1.55m、 短径1.25m、 深さ0.42mを 測る。埋土は椀形の断面形

状に沿ってシルトを主体とする3層がレンズ状に堆積している。遺物は出上していない。

S K4010

1調査区中央部のⅦ-19-5G地 区で検出した。北西部分が S E1005に切られているが、検出
部分から円形を呈するものと推定される。規模は、径1.35m、深さ0.34mを 測る。埋土は椀形の断

面形状に沿ってシル ト～シルト質粘土を主体とする 5層が堆積している。遺物は出土していない。

S K4011

S K 4009の東側で検出した。南一北に長い楕円形を呈する。規模は、長径1.5m、 短径 1.15m、

深さ0。 2mを測る。埋土はシル トを主体とする 3層から成る。遺物は出上していない。

S K4012

1調査区中南部のⅦ-19-5F・ G地区で検出した。南側は調査区外に至る。検出部分で東西

幅2.15m、 南北幅0。 8m、 深さ0.06mを 測る。埋土は灰色シル トの単一層である。遺物は出土し

ていない。

S K4013

1調査区南東部のⅦ-19-61地区で検出した。北部はS D 4021、 南部はS D 4022、 西部は撹
乱によって部分的に切られ、南部はさらに調査区外に至る。検出部分で東西幅3.Om、 南北幅3.0

m以上、深さは0。 13m前後を測る。埋土は灰色シルトが堆積する。遺物は出土していない。

S K4014

2調査区北西部のⅦ-19-5」 地区で検出した。北部および西部は調査区外に至る。検出部分

で南北幅0。 77m、 東西幅0.8m、 深さ0.04mを測る。埋土は黒褐色シルトの単一層でマンガン斑

が認められる。遺物は出上していない。

S K4015

2調査区南西隅のⅦ-19-5。 61 」地区で検出した。東部の一部を検出したのみで、大半
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は調査区外に至る。検出部分で、東西幅0.80m、 南北幅0。 64m、 深さ0.09mを 測る。埋土は黒褐

色シルトの単一層である。遺物は出土していない。

S K4016

2調査区南西部のⅦ-19-61・ 」地区で検出した。南部が調査区外に至る他、東部をSK
4017、 西部をS K4015に切られている。検出分部で東西幅3.36m、 南北幅1.46m、 深さ0.09mを

測る。埋土は7.5YR5/2灰褐色シルトでN8/0灰 白色極細粒砂が混入している。遺物は出上していな

ヤヽ。

S K4017

2調査区南西部のⅦ-19-6J地 区で検出した。南部が調査区外に至る。検出部分で東西幅
1.5m、 南北幅4.4m、 深さ0.09mを測る。埋土は砂礫混シル トの 2層から成る。遺物は出上して

いない。

S K4018

2調査区南西部のⅦ-19-6」 、Ⅶ-20-6A地 区で検出した。南部は調査区外に至る。比較
的規模の大きい土坑で、東側で S D 4023を 切つている。検出部分で東西幅4.64m、 南北幅4.89m、

深さ0。 19mを測る。埋土は 7層から成る。遺物は出上していない。

S K4019

2調査区中北部のⅦ-20-6C地 区で検出した。北部は調査区外に至る。検出部分で東西幅
2.4m、 南北幅1.7m、 深さ0.05mを測る。埋土は褐色シル トの単一層である。遺物は出上してい

ない。

S K 4020～ S K4031

2調査区中央部のⅦ-20-6。 7C・ D地区で検出された土坑である。平面の形状では、円形、

楕円形、三角形、不定形を呈する。そのうち、 S K 4024・ S K4027。 S K 4031が S D4023を切つ

ている。規模は幅0。 3～ 4。 6mを測る。深さは0.04～ 0.13mで比較的浅いものが大半で、断面はす

べて浅い皿形を呈する。埋土は粘土質シルト～シルトの単一層のものが多い。遺物はいずれの土

坑からも出土していないため時期等は判然としない。法量等の詳細は第32表に示した。

第32表  2調査区 S K 4020～ S K 4031法量表 (単位m)

遣格番号 地  区 平画図 長径 短径 深さ 埋  土 出土遺物

S K 4020 WE-20-6C 楕円形 0.55 2.闘/1黒褐色粘土質シル ト

S K 4021 不定形 7.5YR5/2灰 褐色粘土質シル ト

S K 4022 楕円形 0.90

S K 4023 WE-20-7C 不明 0.74
7.5YR3/3暗褐色シルトに

7.5YR8/1灰白色種細粒砂が混入

S K4024 円形 0.611

S K 4025 Ⅶ-20-6C 不定形 0.64 2.5Y3/1黒褐色粘土質シル ト

S K 4026 Ⅷ-20-7D 楕円形 0,70 0.40 0.07
7.5YR3/3暗褐色シルトに

7.5YR8/1灰白色種細粒砂が混入

S K 4027 0.6tl
7.5YR3/2黒褐色シルトに

7.m8/8責橙色種細粒砂が混入

S K 4028 不明 0.30
7.5YR3/3嗜褐色シルトに

7.m3/1灰 自色種細粒砂が混入

S K4029 Ⅷ-20-6D 不明
7.5YR3/2黒褐色シルトに

7.5YR8海黄橙色極細粒砂が混入

S K 4030 Ⅶ-20-7D 三角形 1.20 2.5Y3/1黒褐色粘土質シル ト

S K403刊 不定形 4.60 1.66 7.5YR3/2黒 褐色シル ト

-120-



S K4032(第 79・ 81図、図版二人・七三)

?調査区北東部のⅦ-20-6F地 区で検出した。北部は調査区外
に至る。検出部分で東西幅1,4m、 南北幅1.08m、 深さ0.06mを測る。

埋土は灰褐色粘土質シルトの単一層で、マンガン斑が付着する。遺

物は古墳時代中期に比定される土師器類が極少量出土している。土

師器直口壺 1点 (183)を 図化した。183は球形の体部に斜上方に伸
びる口頸部が付く。内外面共に器面の風化が顕著で調整は不明瞭で

ある。 5世紀中葉の所産か。

S K4033(第 80。 82図、図版二人・七三)
2調査区東部のⅦ-20-6F地 区で検出した。北部は調査区外に
至る。検出部分で東西幅1,lm、 南北幅1.05m、 深さ0。 22mを測る。

断面は逆台形を呈し、埋土は上層が灰褐色砂礫混シルト、下層が暗

褐色シル トである。遺物は5世紀代に比定される土師器が極少量出

土している。 1点 (184)を 図化した。184は 中形の土師器養である。

内外面共に器面の風化が顕著で調整は不明瞭である。 5世紀代のも
のと推定される。

S K 4034(第 85図、図版二五)

T,P.+7.20m
T.P.+7.20m

0         1m

7.5YR5/2灰掲色粘土質シル ト

第81図  S K 4032平断面図

0                 1 0cm

第79図  S K4032出土遺物実
測図

0                 10cm

第80図  S K4033出土遺物実
測図

3調査区中南部のⅧ-16-9C地 区で検出した。南部は調査区外に至るが、検出部分からみて
平面は円形と思われる。検出部分で東西幅2.Om、 南北幅1.2m、 深さ0。 53mを測る。埋土はシル

ト質粘土～粘土を主体とする5層から成る。遺物は出上していない。

S K 4035(第 85図、図版二五)

3調査区中南部のⅧ-16-9D地 区で検出した。不定形を呈するもので、規模は東西幅1.36m、
南北幅0,9m、 深さ0.12mを 測る。断面は皿形を呈し、埋土は2.5GY4/1暗 オリーブ灰色細粒砂混

xデー153,359

吾 猛
3.359

〇甘い．ぃ中山田ｈ‐‐‐ドげ

1

2

0         1m

7.5Y4/1灰 褐色砂礫混シル ト
10YR3/3暗 掲色シル ト(鉄分を多量に合む)

客

l`、、、、

蟷
υ
183
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第82図  S K4033平断面図



シルト質粘土 (鉄分・マンガン斑含む)である。古墳時代中期の上師器、

須恵器が出上している。

S K 4036(第 85図、図版二五)

3調査区東部のⅧ-16-8E地区で検出した。円形を呈し、径0,8m、
深さ0。 25mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は細粒砂～粗粒砂を主体

とする3層がレンズ状に堆積している。 N R 3001の 底部で検出したもの

で、上部は削平されている。遺物は出上しておらず時期等は不明であ

る。

S K4037(第 83図、図版二九・七三)

3調査区東部のⅧ-16-8E地区で検出した。南側はN R 3001に削平
されている。検出部分で東西幅3.lm、 南北幅1.Om、 深さ0。 28mを測る。

埋土は上層が2.5Y6/1黄 灰色粘質シル ト～極細粒砂の互層、下層が

7.5Y6/1灰色極細粒砂～シルトの互層で、上層にマンガン斑、また上部

に斑鉄を含んでいる。出土遺物は木片のみである。なお、当遺構との関

連は不明であるが、北側の肩際からは古墳時代中期に比定される完形の

須恵器杯身 1点・杯蓋 2点がまとまって出土している。北側の肩際から

出上した 3点 (185～ 187)を 図化した。185。 186は須恵器杯蓋である。

185は完形品、186は完形品に近い。法量は185が口径12.lcm、 器高4.6cm。

186が口径12.Ocm、 器高4.9cmを測る。共に天丼部を中心に灰かぶりが認

められる他、185の天丼部には、重ね焼きの痕跡と須恵器片の溶着が認

められる。187は須恵器杯身で完形品である。口径10.6cm、 器高5。 2cmを

測る。 3点共に全体の小形化が進行し、天丼部および底部に丸味を持つ

特徴で区別されるT K47型式 (5世紀末)に比定される。

S K 4038(第 84・ 85図、図版三〇・七七)

3調査区東部のⅧ-16-8・ 9E地区で検出した。不定形の上坑で東西幅1.lm、 南北幅0.5～

0。 9m、 深さ0。 08mを測る。断面皿形を呈し、埋土は上層が7.5YR5/1褐灰色シルト質粘土、下層

が7.5YR6/1褐灰色シルト質粘上で、上層に炭・焼土を多量に含んでいる。出土遺物は古墳時代中

期に比定される土師器、須恵器類が極少量出土している。須恵器醒 1点 (188)を 図化した。扁

球形の体底部にラッパ状に開く口頸部が付くもので、口縁部の一部は焼き歪みを生じている。口

頸部外面には、 1条の凸帯の上下に波状文、体部中位には2本の沈線間に列点文が施文されてい

る。内面から体底部外面に濃緑色の自然釉と灰かぶりが降着している。円孔は比較的大きく1.6

cmを測る。T K216型式 (5世紀前半)の ものか。

0                1 0cm

第83図  S K 4037出 土遺物

実測図

0                 1 0cm

第84図  S K 4038出 土遺物

実測図

-122-



T.P,+7.60m

イ

X~―
´ い`・
切る

0         1m

l 10YR6/31こ ぶい黄橙色極細粒砂混シル ト質粘土
2 2.5Y5/1黄灰色シル ト質粘土
3 10YR5/2灰 黄褐色シル ト質粘土
4 5B65/1青灰色粘土 (炭化植物含む)
5 10Y4/1灰色粘土 (ブロック状)

S K 4034

…輸

/1

0         1m

1 2.56Y4/1暗 オリーブ灰色細粒砂混シル ト質粘土

S K 4035

0        1m

7.5YR5/1掲灰色シル ト質粘土 (炭・焼土を含む)
7.5YR6/1褐灰色シル ト質粘土

S K 4038

K4038平断面図

亀

歯
↓

T,P.+7.20m

0         1m

5Y4/1灰 色シル ト混細粒砂～中粒砂
5GY4/1暗オリーブ灰色細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト
2.5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～糧粒砂

S K 4036

T.P.+7.70m

第 35図  S K 4034～ S K 4036・ S

-123-



S K4039(第 86・ 87図、図版三〇・七七)

3調査区東部のⅧ-16-9E地区で検

異ζ声盈F籟聰鼎線建 だ要弐  
「

ヽ

暮艶与И
190

卜、 3層 10GY4/1暗 緑灰色シル ト混粘±              0     1 0Cm
質シルトで、全体にシルトブロック、植

第86図  S K4039出土遺物実測図
物遺体を含んでいる。出土遺物には古墳

時代中期に比定される土師器 (製塩土器

を含む)、 須恵器の上器類の他、瓢箪、
ぎ

自然木等がある。 3層からは完形の上師

器奏、須恵器杯蓋が出土している。NR     海お         死だ
°

3001の底部にあたり、 S K4036と 同様、 ＼
上部は削平されているものと考えられる

が、出土遺物から第 4面遺構とした。出

土遺物は 3点 (189～ 191)図化 した。

る製塩土器である。淡橙色の色調である。

191は須恵器杯蓋で口縁部の一部を欠く

以外は完存している。口径12.7cm、 器高

2,9cmを測る。扁平な天丼部を有するも                o     50cm

189は土師器奏である。体部は扁球形で

底部は平底を呈する。顎部は垂直方向に

直線的に伸びた後、小さく外反して直口

の口縁部を作る。体底部内面はヘラケズ
ヽりを多用しており、特に底部については      /                 ■携

断面「U」 字状を呈する深いヘラケズリ

が顕著である。外面全体に煤の付着が認

められる。190は 薄手丸底式に分類され
T・ P・ +7.00m物

塊x           賜鯵/ ~~

ので、ほぼ全体に灰かぶりが認められる。                 ~
T K216型式 (5世紀前半)に比定され とを躍子霧屠孝士上チ民芭9掃て歩冨了歩義鳩鑽萌語増物遺体含む)
る 。 出 土 遺 物 か ら遺 構 の 帰 属 時 期 は 5世  310α 4加 暗緑色シ

ル ト混粘土質シル ト館 物遺体含む)

紀前半が考えられる。 第87図  S K4039平断面図

S K4040(第 88。 89図、図版三―・七七)

3調査区東部のⅧ-16-8。 9F地区で検出した。不定形を呈するもので東西幅3,43m、 南北

幅1.2～ 1.9m、 深さ0。 21mを測る。断面は皿形を呈し、埋土はシルト～粘質シルトを主体とする

3層から成る。北西部では粘土がブロック状に堆積する刀ヽ穴状の窪みがみられた。出土遺物には

③δ
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古墳時代中期に比定される

土師器、須恵器があり、製

塩土器を多 く含んでいる。

7点 (192～ 198)を 図化 し

た。192・ 193は須恵器杯身で

ある。残存率は192が 1/4、

193が1/2である。192が TK
216型式 (5世紀前半)、 193

がT K208型式 (5世紀中

葉)イこ比定される。194・ 195

は須恵器高杯である。194

は蓋である。天丼部が丸味

を持つものでつまみ部の中

央部が窪む。195は脚部片

である。外面にカキメ調整

が行なわれている。19牛 195

共にT K23型式 (5世紀後

半)に比定される。196は有

蓋の須恵器短頸壼である。

日径7.Ocm、 器高4.Ocmを 測

る。197は須恵器器台の杯部

片である。残存部分で杯部

外面の口縁直下以下に4条

の凸帯が認められ、上から

3番目と4番目の間に2段

から成る波状文が施文され

ている。T K208型式か。198

は土師器高杯の脚部である。

裾部径9。 3cmを 測る。出上し

た遺物から遺構の帰属時期

は5世紀中葉が推定される。

S K4041(第 90・ 93図、

図版二五・七七)

3調査区東部のⅧ-16-

T.P,+7.80m

7.5Y5/1灰 色極細粒砂混粘土質シル ト(陵・焼土を含む)
7.5Y5/2灰 オリーブ色シル ト
2.5Y5/1黄 灰色粘土質シル ト

第38図  S K 4040平 断面図

ゆ
守
寸

．卜
∞
Ｉ
Ｉ
Ｗ
＝
井

0        1m

1 0cm

第89図  S K 4040出 土遺物実測図

9F地区で検出した。南側の上部はN R 3001に削平されている。検出部分では隅丸方形を呈し、
長辺1.65m、 短辺1.lm、 深さ0。 25mを測る。断面は逆台形を呈する。埋土はシルト～粘土を主

体とする 5層から成る。出土遺物には古墳時代中期に比定される土師器、須恵器、製塩土器が極

少量出土している。 4点 (199～ 202)図化した。199は土師器奏である。体部中位以下を欠くが、おそ

197
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らく長胴形を呈するものと推定される。

体部外面は縦位のハケメ調整が行なわれ

ている。200は斜上方に伸びる外部から

小さく外反して口縁部に至るもので、端

部は平坦な面を作る。土師器の甑と考え

られる。器壁は大型の器種にしては薄い。

口縁部直下には焼成後に穿たれた子L(径

5.511n)が 1個ある。201・ 202は製塩土器

である。 2点共に薄手丸底式で、胎土中

に0.511111前後の長石粒を多く含む。色調

は201が橙色、202が淡褐色を呈する。出土

200

0                 1 0cm

第90図  S K 4041出 土遺物実測図

遺物から遺構の帰属時期は5世紀中葉前後が想定される。

S K 4042(第93図 )

3調査区南東部のⅧ-16-9G地区で検出した。南部はNR
3001に削平されている。検出部分で長方形を呈し、規模は長辺

0.65m、 短辺0。 5m、 深さ0,lmを測る。断面は逆台形で、埋土

は10YR4/1褐灰色シルト質粘土 (マ ンガン斑含む)である。遺

物は古墳時代中期に比定される土師器片が出上している。

S K 4043(第 91・ 93図、図版三二・七八)

3調査区東部のⅧ-16-9G地区で検出した。ほぼ円形を呈
するもので、径1,43～ 1.56m、 深さ0。 67mを測る。断面は逆台

形を呈し、埋土は断面形状に沿って 4層がレンズ状に堆積して

いる。古墳時代中期に比定される土師器、須恵器、製塩土器の

小片が極少量出土している。須恵器無蓋高杯 1点 (203)を 図

化した。椀形を呈する杯部中位に2条の凸帯と波状文を施文し

ている。脚部外面はカキメ調整。スカシ孔は3方に穿たれてい

る。T K23型式 (5世紀後半)に比定される。出土遺物から遺

構の帰属時期は5世紀後半が推定される。

S K 4044(第 92・ 93図、図版三二・七八)

4調査区東端のⅦ-22-lF地区で検出した。南部は調査区 第92図 S K 4044出 土遺物実測図
外に至るが検出部分から見て円形を呈するものと推定される。

検出部分で東西幅1.9m、 南北幅1.3m、 深さ0。 55mを測る。断面は逆台形を呈する。埋土は4層

から成る。遺物は、1層から6世紀中葉に比定される須恵器杯蓋 1点が出上している他、須恵器、

土師器の小片が数点ある。須恵器杯蓋 1点 (204)を 図化した。204は須恵器杯蓋の完形品である。

口径13.6cm、 器高4.2cmを 測る。天丼部に 1本の直線文ヘラ記号がある。T K10型式 (6世紀中

葉)に比定される。出土遺物から遺構の帰属時期は6世紀中葉が推定される。

馴
２０鰍
２０２

0                 1 0cm

第91図  S K 4043出土遺物実測図

204

0                 1 0cm
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0  4     1m

l 10YR5/1褐 灰色シル ト質粘土
2 5Y6/2灰オリーブ色ンル ト
3 5Y4/1灰色粘土
4 2.5Y6/1黄 灰色シル ト
5 2.5Y5/1黄 灰色極細粒砂混粘土

S K 4041

/＼

10YR4/1掲 灰色シル ト質粘土 ヒ¬円

「

F卜~~~」
m

2.5Y5/1黄 灰色粘土質シル ト
2.5Y5/1黄 灰色シル ト質粘土
2.5Y5/1黄 灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト

S K 4043

拇
・

プ
・

X=-153.403

T.P,+7.20m

0         1m

l 10YR4/1掲 灰色シル ト質粘土 (マ ンガン含む)
l ttS婦〒著懲鵬 シルト
3 2.5Y5/1黄 灰色粗粒砂
4 7.5Y4/1灰 色粘土ブロック混シルト(植物遺体含む)

S K 4042                      S K4044

第93図  S K4041～ S K 4044平断面図

溝 (SD)

S D 4001～ S D 4022

1調査区全域と2調査区北西部で22条 (S D 4001～ S D 4022)を 検出した。比較的規模の大き

いS D4015。 S D4017を 除けば、東―西、北東―南西、北西―南東に直線的に伸びるもので、生

‥菰o蒻¨
~
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産遺構に関連した耕作溝と思われる。そのなかでもS D 4001、 S D 4007については、方向および

規模、さらに埋土から、灌漑用水路となる可能性が高い。なお、 S D4015、 S D 4017に ついては、

形状や埋土ならびに遺物の出土状況から耕作溝とは異にするもので、不明なところが多く性格は

判然としない。22条を数える溝の中で遺物が出土したのは、 S D 4008、 S D4013、 S D4017の 3

条のみである。そのなかで特異な遺物として、 S D4013か ら馬の歯・骨、 S D4017か ら韓式系土

器 (軟質甕)がある。本文ではS D 4001、 S D 4007、 S D4015、 S D4017の 4条の溝についての

み記し、それ以外の耕作溝と考えられるものについての法量等の詳細を第33表に示した。

S D 4001

1調査区北西部のⅦ-19-3D地 区から中南部の5G地区にかけて、北西一南東に直線的に伸
びる。一部、S D4015を 切る他、S K4002と 数条の耕作溝に切られる。規模は、検出長36.9m、 幅

0.3～ 0,7m、 深さは0.lm前後を測る。埋土は「U」 字状を呈する断面形状に沿って、 2層が堆積

しており、下層は細粒砂を含むシルトである。遺物は出土していない。

S D 4007

1調査区中央部のⅦ-19-4・ 5E～ H地区で検出した。北東一南西にやや蛇行して伸びる。
中央部付近でS D 4001,S D 4006に 切られる他、 S K 4004～ S K4006。 S D4017を切っている。

検出長27.Om、 幅0,5～ 1.Om、 深さは0,15～ 0.3mを測る。両端部で顕著な高低差は見られない。

埋土は逆台形を呈する断面形状に沿って、上層が灰オリーブ色シルト、下層が極細粒砂を多量に

含む灰オリーブ色粘土質シルトの 2層が堆積している。遺物は出土していない。

S D4015

1調査区中央部のⅦ-19-4～ 6F・ G地区で検出し
た。南一北に蛇行気味に伸びるもので S K 4009、 SD
4001、 S D4014に切られている。検出長10.6m、 幅1.8

～5.5mを測る。深さは、北部で0.05m前後、南部で0。 15

m前後と南部が0.lm前後深い。埋土は2.5Y5/1責灰色砂

質シルトに5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルトがブロック

で混入する。遺物は出土していない。

S D4017(第 94図、図版三三・七八)

1調査区東部のⅦ-19-4・ 5G・ H地区で検出し
た。南一北に「U」 字形に展開する幅広の南東部からさ

らに東へ直線的にS D4018が伸びている。規模は、東ヘ

伸びるS D4018が幅0.3～ 0.8m、 北西方向に2股に分か

れて伸びる双方の溝の幅は1.5～ 6。 7mを測る。深さは、

0.05～ 0。 3mを 測り、流路方向を示すようなの顕著な高

低差は見られない。埋土はオリーブ黒色粘土質シルトの

単一層である。遺物は、北部で 2股に分かれる溝のうち

の、東側流路の南部付近から韓式系の軟質奏 1点 (205)

のみが出土した。205は砲弾形の長大な胴部に外反する小

さな口縁部が付 く韓式系の軟質甕である。検出時点では、

0               1ocm

第94図  S D4017出土遺物実測図
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細片化していたが約 8割程度が残存しており、ほぼ

完形近くに復元できた。口径17.3cm、 器高39.Ocm、

体部最大径21.8cmを測る。外面調整は、口縁部がヨ

コナデ、底部はナデで、それ以外は斜格子タタキが

施されている。内面調整は、口縁部がヨコナデで底

部と口縁部近くに指頭圧痕を残す他は比較的丁寧な

ナデ調整が行なわれている。胎土は0。 1～ 5 alm程度

の長石、石英、チャート粒が散見される。色調は浅

黄橙色である。外面の口縁部より以下で煤の付着が

認められる。 6世紀前半の所産か。

第33表  1・ 2調査区 S D4002～ S D4006、 S D 4008～ S D4014、 S D4016、 S D4018～ S D4022法 量表(単位m)

S D 4023

2調査区の東西にわたるⅦ-20-6～ 8A～ H地区で検出した。北西―南東に長く伸びる溝で
ある。検出長70,Om、 幅0.8～ 2,9m、 深さ0.07～ 0.17mを 測る。断面は皿形を呈する。埋土は、

西部では褐灰色砂質シルト～灰色シルト、東部では暗青灰色～灰白色極細粒砂混粘土質シルトで

ある。溝の底部には断面の形状に沿って薄く砂層が堆積することから、生産遺構に関連した灌漑

用の水路であったことが想定される。Ⅶ-20-6A区の南肩で杭を一本検出している。遺物は古墳
時代前期後半 (布留式新相)の土師器片が出上している。

S D 4024～ S D 4035

2調査区中央部のⅦ-20-6・ 7B～ E地区で検出した。いずれも小溝である。方向的には
東一西、南―北、北東―南西の他、L字形を呈するものがある。規模は検出長1.1～ 8.2m、 幅

写真36 1調査区中南部溝群検出状況(南西から)

造構番号 地  区
全長
(検出長)

幅
(最大 )

深さ 埋  土 出土遺物

S D 4002 Ⅶ-19-3・ 4D・ E 2.5Y6/2灰黄色砂質シル ト

S D 4003 Ⅷ-19-4D・ E 0.60 7.5Y5/1灰色粘土質シル ト

S D 4004 Ⅶ-19-4E・ F 5.20 0.40 2.5Y6/2灰黄色砂質シル ト

S D 4005 004 5Y4/1灰色粘土質シル ト

S D 4006 Ⅷ-19-4F 5W9/1オ リーブ黒色粘土質ンルト

S D 4008 Ⅶ-19-4・ 5E・ F 75Y5/1灰色粘土質シル ト 土師器

S D 4009 Ⅶ-19-5E・ F

S D4010 7.5Y5/2灰 オリーブ色シルト

S D 4011 Ⅶ-19-5F 7.5Y4/2灰 オリーブ色シルト

S D 4012 0.80 10Y5/2オ リーブ灰色シルト

S D4013 0.60 0.25 馬歯・骨

S D4014 75Y4/1灰色粘土質シルト

S D4016 Ⅶ-19-5H 060
上層-516/2灰オリーブ色粘土質シルト

下層-10Y5/1灰色シルト

S D4018 Ⅶ-19-5H～ 7.税Rツ1褐灰色ンルト～細粒砂

S D4019 Ⅷ-19-51 7.5Y5/2灰 オリーブ色粘土質ンルト

S D 4020 Ⅷ-19-5H'I 10Y5/1灰色粘土質ンルト

S D 4021 Ⅶ-19-6H・ I

上層―m巧/恢色粘1質ンルト

中層-2.5GVげ 1晴オリーブ灰色ンルト質粘土

下層 2.5研 6/韓オリ…ブ灰色ンルト

S D 4022 Ⅶ-19-61 300 7.5Y4/1灰色粘土質シルト

-129-



通構番号 地  区
全長
(検出長)

幅
(最大) 深さ 埋  土 出土遺物

S D 4024 Ⅶ-20-6B 2.70 0.04 7.5YR4/6褐 灰色シル ト

S D 4025 Ⅶ-20-6B C 0.06

S D 4026 Ⅶ-20-7C 2.90 0,25
7.5YR3/3暗褐色シルトに

7.5YR8/1灰白色極細粒砂が混入

S D 4027 Ⅶ-20-6・ 7C 8.20

S D 4028 Ⅶ-20-6C 2.00 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト

S D4029 Ⅶ-20-7C・ D 7.5YR3/2黒 褐色シル ト

S D 4030 0.06

S D 4031 Ⅶ-20-7D 1.80 0。95 0.06
7.5YR3/2黒褐色シルトに

7.5YR8/8黄 橙色種細粒砂が混入

S D 4032

S D 4033 2,70 0,90 0.06
7.5YR3/3暗褐色ンルトに

7.ЫRνl灰白色極細粒砂が混入

S D 4034 0,06

S D 4035 Ⅶ-20-67D E 0,04 7.5YR4/6褐 色シル ト

0.25～ 2.Om、 深さ0.04～ 0。 ■mを測る。遺物はいずれの溝からも出土していない。各溝の法量

等については第34表に示した。

第34表  2調査区 S D 4024～ S D 4035法量表(単位m)

S D 4036

3調査区西部のⅦ-20-8J地区で検出した。北東―南西に直線的に伸びる。北東端はSD
4037を切り南部は調査区外に至る。検出長5。 5m、 幅0.3m、 深さ0.13mを測る。断面は逆台形を

呈し、埋土は2.5Y6/1黄灰色細粒砂～粗粒砂混シルトで鉄分を多く含む。本来は第 3面の遺構と

推定される。遺物は出土していない。

S D 4037(第95図 )

3調査区西部のⅦ-20-7・ 8」 地区、Ⅷ-16-8A地区で検出した。北西―南東に直線的に
伸びるもので両端は調査区外に至る。検出長12.Om、 幅1.3m、 深さ0。 6mを測る。断面はV字形
を呈し、埋土は上層が褐灰色系の極細粒砂混粘土 (マ ンガン斑多く含む)、 下層が青灰色系の粘

質シルト～細粒砂の互層で、緩やかな水流があったものと捉えられる。遺物は古墳時代中期の土

師器、須恵器片が極少量出上しているが、図化し得たものはない。

S D 4038

3調査区西部のⅧ-16-7・ 8A地区で検出した。東―西に伸びるもので、西部は削平されて
いる。調査区北壁断面をみると、 S D4039と 合流しており切り合いは認められない。検出長約

5.Om、 幅1.Om、 深さ0.6mを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は灰色系の粘質シルト～細粒砂

が複雑に堆積し、一部に褐色系の粗粒砂層もみられる。遺物は出上していない。

S D 4039(第95図 )

3調査区西部のⅧ-16-7・ 8A地区で検出した。北東―南西に伸びるもので、検出長9.3m、
幅1.2m、 深さ0.47mを測る。断面はほぼ逆台形を呈し、埋土は上部が黄灰色系の細粒砂～中粒

砂混シルト、下部が10G4/1暗緑灰色粘質シルト～粗粒砂の互層である。断面観察からみて当溝が

埋没するのは第 3面の時期である。遺物は古墳時代中期に比定される製塩土器の破片が少量出土

したが、図化し得たものはない。
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T.P.+7.60m

1

2

3

4

5

6

1 0YR6/1掲灰色極細粒砂・小礫混シルト質粘土
10YR6/1褐灰色粕土
2.5Y6/2灰 責色極細粒砂混粕土
2.5Y5/1黄 灰色粘土
5B65/1青灰色粘土質シルト～シルトの互層
565/1緑灰色粘土質シルト～細粒砂の互層

B         S D4039         B'

T.P.+7.60m

3

1 2.5Y5/1黄 灰色細～中粒砂混シル ト質粘土
2 5Y6/1灰色細粒砂混シル ト
3 5Y6/1灰色シル ト～細粒砂
4 5GY5/1オ リーブ灰色シル ト質粘土～中粒砂の互層
5 10G4/1晴緑灰色細粒砂混ンル ト質粘土

lm

第95図  S D4037、 S D 4039断面図

S D 4040

3調査区西部のⅧ-16-7,8A地 区で検出した。 S D 4039に 並行して伸びる溝である。規模
は検出長9。 lm、 幅0.6m、 深さ0.5mを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土は上部が灰黄褐色系の

シルト質粘土、下部が10鯉/1暗緑灰色粘土～ンルトの互層である。遺物は出土していない。

S D 4041

3調査区中央部のⅧ-16-8・ 9C・ D地区で検出した。北西―南東に伸びる溝で南端は調査
区外に至る。検出長16.lm、 幅0.4～ 1.4m、 深さ0,15mを 測る。断面逆台形を呈し、埋土は

7.5YR5/6明褐色極細粒砂混粘土 (マ ンガン・鉄分多量に含む)である。遺物は出上していない。
S D 4042

3調査区東部のⅧ-16-9E地区で検出した。北東―南西に伸びる。北はN R 3001に 削平され
ており、南部は調査区外に至る。検出長3.7m、 幅0.5～ 0。 9m、 深さ0。 15mを 測る。断面は逆台

形を呈し、埋土は10YR5/1褐灰色中粒砂～粗粒砂混シルトで、鉄分が多く、上部にはマンガンを

含む。遺物は出土していない。

S D 4043(第 96・ 98・ 99図、図版七八・七九)

3調査区東部のⅧ-16-8。 9E・ F地区で検出した。南―北に伸びる溝で、中央はN R 3001

に削平されている。検出長10。 3m、 幅1.5m、 深さ0.65mを 測る。埋土は逆台形を呈する断面形

状に沿って3層 (1～ 3層 )が堆積している。遺物は 1層から古墳時代中期に比定される土師器、

須恵器、製塩土器等が少量出上しており、特に北端部分からは、ほぼ1/3個保分の須恵器大甕片

の集積が検出された。13点 (206～ 218)を 図化した。206～ 209は球形ないしは長胴形の体部に外

反して開く口縁部が付く土師器甕である。法量の違いから、206・ 207は口径12cm前後、器高14cm

前後の小形品、208は 14,3cm、 器高18.8cmの中形品、209は口径18cm、 器高32.5cm前後の大形品に

区別される。外面の調整は風化のため不明である207を除けば縦位のハケ調整が主である。内面

の調整は209がヘラケズリで他はナデを施す。2101よ半球形の体部から外反して短い口縁部を作る

土師器鉢である。2111よ薄手丸底式の製塩土器である。砂粒をほとんど含まない精良な胎土が使

用されている。212・ 218は須恵器甕である。共に口縁部直下に 1条の凸帯を持つもので、口縁端

部が九く終わる212と 面を持つ218がある。218の内面体部上半にのみ同心円タタキが消されずに
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X=-153.378

T,P.+7,60m

――――――X=-153.380

第96図  S D 4043北部平断面図

7.5YR5/1褐灰色シルト質粘土
7.5Y4/1灰 色粘土質シルト
2.56Y5/1オ リーブ灰色粘土質シルト

0           1          2m

0         1m

N R 3001

T.P.+7.70m

7.5Y5/1灰 色粘土質シル ト～極細糧砂の互層
7.5Y5/1灰 色シル ト質粘土
56Y4/1皓 オリーブ灰色粘土～シル トの互層
5Y6/1灰 色極細粒砂～細粒砂

〇
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Ｉ
Ｉ
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＝
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S D4044  : 〒解|'「亀慈浅色悪壁饗9η?I屋朧 亨
む)

7 7.5GY4/1暗 緑灰色粘土～シル ト(ブロック状)

第97図  S D 4044、 S D 6004断面図
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0                 1 ocm

第98図  S D 4043出土遺物実測図-1

残っている。T K73型式 (5世紀前半)に比定される。213・ 214は須恵器器台である。2131よ器

台の杯部である。残存部分では、口縁端部は上下に肥厚させ下方に凸線状に垂下する部分が作ら

れているほか外部には2条の凸線で区画された上下に波状文が施文されている。214は器台の脚

部で、 2条を一対とする凸線で区画された部分に波状文と三角形のスカシ了Lが千鳥に配置されて

いる。213・ 214共 にO N46型式 (5世紀前半)前後のものか。215は須恵器壺で口顎部は完存し

ている。口径13,4cm、 頸部高3.7cmを測る。体部外面はタタキの後、螺旋状にヘラミガキ調整が

行なわれている。216・ 217は須恵器高杯である。216は無蓋高杯である。口縁部と体部を区画す

る2条の凸帯の下に3本を 1単位とする幅の狭い波状文が配されている。2171ま脚部である。ス

カシ孔は3個穿たれている。T K208型式前後のものか。出土遺物からみて 5世紀中葉の遺構と

推定される。

S D 4044(第97図 )

4調査区中央部のⅧ-16-9J地 区、Ⅷ-17-9・ 10A～ C地区で検出した。北西―南東へ直
線的に伸びる溝で S D 4045を 切っており両端は調査区外に至る。検出長27.Om、 幅3,2m、 深さ

0.3mを測る。断面は逆台形で、埋土は7.5Y5/1灰色～5GY4/1暗 オリーブ灰色の粘土～シルト～細

粒砂が複雑な互層状を呈する。弥生時代後期～古墳時代中期の土器が出上している。
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第99図  S D4043出土遺物実測図-2

S D 4045(第 100図 )

4調査区中央部のⅧ-17-9・ 10A～ C地区にわたる北東―南西に伸びる溝で、南部は第 3面

S D 3052に削平されているほかS D 4044に切られている。検出長13.7m、 幅3.2m、 深さ0.25m

を測る。断面は皿形で、埋土は7.5YR5/1褐灰色～7.5Y5/1灰色の粗粒砂～シルトの互層状を呈し、

最下部には細礫が堆積する。古墳時代中期の韓式系土器の破片等が極少量出土している。韓式系

土器 1点 (219)を 図化した。器形としては、甕ないし

は平底鉢が推定される。口縁部は「く」の字に屈曲し外

傾する端面を形成する。復元口径 19。 2cmを測る。体部外

面に格子状タタキが認められるが、器面風化のため全体

に不明瞭である。浅黄橙色の色調で胎土は精良である。

0                 1 ocm

第100図  S D4045出土遺物実測図
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小穴 。柱穴 (SP)
S P 4001～ S P4012

1調査区全域で12個の小穴を検出した。平面形状では、円形・楕円形がある。規模は幅0。 15～ 0.5

m、深さ0.03～ 0.25mを測る。埋土は S P 4003を 除けば単一層である。検出状況は散発的で、その

規則性については不明な点が多いが、S P 4003・ S P4007・ S P4012か らは柱根・柱痕が確認さ

れている。これらの柱穴については、周辺に建物を構成する柱穴が検出できず、その性格は不明で

あり、第 3面の掘 り残しの可能性が高い。各小穴・柱穴の規模等の詳細については第35表に示した。

第35表  1調査区 S P 4001～ S P 4012法量表(単位m)

S P 4013～ S P 4025

2調査区中央部のⅦ-20-6・ 7B～ D地区で13個 を検出した。平面形状では円形・楕円形があ
る。規模は幅0.18～ 0。 5m、 深さ0.02～ 0.12mを 測る。埋土は暗褐色シル トの単一層ならびに暗

褐色シル トに極細粒砂が混在する層相のものに三分される。散発的な分布状況であり、建物を復

元できる規則性は見受けられない。なお、各小穴・柱穴の法量等の詳細については第36表に示した。

第36表 2調査区 S P4013～ S P 4025法量表(単位m)

遺構番号 地  区 平面図 長径 短径 深さ 埋 土 出土遺物

S P 4001 Ⅶ-19-3C 円形 0.24 0.24 鴻 1ヽ灰色シル ト

S P 4002 Ⅷ-19-4C 25Y4/3オ リーブ褐色粘土質ンルト

S P 4003 0.23 0,20
柱痕埋土-2.5Y5/2暗灰責色細粒秒

掘方埋土-5Y4/1灰色粘土質ンルト
柱根

S P 4004 Ⅷ-19-3E 0.28 5Y5/2灰オリーブ色シル ト

S P 4005 Ⅶ-19-4E 橋円形

S P 4006 円形 0.32 喜4/1灰色シルト

S P 4007
土師器高杯、

須恵器、柱痕

S P 4008 Ⅶ-19-4F 楕円形 2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルト

S P 4009

S P 4010 Ⅶ-19-5F 円形 0。23 2 5GY6/1オリープ灰色シルト質粘土

S P 4011 楕円形 0.06 7.5GY4/1灰色粘土質シル ト

S P 4012 Ⅶ-19-5H 円形 0.25 10Y5/1灰色粘土 柱根

遺構番号 地  区 平面図 長径 短径 深さ 埋  土 出土追物

S P4013 Ⅶ-20-6B 円形 0.02 ltlYR3/1黒 褐色シル ト

S P 4014 楕円形 0.22 0,03

S P 4015 円形

S P 4016 不定形 0.03
lCIYR3/3暗褐色シル トにN7/0

灰白色極細粒砂混入

S P 4017 Ⅶ-20-7B 円形 lllYR3/1黒 褐色シル ト

S P 4018 Ⅷ-20-7C 楕円形 0.50

S P 4019 円形 0.35
10YR3/3暗褐色シル トにN7/0

灰白色種細粒砂混入
土師器

S P 4020 Ⅶ-20-6C 楕円形

S P 4021 Ⅶ-20-7C 円形 0.25 0.23
lllYR3/1黒褐色シル トに

10YR8/6黄橙色種細粒砂混入

S P 4022 楕円形 0,10 1咄 /1黒褐色ンル ト
S P 4023 Ⅶ-20-6D 0.32 020

S P 4024 Ⅶ-20-7D 0,04
10YR3/1黒褐色シル トに

10YR8/6黄橙色種細粒砂混入

S P 4025 円形 0.32 0.30 0.08 10YR3/1黒褐色ンル ト
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S P 4026～ S P 4028

2調査区東部のⅦ-20-6。 7F地区で検出した。 S K4033の東で検出した小穴である。平面
はすべて円形を呈する。規模は径0。 1～ 0,32m、 深さ0。 14～ 0.25mを 測る。埋土はシルトないし

はシルト質粘上である。層位的にはS K 4033・ S P 4028が 同時期と考えられ、 S P 4026・ SP
4027は前者よりも古いと言える。また、 S P4026に は腐蝕の著しい柱根が遺存していたが、先が

尖っており杭の可能性がある。検出範囲では、建物を復元できる規則性は認められなかった。遺

物はS P 4026の柱根以外は出土していない。なお、各小穴・柱穴の法量等の詳細については、第

37表に示した。

第37表 2調査区 S P4026～ S P 4028法量表(単位m)

S P 4029～ S P 4032

3調査区東部のⅧ-16-9G地 区に集中している。平面形状では、円形・楕円形・不定形があ
る。法量は径 0。 2～ 0.4m、 深さ0.15～ 0.21mを測る。埋土は全て単一層である。遺物はS P4032

から古墳時代中期頃の土師器、製塩土器の小片が少量出上している。なお、各小穴 。柱穴の法量

等の詳細については、第38表に示した。

第38表  3調査区 S P4029～ S P 4032法量表(単位m)

S P 4033

4調査区中央部のⅧ-17-9B地 区で検出した。楕円形を呈し、長径0.47m、 短径0。 33m、 深
さ0.lmを測る。断面逆台形を呈し、埋土は2.5Y5/1責灰色シルトで斑鉄を多く含む。遺物は時期

不明の上師器片が 1点出土している。

自然ヱ可ナ||(NR)

N R 4001(第 101図、図版二六・七九)

4調査区東部のⅧ-17-10D～ F、 Ⅷ-22-1
E・ F地区で検出した北西―南東に伸びる自然河川

で、規模は検出長24.Om、 幅12.Om以上、深さ2.6

m以上を測る。東部には幅約 5mの流路痕跡が認め

られ、この部分が最終段階の流路と考えられる。な

お、検出面から約1.Om以下については、調査区北

部に設定した幅約 lmの東西方向のトレンチによる

調査である。それによる底部の様相は、肩からなだ

遺構番号 地  区 平画図 長径 短径 深さ 埋  上 出土遺物

S P 4026 Ⅷ-20-6F 円形 0.31

lllW/3暗褐色シルト・10BCr4/1

暗青灰色シルト質粘土
柱根

S P 4027 7.5YR6/1褐 灰色シル ト質粘土

S P 4028 Ⅶ-20-7F 7.5Ⅵめ/2灰褐色シル ト

遺構番号 地  区 平面園 長径 短径 深 さ 埋  土 出土追物

S P 4029 Ⅷ-16-9G 楕円形 5Y5/1灰色粘土質シル ト

S P 4030 不定形

S P 4031 楕円形

S P 4032 円形 2.5Y5/1黄灰色シル ト質粘土 土師器・製塩土器
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らかに深さ約2.2mま で落ち込んだ後、幅約 3mのほlF水平なテラス状を成し、さらに垂直気味
に深さ0。 4m以上落ち込むというものである。埋土は上部の層厚約1.4mが 10YR5/4に ぶい黄褐色
～5GY4/1暗オリーブ灰色の粘土～中礫の互層、以下が5Y5/1灰色～5Y5/3灰 オリーブ色の中粒砂～

中礫の互層である。

遺物は弥生時代後期～古墳時代後期までの土器類、土錘等が少量出上している。 7点 (220～

226)を図化した。220・ 221は布留式奏の小片である。 2点共に体部外面上半は横方向のハケ、体

部内面は屈曲部の下部までヘラケズリが行われている。221の体部上位には2箇所に深く刻まれ

た刺突文がある。 2点共に淡褐色の色調で、胎土には角閃石が多く含まれている。古墳時代前期

後半 (布留式新相)に比定される。222は土師器甑である。底部は完存しており、底径■.4clllを

測る。底部の蒸気孔はいずれも円形で、中央に 1個 とその周辺に8個が配されている。 5世紀中

葉に比定される。223は須恵器の広口壼である。口縁端部は外側に肥厚し、最下部に幅広の凹線

が巡る。口頸部外面にヘラ先による縦方向の直線文が施文されている。 6世紀前半の所産か。

224・ 225は須恵器杯蓋である。224が 1/8、 225が1/2残存している。225の天丼部内面に同心円タ

タキが施されている。224が 5世紀代。225がMT15型式 (6世紀前半)に比定される。226は土
師器土錘である。管状土錘で、全長7.2cm、 幅2.3cm、 孔径0。 9cmを測る。出土遺物からみて、 6

世紀前半には河川としての機能が停止している。

第101図

225

0                   10                  20cm

N R 4001出土遺物実測図

ゐ ③
◎◎
＼◎/_Af

③

◎
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第 5面 (第 102・ 103図、図版三五～三九)

第 5面は第 4面以下約0.4m付近に存在する第Ⅵ層上面 (T,P.+7.1～ 7.5m)を調査対象とし

た。 l調査区では管路敷設部分である下部調査区で検出した。 2調査区西部から4調査区西部に

かけて東西方向に展開する水田遺構が中心である。第 5面で検出した遺構としては、水田89筆

(水田5001～水田5089)、 畦畔59条 (畦畔5001～畦畔5059)、 土坑 1基 (S K 5001)、 溝 2条 (SD
5001・ S D 5002)、 小穴 1個 (S P 5001)、 落ち込み 1基 (S05001)、 道路状遺構 1基 (道路状

遺構5001)がある。第 5面の主な遺構である水田の構築時期としては、古墳時代前期後半 (布留

式後半)が想定される。

水田 (水田)

2調査区西部～4調査区西部にかけて検出した。構築面は第Ⅵ層上面 (T.P.+7.1～ 7.5m)で

ある。東西方向に約170mの広がりを持つもので、一筆の田積規模が小さな小区画水田である。

2調査区の東部で検出した南北方向に伸びる道路状遺構5001を境として、東 。西に展開する水田

の企画性が異なっており、西側を西部水田、東側を東部水田と区別した。

西部水田 (水田5001～水田5018、 畦畔5001～畦畔5018)

西部水田は、 2調査区の西部から東部にかけて東西方向に約50mに亘って広がっている。検出

部分で水田18筆 (水田5001～水田5018)、 畦畔18条 (唯畔5001～畦畔5018)を確認した。東端はS

05001な らびに道路状遺構5001で区画されている。畦畔は削平を受けているため遺存状態は悪く、

西部の畦畔5001～畦畔5004についてはその痕跡を留める程度である。水田の構築に際しては、畦

畔5006の ように南西―北東方向に伸びるやや規模の大きい畦畔に、南北方向の畦畔を直交させる

形が取られている。水田の一筆単位は、水田5008～水田5011・ 水田5013・ 水田5014の ように方形

を呈し、田積が5.6～ 15。 34ポ程度の小規模な区画を行う以外は、南北方向に長い区画を持つもの

が多い。水田作土は青灰色粘土質シルトで、畦畔は第Ⅵ層の灰色粘上が盛られている。畦畔は断

面形状が低い台形で、法量は上幅0。 2～ 0。 7m、 基底幅0.5～ 1.3m、 高さ0,02～ 0,lmを 測る。水

回は畦畔5018の北端に設けられている以外は検出さ

れていないが、水田面の標高は畦畔5005お よび畦畔

5006を境として南側が平均で 5 cm高いため、南から

北方向への灌漑水利が想定される。なお、水田作土

である青灰色粘土質シルト中には酸化鉄・マンガン

の集積が認められないため、水捌けの悪い湿田の環

境が推定される。水田上面に堆積している覆土はシ

ルト～粘土から成る水成層の第V層で古墳時代前期

後半 (布留式期後半)に比定される遺物が出土して

いる。畦畔および水田から遺物は出土していない。

なお、各水田・畦畔の法量等の詳細については、第

39・ 40表に示した。

写真38 2調査区西部水田検出状況 (南西から)

-138-



鷺
、

鷺
、

磁
、

亀
、 C鷺/Dく F/く /

2

翠
５

　

　

　

　

　

／

　

　

　

　

６

3

ど

4

＼ 戸 ＼

Rメ

＼
1調査区            

ど
   ＼

Dミ  EK
＼

盈ィH

ヽ

。
足

―

―

―

匠

2`調査区

尾_D亀

那

6、

ミ

7

マ 輌
O

8

水田5086

水田5088

キ              ヤ     4調査区
0                           10                         20in

(S=1/300)

3調査区

第102図  1～ 4調査区 第 5面検出遺構平面図

聟札盗晃

-139・ 140-



ミ

将
Ｉ

登

博

ｕ

ミ

博

Ｌ

３
甘
博

キー
‐じ

ｏ
髯

悔

ヤー
‘じ

盈

博
Ｉ

ｏ
露

悔

キー
‐ド

ｏ
３

悔

キー
．ド

〇
ギめ
丘

＆

臀

Ⅱ

＆

管

ｕ

写
建
博
キヽ
‐滲

３
い
悔

キー
‐じ

ｏち
は
ド
ｈ
レ０

一

亀

管

Ｉ

盈

管

ｕ

XB5012ャ ≧
=薫
菊百30

剛たlm一櫛
TP+7釣Om ④

畦畔5039                     畦畔5040

,/~~~/…｀` 中___二挫型廷Ⅲ……_ッ√
………ゝ 、当____……杢呼攣

畦畔5041                               瞳畔5043
‐
一 ヽ

◎ '

第103図  2～ 4調査区 第 5面検出遺構平面図

⑥
:_
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1 5G4/1暗緑灰色粘土～シル トの互層
2 7.5Y4/1灰 色粘土 (シル トブロック含む)酸化鉄分多量
3 1004/1暗緑灰色シル ト質粘土 酸化鉄分少量 炭化植物少量
4 5Y6/1灰色シル ト 酸化鉄分多量
5 5Y4/1灰色シル ト質粘土 (シル トブロック含む)酸化鉄分多量
6 2.5Y5/1黄 灰色シル ト質粘土 (シル トブロック含む)酸化鉄分多量
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10 1004/1暗緑灰色粘土 (シル トブロック合む)炭化植物少量
11 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土 炭化植物多量
12 7.5Y4/1灰 色粘土 炭化植物多量
13 5GY3/1暗オリーブ灰色粘土 (シル トブロック多く合む)

上部酸化鉄分少量 炭化植物
14 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土～シル トの互層 炭化植物
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遭構番号 地  区 形 状
規模
吏西×商】ヒ 田積 (m2) 標高(T.P.+) 備 考

水田5001 Ⅶ-20-6B C 3.8× (7.8)

水田5002 Ⅶ-20-6.7C 3.8× (3.9) 7.055

水田5003 Ⅶ-20-6C 3.35× (35) 7.060

水田5004 Ⅶ-20-67C D 4.85× (4.5) 7.158

水田5005 Ⅶ-20-6C・D 6.3× (4.2)

水田5006 Ⅶ-20-67D 3.2× (5.8) 7.181

水口5007 Ⅶ-20-6D・ E (8.0)× (3.0)

水口5008 Ⅶ-20-67D 正方形 3.0×2.9 8.70

水口5009 Ⅶ-20-7D 長方形 2.5〉(31 7.75 7.174

水口5010 Ⅶ-20-67D・ E 2.0)(2.8 5.60

水口5011 Ⅶ-20-7D E 2.5X3.0 7.161

水田5012 2.4× (1.2) 7.170

水田5013 Ⅶ-20-67E 長方形 4.65× 3.3 7.055

水田5014 Ⅶ-20-7E 4.4× 3.3 7.146

水田5015 3.4× (2.2) 7.157

水田5016 Ⅶ-20-6E F 3.2X(1,7)

水田5017 Ⅶ-20-6・ 7E・ F (6.0)X(5.0) 水口

水田5018 Ⅶ-20-6'7F (4.8)× (4.6) 水口

第39表 2調査区西部水田 水田法量表 (単位m) ※( )は推定値。田積は一筆として捉えたものに限定。

第40表 2調査区西部水田 畦畔法量表 (単位m)

東部水田 (水田5021～水田5089、 畦畔5019～畦畔5059)

東部水田は、 2調査区東部から4調査区西端にかけて、東西方向に約l16mに亘って検出した。

検出部分で水田69筆 (水田5021～水田5089)。 畦畔41条 (畦畔5019～畦畔5059)を確認した。

水田の構成をおおまかにみると、東西方向に平行して弧状に伸びる畦畔 (畦畔5026～畦畔5035)

と、南北方向の畦畔 (畦畔5019、 畦畔5036～畦畔5059)イこより格子状に区画される水田である。

前者は地形に規制されたものと推定される。また西端にあたる畦畔5019は道路状遺構5001に取り

付く。畦畔の交点は十文字形を成す所が多いが、やや歪んだ部分やT字形を成す部分もみられ、

西部では区画がやや乱れ、それが顕著である。水田面の標高は、東端部分にあたる4調査区西部

遺構番号 地  区 検出長 上幅 基底幅 高さ 盛 土

畦畔5001 Ⅶ-20-6A 5,6Cl 不明 不明 不明

畦畔5002 Ⅶ-20-56A・ B 4.80

唯畔5003 Ⅶ-20-56B 6.20

畦畔5004 Ⅶ-20-6・ 7B'C 5.80 N3/0暗灰色極細粒砂混じり粘土質シルト

畦畔5005 Ⅶ-20-6B C 5.80 N3/0暗灰色粘土質シルト

畦畔5006 Ⅷ-20-6・ 7C～E 19.40 0.57 0.090

畦畔5007 Ⅶ-20-7D・ E 11.80 0.40 0.60

畦畔5008 0。90 0,020

畦畔5009 Ⅷ-20-6E・ F 0.70 0.040

畦畔6010 Ⅶ-20-67C 0.80

畦畔5011 Ⅶ-20-6C 0.6Cl N3/0暗灰色種細粒砂混じり粘土質シルト

畦畔5012 Ⅶ-20-67D N5/0灰色粘土質シルト

畦畔5013 N3/0暗灰色粘土質シルト

畦畔5014 7.70 0.082

畦畔5015 Ⅶ-20-67E

畦畔5016 7.80 0.70

畦畔5017 Ⅷ-20-7E 0.55 0,106

畦畔5013 Ⅶ-20-67F
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でTo P,+7,45m、 西端部分にあたる2調査区東部でTo P,+

7.20mを測るもので、東から西に向かって低く (平均10cm

/60m)な っている。各水田の形状は、平面正方形 。長方

形を基調とし、規模は一辺約 2～ 5m、 田積4.32～ 14.85

ぽを測る。作土層は暗オリーブ灰色粘土を基調とするもの

で、撹拌は著しいものではなく、土壌化はあまり進んでい

ないことから、長期にわたって機能していた水田ではない

と考えられる。畦畔は第Ⅵ層上面に盛土されるもので、断

面形状は蒲鉾形である。西部水田に比して遺存状態は良好

である。畦畔の規模は、上幅0.2～ 2.Om、 基底幅0,6～ 2.5

m、 高さ0。 15～ 0,40mを測る。水田規模に比して畦畔の規

模が大きいといえる。畦畔5025。 畦畔5036は下位の畦畔状

遺構6003・ 畦畔状遺構6004の高まりを踏襲しているものと

思われる。水口は南北方向の畦畔にのみ認められ、畦畔を

断ち割って東西方向に水田をつなぐ箇所が、畦畔5041・ 畦畔5044・ 畦畔5045。 畦畔5046・ 畦畔

5050・ 畦畔5051で認められる。水田面の標高と考え合わせて、水の供給源は東部に求められ、水

田域内では東→西へ水口を通して、また南北方向については、水田面の標高に顕著な比高差が認

められず方向は不明であるが、畦畔をオーバーフローさせていたものと考えられる。水田の環境

としては、西部水田と同様の状況からみて湿田が想定される。遺物は、水田5070・ 水田5083の作

土、畦畔5050の水口から布留式土器片が 1点づつ出土しているのみである。水田の時期は、水田

遺構を切るS D 5002が古墳時代前期後半 (布留式新相)であり、この溝は水田遺構が完全に埋没
しない段階に開削されたことが想定される他、この水田遺構に関連した居住域が南東部に近接す

る跡部遺跡内で検出されており、これらの居住域が一様に古墳時代前期後半 (布留式新相)に限

定されることから水田の存続時期は古墳時代前期後半 (布留式新相)が推定される。水田上面に

堆積している覆土はシルト～粘土から成る水成層の第V層で古墳時代前期後半 (布留式新相)～

古墳時代中期に比定される遺物が出土している。各水田・畦畔の法量等の詳細については、第

41・ 42表に示した。

なお、4調査区西部の水田5084・ 水田5085及び畦畔5033付近の上壌について花粉分析を実施し

ており、イネ科植物の花粉が高率で検出されている。詳細は第 4章第 1節を参照されたい。

写真39 3調査区東部水田検出状況 (西
から)

第41表  2～ 4調査区東部水田 水田法量表 (単位m)※ ( )は推定値。田積は一筆として捉えたものに限定。
追構番号 地  区 形 状

規標
東西×南北 田積 (m2) 標高(T,P.+) 備 考

水田5019 Ⅷ-20-7H I 3.0× (215) 7.200

水田5020 Ⅶ-20-7H 3.5× (2.6) 7.221

水田5021 Ⅶ-20-78G H (4.0)X(40)

水田5022 Ⅷ-20-7 8H I 3.85× (4.45)

水田5023 Ⅶ-20-71 4.6× (1.9) 7.150

水田5024 Ⅶ-20-7H I 不定形 30〉く4.1

水田5025 Ⅶ-20-781 長方形 2.5〉く4.0

水口5026 Ⅷ-20-8H I 不定形 225× (2.85)
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遺構番号 地  区 形 状
規模
寅西×古北 田積 (m2) 標高(T.P.+) 備 考

水田5027 Ⅶ-20-81 不定形 3.0× (2.45) 7.110

水田5028 Ⅷ-20-71J 2.55× (2.5) 7.290

水口5029 Ⅶ-20-7・ 81・ J 3.65× 4.4 12.2 7.290

本田5030 Ⅶ-20-81・ J 3.55× (2.2) 7.25

水口5031 Ⅶ-20-7J 6.4× (2.0) 7.27

水日5032 Ⅶ-20-7・ 8J 不定形 4.4×2.6 11.57

水田5033 Ⅶ…20-8J 3.1)く 2,7 8.37 7.23

水田5034
Ⅶ-20-7J

Ⅷ-16-7A 2.6× (0.5) 7.32

水田5035
Ⅶ-20-78J
Ⅷ-16-7・ 8A

不定形 4.1〉く2.0 7.25 水日

水口5036
Ⅶ-20-8J

Ⅷ-16-8A
長方形 5.2×2.35 7.22 水日

水田5037 5.0× (0,7)

水口5038 Ⅷ-16-7A 2.6× (0.25) 7.32

水田5039 Ⅷ-16-7・ 8A 長方形 3.0× 1.8 7.22 水口

水田5040 2.85× (2.65)

水田5041 Ⅷ-16-8A 長方形 4.95× 3.0 14.85 水口

水田5042 4.7× (1.0) 7.22

水日5043 Ⅷ-16-8B 0.45× (0.25)

水田5044 Ⅷ-16-8A B 3.3× (1.85) 7.35 水ロ

水田5045 正方形 2.6〉 (2.6 6,76 水口

水田5046 Ⅷ-16-8A 2.8× (1.5)

水田5047 Ⅷ-16-8B 4.3× (1.7) 7.35 水ロ

水口5048 不定形 3.65× 2.45 8,94 7.22 水口

水田5049 3.35× (1.85) 7.22

水田5050 Ⅷ-16-8C (0.65)× (0.2) 7.47

水田5051 Ⅷ-16-8B C 2.4× (2.3)

水田5052 Ⅷ-16-8B 長方形 3.3)(2,7 7.23 水口

水田5053 Ⅷ-16-8'9B 4.0× (2.15) 7.23

水田5054 Ⅷ-16-8C 不定形 2.5〉 (3.7 9.25

水田5055 長方形 4.1)(2.15 水口

水田5056 Ⅷ-16-89B,C 3.9× (2.1)

水田5057 Ⅷ-16-8C'D 3.3× (1.1) 7.40

水田5058 Ⅷ-16-8C 不定形 3.3)(3.6 11.88 7.35

水田5059 長方形 3.2Xl.35 7.30

水田5060 Ⅷ-16-8・ 9C 3.5× (1.7) 7.33

水田5061 Ⅷ-16i8D (3.55)× (1.4) 7.33

水田5062 3.35× (2.3) 7.35

水日5063 Ⅷ-16-8'9C D 長方形 4.05× 1.1 4.455 7.33 水口

水田5064 Ⅷ-16-9C・D 4.2× (0.85) 7.42

水田5065 Ⅷ-16-8D 2.65× (1,9)

水田5066 長方形 2.4×2.8 6.72 7.33

水田5067 Ⅷ-16-8D・ E (3.3)X(1.2) 7.33

水田5068 Ⅷ-16-8・ 9D・ E (2.2)× (3.15) 7.35 水口

水口5069 Ⅷ-16-9D (4.5)× (1,1) 水 口

水田5070 (2.2)X(0.35)

水田5071 Ⅷ-16-8・ 9E (2.7)× (0.5)

本田5072 Ⅷ-16-9E F (12.2)× ■8 7.32
| 水口

水口5073 Ⅷ-16-8E (5,1)X■ 0 7.35

水田5074 Ⅷ-16-8E F (6.8)× (2.2) 7.39

水田5075 Ⅷ-16-8・ 9E・ F (5,2)Xl.4 7.36

水田5076 Ⅷ-16-8F (2.1)× (1.05)

水口5077 Ⅷ-16-89F 正方形 2,6〉く2.8 7.28 7.35

水田5078 Ⅷ-16-89F・ G 2.35× (3.9) 7.46
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追構番号 地  区 形 状
規模
奮西×古北 田積 (m2) 標高(T,P.+) 備 考

水日5079 Ⅷ-16-9F G 正方形 2.7×255 7.29

水田5080 Ⅷ-16-89G 不定形 2.45× 2.4 7.40

水田5081 Ⅷ-16-9G 長方形 2.25)(3.0 6.75 7.33

水田5082 (2.15)× 2.5 7.38

水田5083 (3,9)× 1.9 7.38

水田5084 Ⅷ-16-9G H (2.65)× 2.05 7.40

水田5085 (1.4)× 2.2 7.39

水田5086 Ⅷ-16-9H (2.8)× (2.6) 7.40

水田5087 (2.8)× (2.85)

水田5088 (0.5)× (1.75)

水田5089 (0.6)× (1.5)

第42表 2～ 4調査区東部水田 畦畔法量表 (単位m)

遇構番号 地  区 検出長 上幅 基底幅 高さ 盛 土

畦畔5019 Ⅶ-20-7・ 8G H 10.50 2.70 3.80 5B4/1暗 青灰色粘土質シルト

畦畔5020 6.90 1.611 0,03

畦畔5021 Ⅶ-20-78H 3.50 0.75

畦畔5022 Ⅶ-20-7ロ 300

畦畔5023 2.40 0.25

畦畔5024 Ⅶ-20-7H I 6.70 0.53 10Y4/1灰色シルト質粘土

畦畔5025 Ⅶ-20-7 8H I 8.40

畦畔5026
Ⅶ-20-71J
Ⅷ-16-78A

18.05 0.40 0.09 7.5Y4/1灰色シルトブロック混粘土

畦畔5027
Ⅶ-20-81・ J

Ⅷ-16-89A―E
0.70

畦畔5028
Ⅶ-20-8J

Ⅷ-16-89A―D
39.12 1.lXl

畦畔5029 Ⅷ-16-8B 0,70 0.04 10G4/1暗 緑灰色シルト質粘土

畦畔5030 Ⅷ-16-8B C 3.20 0.63 0,78 5Y6/1灰色シルト

畦畔5031 Ⅷ-16-89C～ F 28.65

畦畔5032 Ⅷ-16-9F～ロ 17.00 0.13
2.5Y5/1黄灰色シルトブロック混シルト質粘

土

畦畔5033 Ⅷ-16-89E～H 27.87 0.22
5GY3/1暗オリーブ灰色シルトブロック混シ

ルト質粘上

畦畔5034 Ⅷ-16-『 0.04

畦畔5035 Ⅷ-16-89G H 10.12 0。 12

畦畔5036 Ⅶ-20-8H I 4.00 0。90 0.13 10Y4/1灰色シルト質粘土

畦畔5037 VⅡ-20-7 81 0.10

畦畔5038 10.20 0.30

畦畔5039 Ⅶ-20-7・ 8J 8.25 0.40 7.5Y71灰色粘土

畦畔5040 8.45 0.65 0.16

畦畔5041 Ⅷ-16-78A 8,90 0.50 10G4/1暗緑灰色シルト質粘土

畦畔5042 7.5Y4/1灰色シルトブロック混粘土

畦畔5043 Ⅷ-16-8A 8.85 10G4/1暗緑灰色シルト質粘土

畦畔5044 Ⅷ-16-8A・ B 0.04

畦畔5045 Ⅷ-16-8B 0.90 0。 15

畦畔5046 Ⅷ-16-89B C 0.63

畦畔5047 Ⅷ-16-8・ 9C 2.50 7.5Y4/1灰色ンルトブロック混粘土

畦畔5048 Ⅷ-16-39C D 10.47 0.50 0.90

畦畔5049 Ⅷ-16-8D
畦畔5050 Ⅷ-16-89D 10。10 0,40 0.70

畦畔5051 Ⅷ-16-89D E 5.90 0.60 0.03

畦畔5052 Ⅷ-16-8E 2.15
2.5Y5/1黄灰色シルトブロック混シルト質粘

土

畦畔5053 Ⅷ-16-39F
畦畔5054 Ⅷ-16-89F G 2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘土

-146-



追構番号 地  区 検出長 上幅 基底幅 高さ 盛 土

畦畔5055 Ⅷ-16-3・ 9F・ G 7.70 0.70 0.05 2.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘土

畦畔5056 Ⅷ-16-9G 0。27

畦畔5057 Ⅷ-16-9G H 0.75 0.35 0,03

畦畔5058 Ⅷ-16-9H
畦畔5059 2.80 0.40 0.80 0.62

土坑 (SK)
S K 5001

2調査区北東部のⅦ-20-6・ 7F地区で検出した。北部は調査区外に至る。検出部分で東西
幅1.3m、 南北幅1.4m、 深さ0。 45mを測る。埋土は、上層がにぶい褐色～褐色シルト、中層が灰

褐色砂質シルト、下層が暗オリーブ色粘土質シルト・灰白色粗粒砂～極粗粒砂の概ね 3層 に分層

される。遺物は出上していない。

溝 (SD)
S D 5001(第 104図、図版三五)

1調査区の管路敷設部分を対象とした調査で検出した。検出地点はⅦ-19-5H地区である。
南北の壁面で検出されたもので不明な点があるが、南―北に伸びる溝で、掘方の東西の角度は、

東部が急勾配で深みがあるのに対し、西部は浅く緩やかに中心部に向かって落ち込む。規模は、

検出部分で南側の東西幅4,5m、 北側の東西幅5.8m、 深さ0.6m前後を測る。埋土は概ね上層が

2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土質シルト(炭化物を含む)、 下層が2.5GY2/1黒色シルト質粘上の 2層

に分層される。しかし、東部の一部には2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土質シルト(炭化物を含む)と

5G3/1暗緑灰色シルト質粘上がブロック状に混在する箇所があり、東肩部分が人為的に埋められた

ことを示している。遺物は、上層および先述の東肩埋土内から弥生時代後期末～古墳時代前期にか

けての壷や甕の破片が少量出上した。なお、前述する西部水田の西端を画する溝の可能性がある。

A

T,P,+7.20m

0           1          2m

第104図  S D 5001北壁断面図

S D 5002(第 105図、図版三七・七九)

3調査区中央部のⅧ-16-8。 9B～ E地区で検出した。北西―南東にのびるもので、水田・

畦畔を切っているが、西肩の一部については、畦畔を利用して肩とする部分が認められることか

ら、水田遺構が完全に埋没しない段階に構築されたものと考えられる。検出長34.Om、 幅1.0～

2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土
2.56Y2/1黒色シルト質粘土
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1.9m、 深さ0.1～ 0.3mを測る。断面は逆台形を呈

し、埋土は2.5Y6/1黄灰色シルト～粗粒砂の互層で、

底部には中礫を含み、全体に鉄分を含んでいる。遺

物は古墳時代前期後半 (布留式期新相)に比定され

る土師器が少量出上している。上師器壺 1点 (227)

を図化した。2271ま口頸部の中位に幅広で丸味のあ

る凸帯を付加させて二重口縁壷とするものである。

口径 15。 3cm、 口頸部高4.Ocmを 測る。体部外面は単

0               1 ocn

第105図  S D 5002出土遺物実測図

位幅の広いハケ調整、内面はナデ調整を施す。古墳時代前期後半 (布留式期新相)の所産か。

小穴・柱穴 (SP)
S P 5001

2調査区西部のⅦ-19-6」 地区で検出した。円形を呈するもので、直径0。 36m、 深さ0。 05m

を測る。埋土は黒褐色粘土質シルトの単一層で植物炭化物を含む小穴である。遺物は出上してい

ない。

落ち込み (SO)
S05001

2調査区のⅦ-20-7・ 8F・ G地区で検出した落ち込みである。西部水田遺構の東端に位置

し、東部が道路状遺構5001に取り付くもので、北 。南側は調査区外に至っている。検出部の規模

は、東西幅9,2m、 南北幅5.2～ 7.6m、 深さ0.09mを測る。埋土は青灰色粘土質シルトの単一層

である。遺物は古式上師器片が出土している。水田遺構の一角を占める遺構であるため、性格と

しては水田耕作に何らかの関わりを持った遺構と考えられる。

道路状遺構 (道路状遺構)

道路状遺構5001

2調査区のⅦ-20-7・ 8G地区で検出した南北

方向に伸びる道路状遺構で、西部水田と東部水田の

境界となっている。検出部の規模は、検出長10。 2m、

東西幅3。 7～ 5。 9mを測り、北・南側は調査区外に至

っている。上面の標高は約T.P.+7.2mを測り、西

部水田面より約0.lm高 く、未耕地となっているこ

とから道路状遺構とした。第 6面 (下部調査)で検

出した畦畔状遺構6002の上位に重複する位置関係に

あることから、水田形成時に標高の高かつた部分を

利用したものと考えられる。

写真40 2調査区道路状遺構5001お よび東部
水田西部検出状況(東から)
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第 6面 (第 107図、図版四―・四二)

第 6面とした調査面は 2～ 4調査区で検出したもので、そのうち 2・ 3調査区では管路敷設部

分の調査で検出した。調査の結果、第Ⅶ層上面 (T.P.+6.2～ 7.lm)で弥生時代中期末～古墳時
代初頭前半 (庄内式古相)に比定される土坑 4基 (S K 6001～ S K 6004)、 溝 7条 (S D 6001～
S D 6007)、 土器集積 6箇所 (S W6001～ S W6006)、 畦畔状遺構 5条 (畦畔状遺構6001～畦畔状

遺構6005)、 埋甕 1基 (埋甕6001)を検出した。

土坑 (SK)
S K 6001(第 106図、図版四二)

4調査区西部のⅧ-16-8・ 9H地区で検出した。北側および西側は調査区外に至る。検出部
分で東西幅4.8m、 南北幅2.9m、 深さ0。 65mを測る。埋土は静水域に特有な粘土～粘土質シルト

で、炭化植物・植物遺体をラミナ状に含む 6層が水平に堆積している。弥生時代後期の土器が少

量出土しているが図化できるものはない。

S K 6002(第 106図、図版四二)

4調査区西部のⅧ-16-9G・ H地区で検出した。 S K 6001の南側にS D 6001を 隔てて検出し
た。西側および南側は調査区外に至る。検出部分で東西幅8。 Om、 南北幅3.lm、 深さ0.3mを測
る。断面形状は逆台形を呈する。埋土はシルト～粘土の互層で、炭化植物・植物遺体をラミナ状

に多く含む3層から成る。弥生時代後期の上器類が少量の他、砥石の破片が少量出土しているが

図化できたものはない。

T.P.+7.00m

卜
『
守
．
卜
∞
Ｉ
＝
Ｗ
汗

い
∞
∞

．
∞
い
，
Ｉ
ｎ
Ｗ
Ｘ

1 1064/1暗緑灰色シル トブロック混粘土
(炭化植物多く合む)
2 7.5GY4/1暗 緑灰色シル ト滉粘土
(炭化植物多く合む)
3 1 0GY4/1皓 緑灰色粘土質シル ト～極細粒砂の互層
(植物遺体少量含む)
4 7.5GY4/1暗 緑灰色シル ト～粘土質シル トの互層
(植物遺体少量含む)
5 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土～粘土質シル トの互層
(植物遺体・炭化植物含む)
6 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土 (植物遺体含む)
7 5GY3/1暗オリーブ灰色粘土 (炭化植物含む)

T.P.+7.00m

T.P.+7.00m

1 2.50Y4/1暗オリーブ灰色シル ト～粘土質シル トの互層
2 2.5CY4/1皓オリーブ灰色粘土 (炭化植物含む)
3 2.5CY4/1暗オリーブ灰色粘土 (上部に植物遺体)

旺   燕

0        1       2m7.5Y6/2灰 オリープ色と7.5Y4/1灰色粘上の互層
2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土～シルトの互層(炭化植物多く含む)
10Y4/1灰色粘土

第106図  S K 6001～ S K6003断面図
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S K 6003(第 106図、図版四三)

4調査区西部のⅧ-16-91。 」地区で検出した。北側は調査区外に至る。検出部分では逆三

角形状を呈し、東西幅9.4m、 南北幅4.8m、 深さ0.6mを 測る。断面形状は逆台形を呈する。埋

土はシルト～粘上を主体とし全体に炭化植物をラミナ状に多く含む 3層がほぼ水平に堆積してい

る。弥生時代後期の土器が少量出土しているが図化できたものはない。

S K 6004

4調査区西部のⅧ-16-9」 地区～Ⅷ-17-9A地区で検出した。検出部分で南北に長い楕円
形を呈し、東西幅4.3m、 南北幅8.Om、 深さ0,5mを測る。断面形状は逆台形を呈する。埋土は

10GY4/1暗緑灰色～10GY5/1緑灰色粘土～シルトの互層で、炭化植物を多く含む。弥生時代後期の

土器が少量出上しているが図化できたものはない。

溝 (SD)
S D 6001

4調査区西部のⅧ-16-9。 10H o I地 区で検出した。北西―南東に伸びる溝で、 S K 6001・

S K6002の間を通る。検出状況から東はS D 6002に 連続する可能性が高い。検出長14.9m、 幅

1。 2～ 2.9m、 深さ0。 7mを測る。断面は逆台形から椀形を呈し、埋土は2.5GY3/1暗 オリーブ灰色

～10Y5/1灰色極細粒砂～粘上の互層で、植物遺体・炭化植物を多く含む。弥生時代後期の土器が

少量出土しているが図化できたものはない。

S D 6002(第 108図、図版四三)

4調査区中央西よりのⅧ-16-9・ 10」 地区、Ⅷ-17-9・ 10A地区で検出した。ほぼ直角に

屈曲する溝で、東部でS D 6003と 合流し、西側はS D 6001と 連続する可能性がある。規模は検出

長17.Om、 幅1.5m、 深さ0.75mを測り、南部合流部分では幅約4.Omと なる。埋土はU字形ない

しはV字形の断面形状に沿ってレンズ状に堆積しており、全体に不均質な層相で植物遺体・炭化

植物を多量に含んでいる。遺物は弥生時代後期の土器が少量の他、長さ198cm、 幅約15cm、 厚さ

2～ 3 cmを測る板材が出上している。

S D 6003(第 108図、図版四三)

4調査区中央西よりのⅧ-17-9。 10A地区で検出した。南一北に伸びる溝で、北部はSD
6004に切られている。S K6004と の関係については、平面的にみて一連の遺構と捉えていたため

切り合い等を確認できなかった。検出長13.Om、 幅1.7～ 4.3m、 深さ0。 85mを測る。断面は逆台

形を呈し、埋土は粘土～シルトが主体で植物遺体を含む不均質な層が大半を占める。弥生時代中

期末～後期の上器が少量出土しているが図化できたものはない。

S D 6004(第 97図、図版四三)

4調査区中央部のⅧ-16-9」 、Ⅷ-17-9・ 10A～ C地区で検出した。北西一南東に伸びる

溝で、第 4面で検出したS D 4044に先行する溝である。検出長27.Om、 幅2.6～ 2.9m、 深さ0.4

mを測る。断面は逆台形を呈し、埋土は上層が5Y6/1灰色シル ト～極細粒砂の互層、下層が

10GY4/1暗緑灰色粘質ンルト～極細粒砂の互層である。下部にはベース層の粘土や粗粒砂がブロ

ック状に含まれる。弥生時代後期の土器が出土しているが図化できたものはない。
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S D 6002

(貿イとキ勇健推5ブ
灰色粘土と7.5Y5/2灰 オリーブ色シル トの互層

2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シル ト～細粒砂
1層と同じ(炭化植物・植物遺体多く含む)
7.5CY4/1暗緑灰色粘土 (炭化植物ラミナ)
7.56Y4/1暗緑灰色シル ト～粘上の互層 (炭化植紡ラミナ)

1年

S D 6003

S D 6002

10Y4/1灰 色極細粒砂～シル トの互層 (植物遺体多く含む)
56Y4/1暗オリーブ灰色ンル ト～粘土質シル トの互層 (炭化
植物・植物遺体含む)
5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト質粘土 (炭化植物含む)
2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土
5GY3/1暗オリーブ灰色シル トブロック混粘土

S D 6003

5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シル ト～シル トの互層
2.5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂～粘上の互層 (炭化植物少量含む)
5GY4/1暗オリーブ灰色極細粒砂～粘上の互層 (炭化植物少量含む)
N5/0灰色極細粒砂～シル トの互層
7.56Y4/1暗緑灰色シル ト混粘土 (ブロック状)
2.5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土～シル トの互層 (植物遺体・炭化植物合む)
7.5GY3/1暗緑灰色シル ト混粘土 (ブロック状)(植物遺体少量含む)
N6/0灰色極細粒砂～シル トの互層 (植物遺体多く含む)
7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土と10Y5/1灰 色シル トの互層 (植物遺体多く含む)
7.5GY4/1暗緑灰色シル ト～粘土質シル トの互層 (炭化植物少量含む)
5CY4/1暗オリーブ灰色中粒砂混シル ト質粘土
7.5GY3/1暗緑灰色シル ト混粘土質シル ト(ブロック状)

S D 6006
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2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土～シル ト(下部シル ト互層ラミナ・上部ブロック状)
7.5CY5/1緑灰色粘土 (ブロック状、炭化植物合む)

S D 6007
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T.P.+7.30m l

3

N5/0灰色極細粒砂～シル ト質粘上の互層
(炭化植物をラミナ状に多く含む)
2,5GY4/1暗オリーブ灰色中粒砂～粗粒砂混粘土
(5Y6/2灰オリーブ色極細粒砂をプロック状に含む)
2.5GY4/1皓オリーブ灰色粘土質シル ト～細粒砂

0           1          2m

第 108図  S D 6002、 S D 6003、 S D 6006、 S D 6007断面図
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S D 6005(第 109・ 110図、図版四―)

4調査区中央部のⅧ-17-9・ 10B,C地区で検出した。北西―南東に伸びる溝である。検出

長19.5m、 幅2.3～ 3.2m、 深さ1.Omを 測る。断面は逆台形を呈し、埋土はおおまかに5GY5/1オ

リーブ灰色～10Y5/1灰色シルト～粗粒砂の互層で、植物遺体を多く含んでいる。遺物は弥生時代

後期～古墳時代中期の土器、木製品 (角材)が出土しているが、弥生時代後期の土器に関しては

後述する土器集積に伴う可能性がある。

S D 6006(図版四―)

4調査区中央部から東部にかけてのⅧ-17-9・ 10B～ E、Ⅷ-22-lD・ E地区で検出した。

直径8.2× 6.6mの不整楕円形を成す高まりの周囲を巡る状況である。幅4.9～ 5.8m、 深さ0。 2m
を測る。断面は皿形を呈し、北部では2箇所で底部が北に向かってさらに落ち込む。埋土は上層

が2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土～シルト (上部ブロック状。下部互層状。)、 下層が7.5GY5/1緑灰

色粘土 (ややブロック状。炭化植物含む。)である。形状から周溝墓あるいは古墳の痕跡とも考

えたが、断ち割り等の結果からは断定できなかった。弥生時代後期～古墳時代初頭前半 (庄内式

古相)の上器が出土している。

S D 6007(図版四―)

4調査区東部のⅧ-17-10E、 Ⅷ-22-lE地区で検出した。北東一南西に伸びる溝で、北東
部はN R 4001に削平されている。検出長5.Om、 幅4.7m、 深さ0。 9mを測る。断面は逆台形を呈

し、埋土はN5/0灰色極細粒砂～シルト質粘土の互層で、有機物層もみられ、炭化植物をラミナ状

に多く含んでいる。弥生時代後期の土器が出上している。

土器集積 (SW)
S W6001～ S W6006(第 109～ 133図、図版四―・四二)

4調査区中央部のⅧ-17-9。 10B o C地区で検出した。 S D 6005の両岸に広がるもので、土

器の出土状況や、ある程度のまとまりから6箇所 (S W6001～ S W6006)に分けた。右岸で検出し

た土器集積を北からS W6001～ S W6004と し、左岸を北からS W6005、 S W6006と した。恣意的

な要素を含み、土器集積の境界に厳密性を欠く部分もあるが、個々の上器集積形成時における規

則性や時期差の追求においては有効と考えられる。このうち、図示した土器類の総点数は195点

(228～422)である。

SヽⅣ6001

約3.0× 1.2mの範囲に拡がり、北は調査区外に続いている。ほlF平坦面に形成されており、土

器の出土レベルはTo P.+6.99～ 6.75mを測る。上器は壼の占める割合が高く、完形品やそれに近

いものもみられる。溝を挟んで対岸に位置するS W6005出 土土器と接合関係が確認された。図示

した土器類の点数は37点 (228～ 264)である。

Sh/V6002

約2.3× 1.Omの範囲に拡がる。上器の出土レベルはT.P.+6。 90～ 6.69mを測り、溝に向かつて

下がつている。土器は甕の占める割合が高く、完形品やそれに近いものもみられる。図示した土

器類の点数は31点 (265～ 295)である。
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SヽⅣ6003

約4.5× 2.Omの範囲に拡がる。土器の出土レベルはTo P.+6.93～ 6.50mを測り、溝に向かって

下がつている。上器は破片の占める割合が高いが、完形に近いものもみられる。図示した土器類

の点数は50点 (296～ 345)である。

S llV6004

土器の出土レベルはT.P,+7.08～ 6.70mを 測り、溝肩に沿って約3.Omにわたって土器が点在

する。図示した土器類のと点数は10点 (346～ 355)である。

SヽⅣ6005

約4.5× 2.5mの範囲に拡がり、南西部の約3.0× 2.Omに特に土器が集中する。ほぼ平坦面に形

成され、土器の出土レベルはT,P.+6.95～ 6。 71mを測る。土器は甕の占める割合が高く、完形品

やそれに近いものもみられる。図示した土器類の点数は62点 (356～ 417)である。

S W6006

土器は溝肩に沿って約3.8mに わたって数点が散在する程度である。土器の出土レベルは
To P.+6。 99～ 6.80mを 測る。図示した土器類の点数は5点 (418～ 422)である。

S D 6005東肩の断ち割り断面観察 (第 110図 )に よると、 S D 6005の前段階の肩はさらに約 3m
広がることが確認できる。この肩から緩やかに傾斜してほぼ平坦な面を経たのち溝に至る状況で、

ある時期 7層 をベースとして溝が機能していたものと考えられる。 5層上面に上層との隔絶を示

す砂層 (4層 )が存在することもそのことを示唆している。 5層は非常に汚れた土壌化層で、 5
層中に認められるブロック状の 6層は、 5層中からの踏み込みにより形成されたと考えられ、溝

岸の湿潤な環境を物語っている。 5層上位に堆積し、第 5面での S D 6005の肩を形成する地層

(1～ 3層 )は、中粒砂～細礫を多く含むシルト～粘土質シルトで、ラミナ構造がまったく認めら

れない攪拌されたような層相であり、溝の埋没に伴って自然に堆積した地層とは考えられない。

中粒砂～細礫の存在から、溝を浚えた際に掻き揚げた上を盛上した可能性が考えられ、溝肩に堤

を形成していたのかもしれない。土器集積は 5層上面、及び 1～ 3層中で検出した。土器の出土

状況をみると、重層的な状況はあまり見られず、S W6001・ S W6002・ S W6005は土器が平面的

に敷き詰められた状況、S W6004では溝肩に沿って等間隔に並べられた状況である。右岸のSW
6001～ S W6004は溝に向かって下がる緩斜面に形成されている。 S W6003は明確な規則性は認め

られず破片が多い。しかし完形品に近い土器が溝に沿って点在して出土しており、南東側のSW

IT

1 7.5Y3/1オ リーブ黒色中粒砂～細礫極多混粘土質シル ト
2 564/1暗緑灰色細粒砂～極粗粒砂混粘土質シル ト
3 7.5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～中粒砂少混粘土質シル ト
4 5Y5/3灰 オリーブ色極細粒砂～細粒砂
5 7.5GY4/1暗緑灰色細粒秒少混シル ト
6 7.5GY5/1緑灰色粘土質シル ト(ブロック状)

0         1m

7 2.5GY4/1暗オリーブ灰色細粒砂少混粘土質シル ト
8 2.5GY4/1暗オリープ灰色粘土質シル ト
9  7.5GY5/1緑 万て色シル ト
10 2.56Y5/1オ リーブ灰色シル ト～中粒砂
11 2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト

第110図  S D 6005東肩断割り南壁断面図

芍

一
９
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6004と 同じ状況が続いているものと考えられる。左岸のS W6005は ほぼ平坦面に形成されており

やや様相が異なるが、 S W6001と の接合関係から同時期に形成されたものと捉えられよう。

個々の上器集積については、無秩序な、また長期にわたる継続的な廃棄ではないことは出土状

況から明らかであり、一括性 。一時性の高い土器群であるといえよう。そしてこの上器集積を覆

うように先述した盛土が行われている。 S W6001・ S W6002・ S W6004・ S W6005に関しては溝

肩に埋め込まれた土器群といえる。S W6003は規則性のない出土状況や破片が多い特徴からみて、

溝から掻き揚げられた土 (1～ 3層 )に伴う土器片が多くを占める可能性が高い。出上した土器は

弥生時代後期後半に比定される。器種構成をみると全体的に秦が多いが、これは一般的な傾向と

いえ、また甕には媒が付着していることからも、日常的に使用していた土器であつたことがわか

る。穿子しや打ち欠き行為が認められたものはない。

なお、周辺で検出された当該期の遺構は溝のみであり、明確な包含層も存在しない。この上器

集積を形成した集団の集落域は、やや離れた場所に位置しているのであろう。

器種分類

6箇所の上器集積 (S W6001～ S W6006)か らは、多種。多様な土器類が出土しており、掲載

した土器の総量は195点に及ぶ。これらの上器集積は、溝 (S D 6005)の 両岸で広範囲にわたつ

て広がりが認められるもので、個々の上器集積形成時期の新旧関係については必ずしも明晰にで

きたわけではないが、完形土器を多く含む良好な資料で、弥生時代後期後半の河内地域の上器組

成を考える上で重要な基準資料の一つとなろう。

器種分類については、弥生時代後期～古墳時代初頭の上器形式の基本形式である壼・甕・高

杯・鉢・器台を中心として、その他手焙形土器・蓋を対象とした(分類表はP240～ P248を参照)。

個々の器種については、個体器形の特徴からA・ Bの ように名称を付与し、中分類とし更に細分

が必要なものはAl・ A2の ように小分類した。また、奏形土器については、器形の大小関係とし

て器高による分類を I～Ⅳ (小形～超大形)、 体部の形態差による分類 (Al～ A3)ヽ 口縁端部の

形態分類 (a～ d)、 底部裏面の形態分類 (イ ～二)と している。高杯形土器のうち有稜高杯に

ついては、有稜高杯の口径・杯部径 (稜径)・ 口縁部の長さ (口縁長)の数値から導かれる口稜

比 (稜径■口径×100)、 口縁比 (口縁長■口径×100)数値の違いと形態差から型式を分類した。

調整用語としては、基本的には『紫雲出』報告の用語を

採用した。甕形土器内面の器面を平滑にするために行われ

ている「板ナデ」の用語については、調整具の原答幅の痕

跡が残るものは「板ナデ」とし、原答幅の痕跡が残りその

中にハケメが見られるものについては「ハケナデ」の用語

を使用した。胎土については、特に角閃石の含有に主眼を

置き観察した。肉眼観察で確認できない場合は、ナショナ

ルライトスコープFF-393(30倍 )を使用した。本文中で

スコープとしたものがこれにあたる。なお、土器集積間で

接合関係がある場合は本文で記述し、土器の帰属は遺存部

分が大きい方のものとした。
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S W6001出土遺物 (第■2～ 116図、図版四四・四五・八〇～八四)

総数で37点 (228～264)を 図化した。その内訳は壷14J点 (228～ 241)、 甕15点 (242～ 256)、 鉢

5点 (257～ 261)、 高杯 2点 (262・ 263)、 器台 1サ煮 (264)である。完形の上器が多く、器種別
では壺・奏で 7割以上を占めている。

壺

壷類は14点 (223～ 241)で、広口壺A15点 (228～ 231・ 234)、 広口壷B13点 (235～ 237)、
広口壷Cl点 (232)、 広口直口壷 1点 (233)、 短顎直口壷Al点 (238)、 長頸壺A31点 (239)、
壺底部 2点 (240。 241)である。

228～ 231・ 234は広口壼Alである。230はほぼ完形品で口径16.8cm、 器高30.2cm、 底径5.5cmを

測る。230の口縁端部は上部に肥厚し幅広の面を作る。色調は赤褐色系である。胎土は229が非生

駒西麓産の他は0.5mal未満の角閃石を含む生駒西麓産である。なお、2291よ S W6005か ら出土した

土器片と接合している。2311よ扁球形の体部に口頸部が大きく外反して開く。完形品で、口径

15。 3cm、 器高25.Ocm、 体部最大径24.8cmを 測る。底部は突出しており裏面は口形態である。生駒

西麓産である。234は球形の体部から外反してラッパ状に開く口顎部が付 くもので、口縁端部側

面には刻み目が装飾的に施文されている。生駒西麓産である。232は広口壼 Cでほぼ完形に復元
が可能で口径14.8cm、 器高36,Ocm、 体部最大径32.2cmを測る。体部中位より上部は風化による剥

離が顕著である。底部は突出しており裏面は口形態である。色調は褐色で、胎土中に0.5～ l llllll

の角閃石が多量に含まれている。生駒西麓産である。235～ 237は広口壺Blで235。 2361ま扁球形
の体部を持つ。共に口縁部端部は上部に肥厚し幅広の端部を作るもので236の端面には擬凹線が

巡る。235が生駒西麓産、236が非生駒西麓産である。237は完形品である。球形の体部を持つ中

形品である。236と 同様、口縁端部は上部に肥厚するもので、端面に擬凹線が巡る。底部は突出

しており裏面はハ形態で木葉痕が残る。238は短頸直口壺Aである。球形の体部に上外方に直線
的に伸びる口顎部が付く。底部は突出力Ⅵ さヽいもので裏面は口形態である。ほぼ完形品で、口径

7.5cm、 器高18.8cm、 体部最大径18,2cmを 測る。外面の体部中位より上部は風化のため調整は不

明瞭である。生駒西麓産である。239は長顎壼A3である。ほぼ完形品で口径8.6cm、 器高1.5cm、

体部最大径10。 6cmを測る。底部は突出しており裏面はハ形態である。体部外面はヘラミガキ調整

を多用している。生駒西麓産である。240。 241は中形に分類される壺底部である。共に突出して

おり裏面はイ形態である。共に生駒西麓産である。

甕

奏Aを 15点 (242～ 256)図化した。242～ 247は小形品の Iにあたる。体部形態はAュ が242～

246、 A3カン47である。口縁端部の形態分類ではaが242・ 244、 blが245、 cと が247、 dが243・
246に分類される。底部はやや突出しており裏面の形態は242・ 245がイ形態、243が口形態、244

がハ形態に分類される。なお、245は底部裏面に木葉痕が残る。体部外面のタタキ調整は三分割

ないしは三分割成形に沿って行なわれており、242・ 246にはタタキ調整を消すハケ調整が上位部

分で行なわれている。赤褐色～褐灰色の色調で、胎土中に0。 51Ml未満の角閃石が含まれている。

生駒西麓産である。

248～ 252は中形品Ⅱに分類される。体部形態はAlが248・ 249、 A2が250～ 252である。口縁端
部の形態分類は aが250～ 252、 blが249、 dが248である。底部は突出しており裏面の形態は
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248・ 249がハ形態、252がイ形態である。体部は三分割成形に沿ってタタキ調整が行われている。

249・ 251は タタキ調整を消すハケ調整が部分的に施されている他、251・ 252の分割接合部は補足

粘土の貼り付けにより無紋の帯状を呈している。色調は赤褐色～褐灰色である。胎土には l HIll以

下の角閃石を多く含むものが多い。生駒西麓産である。なお、248。 251の外面には煤の付着が認

められない。

253～ 2561よ大形品Ⅲに分類される。体吉Б形態は253が Aェ、254が A2ヽ 255,256が A31こあたる。

口縁端部の形態分類は256が a、 255が bl、 254が c2ヽ 253が dである。底部は突出ないしはやや

突出しており裏面の形態は256がイ形態、255が口形態、253がハ形態である。体部外面は254が四

分割、その他は三分割成形である。外部外面のタタキ調整は分割部位毎にタタキの方向を変えて

おり、四分割の2541こついては下から2段日、三分割の255・ 256に ついては最上段にタタキ調整

を消すハケ調整が認められる。体部内面の調整は板ナデ、ハケナデが行なわれている。色調は

253～ 255が淡褐灰色～褐灰色。256は灰黄色を呈する。253～ 255は生駒西麓産。256は非生駒西麓

産である。

鉢

鉢類は 5点 (257～ 261)で内訳は小形鉢Bl点 (257)、 小形鉢Bll点 (258)、 小形鉢B21点

(259)、 小形鉢Cl点 (260)と 大形鉢Dl点 (261)がある。小形鉢B類は3点で底部が不明な

257以外は小形鉢Blの 258と 小形鉢B2の259に分類される。258は口径が14cmで椀形の体部を持つ。

259は口径が9.5cmで逆三角形を呈する。共に底部外側面に指圧痕が明瞭に残つている。257～259

は生駒西麓産である。260の小形鉢 Cは内湾屈曲する椀形の体部に小さく突出する底部が付 く。

ほぼ完形で口径 10。 2cm、 器高6.6cm、 底径3.8cmを測る。体部上半には縦方向に走るクラツクが認

められる。胎土は 1 4Hl以上の角閑石が多量に含まれている。生駒西麓産である。261の大形鉢D

はほぼ完形品で口径29.5cIIl、 器高21.Ocm、 底径6.5cmを測る。底部は突出しており裏面はハ形態

である。分割成形によるもので、下位から上位にかけては、タタキの後ヘラミガキによる調整が

行なわれている。赤褐色～褐灰色の色調で、胎土中には0.5～ l lnllの角閃石が含まれている。生

駒西麓産である。

高杯

有稜高杯C2は 2点 (262,263)で 、近接した位置から出上している。 2点共に杯部径が16cm

前後の小形品である。脚部は共に中空で柱状部上位から「ハ」の字状に開く262と 柱状部下位が

開く263がある。スカシ孔は共に4個で、2631こついては孔径が1.4cmを測リー般的なものに比べ

てやや大きい。263の杯部底は円板充填部分が剥がれている。共に赤褐色の色調である。生駒西

麓産で、スコープで角閃石が少量含有していることが確認できる。

器台

264は大形器台Bに分類される。出上位置は有稜高杯C22点 (262。 263)と 近接している。中

空の器台で、古墳時代初頭 (庄内式期)に盛行する小形器台の祖形になるものと考えられるが中

河内地域では本例以外に類例を知らない。ほぼ完形に近いもので口径 16。 6cm、 器高■.lcm、 裾部

径15.8cmを測る。脚部にはスカシ孔が 2段に配されており、上下段ともに4個を数える。色調は

褐灰色である。生駒西麓産で、裸眼で0.54ull以下の角閃石を多く含有していることが確認できる。
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第112図  S W6001出土遺物実測図-1
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第113図  S W6001出土遺物実測図-2
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第116図  S W6001出土遺物実測図-4
S W6002出土遺物 (第 117～ 119図、図版四六・八四～八八 )

総数31点 (265～295)を図化した。その内訳は壺 3点 (265～ 267)、 甕21点 (268～ 288)、 鉢 2

点 (289。 290)、 高杯 5点 (291～ 295)で、完形の上器が多く、器種別では奏の占める割合が非

常に多い。

壷

265は広口壺Alでほぼ完形に復元できる。口径14.4cm、 器高27.8cm、 底径5.Ocmで ある。倒卵
形でやや下膨れの体部形態を呈する。底部は突出しており裏面はハ形態である。体部外面は四分

割成形に沿ってタタキ調整が行なわれており、上部から中位にかけて縦位のハケ調整で一部のタ

タキが消されている。色調は明るい淡橙色で、胎土中に0.5～ l lllll程度の長石・石英・チャート

を多量に含んでいる。非生駒西麓産である。266は短頸直口壷Aである。完形品で口径12.8cm、
器高28.Ocm、 体部最大径21.6cm、 底径5.Ocmを測る。体部は四分割成形によるもので、分割部分

毎にタタキ調整の方向に違いがある。口頸部は直上に4.8cm伸 びるもので、外面の調整はハケを

施す。底部は突出しており、裏面はハ形態である。色調は淡褐灰色で、スコープで角閃石の含有

が確認できる。生駒西麓産。類例の少ない器形で、製塩土器の可能性がある。267は長頸壷A2で

ある。口顎部は直上に直線的に伸びた後、口縁部付近でやや外反気味に開くもので、復元口径

8.8cm(口顎部高6.3cmを測る。生駒西麓産である。

甕

甕Aは 21点 (268～288)で、その内訳は小形品 Iが 6点 (268～ 273)、 中形品Ⅱが10点 (274～
283)、 大形品のⅢが 5点 (284～ 288)である。完形ないしは完形近く復元可能なものが多い。胎
土中の角閃石の含有は裸眼で観察できるものは少なく、スコープにより確認されたものが大半で

ある。色調は①赤褐色、②橙色、③灰白色、④褐灰色であるが③ないしは④のものが多い。体部
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第117図  S W6002出土遺物実測図-1

-166-



18図  S W6002出 土遣物実測図-2

-167-



外面は271・ 273・ 275を除いて煤の付着が認められる他、火熱による器面剥離のものが多く認め

られる。

小形品 Iの 268～ 273の うち、268が体部にタタキ調整が行われていないもので、 Iの中でも小

形で復元口径10.5cmを測る。その他は体部三分割成形で、体部形態では270が Al、 268。 269。 271

～273がA2に区別される。口縁端部の形態分類は、272が a、 268が blである以外はdである。底

部が残る270。 271は共に突出底で裏面はイ形態である。体部外面のタタキ調整は下段が右上がり、

上段が右上がりないしは水平方向で、272・ 273の体部上半から口縁部にハケ調整が施されている。

中形品Ⅱは274～233で、275。 276・ 279。 281・ 282が完形ないしは完形に近い。外部形態では、

274・ 275。 278が AI、 276・ 279・ 280。 283が A2、 277。 281。 282が A3に分類される。底部は突

出が明瞭な278・ 281と やや突出した底部の274～ 277・ 279。 282がある。底部裏面はイ形態が275

～277・ 281、 ハ形態が274。 278・ 279。 282である。口縁端部の形態分類はaが274～ 276。 278・

280。 281で他はdである。279の端面には沈線が 1条巡る。体部は全て三分割によるもので、280

のように中段のタタキが消されているものや282の ように中段の幅が短いものがある。外面のタ

タキ調整は、上段と下段が右上がり、中段が水平ないしはやや右上がりで274・ 278・ 279'232・

283の上段から口縁部下半にかけてハケ調整によリタタキが消されている。体部内面は板ナデな

いしはハケナデが全合に施されている。なお、275。 278。 280・ 282の体部外面には火熱による器

面剥離が認められる。

大形品Ⅲは284～288で 284・ 286・ 287が完形ないしは完形に近い。体部形態は284・ 285。 287が

A2ヽ 286・ 288が△3に区別される。口縁端部の形態分類はblが287・ 288、 c2が284・ 285、 dが

286である。底部は突出しており裏面は284・ 286。 288がイ形態、285。 287がハ形態である。三分

割成形によるもので、外面のタタキ範囲は小形 I、 中形Ⅱに比して上段の占める比率が高い。な

お、286の ように分割成形部分の接合に際して、補足粘上の痕跡が帯状に巡るものや、体部中位

および上位でタタキを消すハケメを認める287・ 288がある。内面は286。 288以外は全面に縦位の

ハケナデを施す。

鉢

289は逆円錐台の体底部から上部に拡張させ外折し大きく開く口縁部を持つ中形鉢Aである。

体部の約1/2が残存している。口径21.2cm、 器高10。 8cm、 底径3.8cmを 測る。底部は突出しており、

側面に指頭圧痕が残る。裏面は口形態である。生駒西麓産である。290は台付き鉢Aである。体

部は椀形で口縁部付近で斜上方に月ヽさく外折する。脚部は「ハ」の字に開くものでスカシ孔は4

個である。完形品で口径16.5cm、 器高11.9cm、 脚部径13,Ocmを測る。褐灰色および赤褐色の色調

である。生駒西麓産である。

高杯

有稜高杯は 5点 (291～ 295)で、有稜高杯B2の 291・ 292・ 294・ 295と有稜高杯 C2の 2931こ 区

別される。杯部と口縁部の境に段を持つ291・ 292・ 293と段を持たない294・ 295がある。292の段

部分に沈線が 1条巡る。なお、291の 口縁欠損部の状況から杯体部先端に擬口縁を形成した後、

外反して伸びる口縁部が作られていることがわかる。脚部は屈折して開くもので、中空のもの

294・ 295と 中実の292・ 293がある。杯部内外面および脚部外面には比較的丁寧なヘラミガキ調整

が多用されており、292。 295の杯部外面については波状文が施文されている。スカシ孔は全て4
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第119図  S W6002出土遺物位置図
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個である。色調は褐灰色 。赤褐色である。胎土は大粒の長石が散見される293以外は良好で、角

閃石はスコープで確認できるものが大半で量も僅少である。

S W6003出土遺物 (第 120～ 123図、図版四七・八人～九三)

50点 (296～ 345)を図化した。その内訳は壷 3点 (296～ 298)、 甕29点 (299～ 327)、 鉢 5点

(328～ 332)、 有孔鉢 2点 (333・ 334)、 高杯 9点 (336～ 344)、 器台 1点 (345)、 手焙形土器 1点

(335)で ある。完形品が数点で、破片の占める割合が多い。器種では甕が 6割近くを占める。

壼

壺類は3点 (296～ 298)で広口壺A31点 (296)、 二重口縁壼A21点 (297)、 台付き壼B21

点 (298)で ある。296は広口壷A3でヽ口縁部の約1/2が残存している。口縁端部の下半に沈線が

1条巡る他、口縁部内面にはヘラ描きによる2本の直線で構成される記号文が施文されている。

褐灰色の色調である。胎土はやや粗く0.5～ 511mの長石が散見される他、 5 mll未満の角閃石が多

量に含まれている。297は二重口縁壺A2で底部を欠く以外は完形に近く復元できる。扁球形の体

部から二段に屈曲する口頸部を作るが口縁部は他の部位に比して成形は雑である。 511m未満の角

閃石を多量に含む。生駒西麓産である。298は小形の直口壺に裾部が大きく開く脚部が付く台付

き壺B2である。完形品で口径7.Ocm、 器高13.8cm、 脚部径12.Ocmを測る。色調は灰白色である。

胎土にはスコープで観察できる微細な角閃石が含まれているが量は僅少である。

甕

甕Aは 29点 (299～ 327)で ある。その内訳は小形品 Iが13点 (299～ 311)、 中形品Ⅱが14点

(312～ 325)、 大形品Ⅲが 2点 (326。 327)である。

小形品 Iの 299～ 311の うち、306がほぼ完形品である。304・ 305が体部外面にタタキ調整が行

われていないもので、他は三分割成形に沿ってタタキ調整が施されている。各部形態は破片が多

く不確定な要素を含むが、Alが299。 300。 304・ 310。 311で他はA2と 区別した。底部が残存し

ているものは306で、やや突出しており、裏面の形態はイ形態である。口縁端部の形態分類では

aが299・ 301 ・304-306。 310・ 311、  blが303、  clが 302、  c2が 300、  c3が 309、  dが307・ 308

である。個々の特徴では、屈曲部に補足粘土を厚く貼る302や器壁の厚みが 21111程度と薄い309が

ある。タタキ調整をハケメにより消すものが302・ 310、 指ナデにより消すものが311であるが、

いずれも体部上半から口縁部に施されている点で共通している。306は條部外面に火熟による器

面剥離が顕著である。色調は赤褐色ないしは褐灰色である。309を 除く胎土中に、スコープで観

察できる微細な角閃石が含まれている。

中形品Ⅱは312～ 325で、312・ 318・ 319・ 324・ 325が完形ないしはほぼ完形に復元が可能であ

る。外部形態では、A2が312～ 316。 318～ 325、 A3が317である。底部の形態は、突出ないしは

やや突出しており、底部裏面の形態は319がイ形態、312・ 318。 323～ 325がハ形態である。口縁

端部の形態分類は aが316・ 320・ 322・ 324、 blが314・ 318、 c2が 312。 313・ 317。 321・ 323、

dが315・ 319・ 325である。体部は323が四分割の他は三分割で、分割部位毎に方向を異にするタ

タキ調整が行なわれている。タタキの単位幅は3本/cm程度のものが大半を占めるが、313・

314・ 317の ようにやや太くて2本/cmの ものや325の ように細く4本/cmの ものがある。タタキ調

整を消すハケメは312・ 315。 318が共に体部上半付近に認められる他、324の ように 1段目と2段

目の接合部に使用されるものがある。色調は赤褐色ないしは褐灰色である。胎土中の角閃石は
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320。 325以外で確認されているが、321・ 324の ように l llllll程度の粒径が裸眼で観察されるのは少

なく、スコープでのみ確認できるものが大半である。

大形品皿は 2点 (326。 327)で、共に底部を欠く破片である。体部形態は326が A2ヽ 327がA3
である。口縁端部の形態分類は aが326、 blが327である。体部外面のタタキは太く共に2本/cm
程度である。褐灰色の色調で共に生駒西麓産である。

鉢

鉢は 7点 (328～334)で、その内訳は小形鉢A21点 (330)、 小形鉢B12,点 (328。 329)、 小形鉢
B22点 (331・ 332)、 有孔鉢A lv点 (333)、 有孔鉢 Blを点(334)である。330イよ小形鉢A2である。
色調は淡褐灰色である。生駒西麓産である。小形鉢Blの 328・ 329は共に逆円錐台形を呈するも
ので、底部は突出する328と突出しない329がある。口縁端部の成形はやや雑で、未整形の部分を

残す。色調は共に褐灰色である。生駒西麓産である。331・ 332は上げ底の底部を有する刻ヽ形鉢B2で
ある。331がほぼ完形である。共に口縁端部が未整形で332は波状口縁を呈する。色調は共に褐灰

色である。スコープで角閃石の含有を認める。生駒西麓産である。333・ 334は有孔鉢で、底部が

平らな333が有孔鉢A、 尖り気味の底部を有する334が有孔鉢Bにあたる。333の口縁部は未整形
で波状口縁の形状を呈する。色調は333が赤褐色、334が橙色である。共に生駒西麓産である。

高杯

高杯は 9点 (336～ 344)で内訳は、有稜高杯B2が 3点 (336～ 338)、 有稜高杯 C2が 1,点 (341)、
有稜高杯 Dェ が 2点 (339。 340)、 椀形高杯Bが 1点 (342)、 椀形高杯Bll点 (343)椀形高杯 C
が 1点 (344)である。有稜高杯 B2の 336～ 338は杯部径が20.8～ 23.7cmを測る。有稜高杯Dlの
339。 340は杯部径18.5～ 18.9cmを測る。杯部の各比率法量は、有稜高杯 B2が口稜比70.1～ 78.9、
口縁比18.9～ 22.5。 有稜高杯 C2が口稜比74.6、 日縁比17.9。 有稜高杯 Dlが口稜比66.1～ 67.5、
口縁比23。 2を測る。杯部の形状では、杯体部が深めで、口縁部は大きく外反して伸び、端面は幅

狭の面を形成している。脚部は屈折して開くもので、338が中実の他は中空である。スカシ孔は

337・ 339・ 340が 3個、338。 3411よ 4個である。338の裾部には3条の直線で構成されるヘラ記号
がある。色調は淡褐灰色、橙色、赤褐色で比較的明るい色調のものが多い。胎土は比較的良好な

もので、角閑石については裸眼で観察できるものは少なく、大半がスコープで確認できる微細な

ものである。343は椀形高杯 Blである。完形品で口径ll.5cm、 器高8。 5cm、 裾部径7.8cmを測る。
色調は橙色である。胎土には0.5HHl以下の長石の他、スコープで確認できる角閃石が僅少含まれ

いる。344の椀形高杯 Cは大きく開く脚部に椀形の杯部が付 く。杯部は完存しており、杯部口縁
部付近に3条の沈線が巡る。全体に丁寧な作りで、杯部および脚部外面は密なヘラミガキを多用
している。スカシ孔は4個である。色調は赤褐色である。生駒西麓産である。
器台

345は大形器台Alである。上部を欠損する以外は完存している。体部の上下 2段にスカシ孔が

穿たれており、上下段共に4個を数える。色調は褐灰色で、胎土中に0。 5HHl以下の角閃石が多量
に含まれている。生駒西麓産。

手焙形土器

335は手焙形土器Bに分類されるもので、約1/2が残存している。浅い鉢形の底部から体部は内
湾して伸びるもので、覆部は欠損しており全容は不明rあるが三角形状を呈するものと推定され
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第120図  S W6003出 土遺物実測図-1
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第121図  S W6003出土遺物実測図-2
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第122図  S W6003出土遺物実測図-3
る。底部と体部の境は凸帯で区画されており、凸帯上部に刻目が施されている。内面の全面に亘

って煤の付着が認められる。色調は淡褐色である。スコープで確認できる微細な角閃石を多 く含

む。生駒西麓産。

S W6004出土遺物 (第 124・ 125図、図版四人 。九四・九五)

総数で10点 (346～ 355)を図化した。その内訳は甕 7点 (346～ 352)、 鉢 1点 (353)、 高杯 2

点 (354・ 355)である。

甕

甕Aは 7点 (346～ 352)を図化した。346は小形品の Iにあたる。ほぼ完形に復元が可能なも

ので、口径12,7cm、 器高16.Ocm、 体部最大径14.2cm、 底径3.5cmを測る。体部形態はA2で底部は

突出しないもので、裏面はハ形態である。体部は三分割成形によるもので、タタキ調整の幅は太

く2本/cm程度である。口縁端部の形態はaであるが、全体に雑な作りで未成形部分を残す。色調

は赤褐色である。生駒西麓産。347・ 348は 中形品のⅡで、体部形態は347がA2ヽ 348が A3で口縁

端部の形態は共にdである。348の体部外面上位でタタキを消すハケが散発的に施されている。

色調は347が灰白色、348が赤褐色で、胎土中にスコープで確認できる微細な角閃石が含まれてい

る。349～ 352は大形品のⅢにあたる。349,352がほぼ完形品である。体部形態では、A2が 349・

350・ 352、 A3が351に 区別される。底部形状は突出する352と 突出しない349・ 350があり、底部
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第123図  S W6003出土遺物位置図
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第124図  S W6004出土遺物実測図

裏面の形態は352がイ形態、349。 350がハ形態である。口縁端部の形態に付いては351が bl、 350

が C2ヽ 349。 352が dである。色調は褐灰色で、胎土中にスコープで確認できる微細な角閃石が

少量含まれている。

鉢

353は鉢Bに分類されるが底部が不明なため細分はできない。体部内外面はヘラミガキが多用

されている。色調は褐灰色で、胎土中にスコープで確認できる微細な角閃石が少量含まれている。

高杯

高杯は2点 (354・ 355)で、内訳は354が有稜高杯 C2、 355が有稜高杯B2に分類される。354

は口径に比して杯部が深い。355の杯部は稜線によって画された口縁部下半に幅広の段を形成す
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第125図  S W6004出土遺物位置図

る他、体部外面の上半に小さな段が廻る。 2点共に杯部内外面および脚部外面の調整はヘラミガ

キが多用されている。脚部は共に中実である。355の脚部形態は屈折して開くもので、スカシ子L

は認められない。色調は354が淡褐灰色、355が淡橙色である。共にスコープで確認できる微細な

角閃石を極少量含んでいる。

S W6005出土遺物 (第 126～ 131図、図版四九・五〇・九五～一〇二)

62点 (356～ 417)を 図化した。その内訳は壺13点 (356～ 368)、 甕32点 (369～ 400)、 鉢 9点

(401～ 409)、 高杯 8点 (410～ 417)である。

壷

壺は13点で内訳は広口壷A12点 (356・ 357)、 広口壷A22点 (359。 361)、 広口壷A31点
(358)、 広口壷Bll点 (360)、 長頸壺A21点 (362)、 広口直口壺 3点 (363～ 365)、 二重口縁壷
B2J点 (366・ 367)、 台付壺B21点 (368)で ある。
356・ 357は広口壼Alで外部中位以下を欠く。共に口縁部は完存しており、直口を呈する356と

内傾する端面に 1条の沈線が巡る357がある。体部外面は共にヘラミガキが多用されており、356
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の頸部付近は縦位のハケ調整が行なわれている。357の内外面に煤の付着が認められる。色調は

356が淡橙色、357が褐灰色である。共に生駒西麓産である。359は広口壷A2である。ほぼ完形に

復元が可能で、口径13.4cm、 器高22.7cm、 体部最大径22.lcm、 底径4.lcmを 測る。底部裏面に木

葉痕がある。色調は淡褐灰色で、胎土中に0.1～ 4 nln程度の長石・石英・チャート・角閑石が多

量に含まれている。361は広口壷A2である。ほぼ完形で、口径14.8cm、 器高20。 lcm、 体部最大径

25。 7cm、 底径4.2cmを 測る。底部は小さく突出するドーナツ底のハ形態である。色調は赤褐色で

ある。胎土には0.5～ 3 mnの長石粒が多量に含まれている。0.lmll程度の角閃石を含む生駒西麓産

である。358は扁球形の体部を有する広口壷A3である。360は広口壺Blに分類される。ほぼ完形

品で口径13.5cm、 器高20.9cm、 体部最大径21.4cm、 底径5。 lcmを測る。全保に丁寧な作りで、口

顎部から体部にかけて密なヘラミガキが施されている。体部下半の調整はハケの後ヘラミガキを

行う。体部中位以下に煤の付着が認められる。色調は褐灰色である。生駒西麓産である。362は

長頸壷A2で口径 10。 9cm、 器高14,4cm、 体部最大径12.5cm、 底径4.4cmを測る。外面は体部上半か

ら顕部下半に粗いナデが施される以外は未調整である。色調は淡褐灰色である。胎土には0.1～

0。 41mllの砂粒が多量に含まれている。生駒西麓産である。363～ 365は広口直口壺である。363カ朔ヽ

片、364・ 365が 1/2程度残存している。364。 365は中形の広口直口壺である。共に長胴形の体部

で、日顎部が外反する364と 直線的に伸びる365がある。法量は364が口径14.2cm、 器高20,Ocm、

体部最大径17.lcm、 底径4.4cm。 365が口径14.8cm、 器高22.6cm、 体部最大径 18.Ocm、 底径 5。 Ocm

を測る。共に体部外面は縦位のヘラミガキが多用されている。色調は364が赤褐色、365が褐灰色

である。共に生駒西麓産である。366。 367は共に装飾を施した二重口縁壷Bに分類される。共に

口頸部は完存している。366は口径 19。 lcm、 口顎部高7,6cmを測る。外傾する面を有する口縁端面

に3条の擬凹線と端面の上下および口縁部下端に刻み目を施す。なお、 S W6001か ら出上した土

器片と接合している。367は大形品で口径27.6cm、 口顎部高11,9cmを測る。口縁部は外反して開

くもので端部は垂下し幅広の端面を作る。端面には3条の凹線と竹管押圧円形浮文が全体で24個

巡る。口縁部下半には刻み目文と3個の竹管押圧円形浮文を 1単位とする文様が 6箇所に認めら

れる。その他、体部と顎部の境に貼付け凸帯の痕跡が認められる他、体部上半に波状文が認めら

れる。共に比較的丁寧な作りのもので、各部位の調整にヘラミガキが多用されている。色調は共

に褐灰色である。生駒西麓産である。368は台付壼B2の小片である。形態的には298に近いもの

と考えられる。色調は橙色である。胎土中にスコープで確認できる角閃石が含まれている。

甕

甕Aは 32点 (369～ 400)を 図化した。その内訳は小形品 Iが 4点 (369～ 372)、 中形品Ⅱが18

点 (373～ 390)、 大形品Ⅲが 8点 (391～ 398)、 超大形品Ⅳが 2点 (399・ 400)である。

小形品 Iは 369～ 372で、369が完形品で370・ 371が完形近くに復元が可能である。口縁部の形

態では小さく外折する369、 大きく外折する370・ 371、 外反して開く3721こ 区別されるが口縁端部

は一様に丸く終わるa形態である。條部形態は369～ 371が Al、 372がA2に分類される。底部が残

存する369～ 371はいずれも突出するもので、裏面の形態はイ形態である。條部外面のタタキ調整

は体部下半にのみ残る369を 除けば、三分割成形に沿って行われている。体部内面はハケナデが

多用されている。外面に煤が付着するものは、370を 除くものに認められ、そのうち372は加熱に

よる器面の剥離が著しい。色調は369が褐灰色、370が橙色、371・ 372が赤褐色である。 4点共に
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角閃石の含有を認める。生駒西麓産である。

中形品Ⅱは373～ 390で、そのうち381～ 390は残存率が3/4か ら完形品のものである。体部形態は

残存率が高い378～ 390に限定すれば379～ 38卜 384が Al、 378。 382・ 383・ 385～ 390が A2に区別

される。日縁端部の形態分類は、aが373・ 374・ 376。 378・ 383・ 385。 387・ 390、 blが 377・

379。 384・ 389、 c2が388、 dが375。 380・ 381・ 382・ 386に区別される。底部は突出ないしは突

出気味で、裏面の形態は382・ 383・ 387・ 388・ 390がイ形態、381。 385。 386・ 389がハ形態である。

体部外面のタタキ調整は三分割ないしは三分割に沿って行なわれており、タタキ幅は粗いもので

2本/cmであるが大半は3本/cm程度である。タタキ調整の一部を消す形で施されているハケメに
ついては、体部上半から口頸部にかけて行われている375。 380。 383,390と体部中位付近に施さ

れる384・ 386・ 387がある。体部内面の調整は板ナデおよびハケナデを多用している。残存率が高

いもののうち外面に煤の付着が認められない378・ 384・ 390以外は煮沸機能としての使用を示す

外面の煤、加熱による器面の剥離さらに内面には炭化物の付着が認められる。色調は灰白色、赤褐

色、淡褐灰色、褐灰色に区別される。胎土においては、大半がスコープで確認できる程度の微細

な角閃石を含んでおり、生駒西麓産が推定される。3831こついては、角閃石を含むものの灰白色

の色調で、タタキ調整が生駒西麓産に比して幅広で不明瞭であることから搬入品と推定される。

大形品のⅢは391～ 398で、そのうちの392・ 393・ 398がほぼ完形である。條部の形態は全て長

胴形を呈するもので、体部最大径が中位にある甕A2に分類される。口縁端部の形態分類では、

aが391～ 393・ 395、 c2が394、 dが398である。底部裏面の形態は391・ 397・ 398がイ形態、393

が口形態、392・ 396がハ形態である。なお、398の裏面に木葉文が認められる。体部外面のタタ

キ調整は三分割ないしは四分割に沿って行なわれている。タタキ調整を消すハケメは392,393・

395。 397・ 398に認められ、 1段日と2段目の境付近と最上部に施されるものが多い。体部内面

の調整は板ナデおよびハケナデを多用している。色調は赤褐色・褐灰色である。胎土中にスコー

プで確認できる微細な角閃石が多量に含まれている。

超大形品のⅣは399。 400の 2点である。各部位の法量は、399が口径17.2cm、 器高29。 8cm、体部最

大径22.8cm、底径5。 2cm、 400が口径17.6cm、 器高29.5cm、 体部最大径26。 2cm、底径4.4cmを 測る。伝部

形態の違いから399が A2、 400が A3に分類される。口縁端部の形態分類では aが 400、 blが399

である。底部裏面の形態は399がハ形態、400がイ形態である。体部外面のタタキは399が三分割、

400が四分割に沿って行われている。体部内面は板ナデによる調整が行なわれている。色調は399

が橙色、400が淡褐灰色である。胎土は400がやや粗で、0。 1～ 411111大の砂粒が多 く含んでいる他、

共にスコープで微細な角閃石の含有を認める。なお、399の外面には煤の付着が認められない。

抹

鉢は 9点 (401～ 409)で内訳は小形鉢B15点 (401～ 405)、 有孔鉢Al点 (406)、 大形鉢D2点
(407・ 408)、 台付鉢Bl点 (409)で ある。小形鉢Blは体部外面にタタキを施す401・ 402と ナデに
より器面を平滑にする403～ 405がある。底部裏面はドーナツ底のハ形態である。401・ 402は共に

完形で、内外面の成形・調整ならびに色調・胎土に共通点が認められ、同一工人による可能性が

高い。色調は403が赤褐色の他は淡褐灰色である。胎土中にスコープで確認できる角閃石が含ま

れている。全て生駒西麓産である。406は有了LttAである。孔は底部の中央よりややずれた位置

に焼成前に穿たれている。色調は褐灰色である。生駒西麓産である。407・ 408は大形鉢Dである。
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第126図  S W6005出土遺物実測図-1
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第127図  S W6005出土遺物実測図-2
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第128図  S W6005出土遺物実測図-3
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第129図  S W6005出土遺物実測図-4
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第130図  S W6005出土遺物実測図-5
共に1/2以上が残存している。407の法量は口径26.5cm、 器高18.8cm、 底径4.7clnを測る。半球形

の体部上位に最大径を持つもので、口頸部は大きく外反し幅広で内傾する端面に擬凹線を巡らす。

底部は小さく突出する平底で、裏面はドーナツ底である。色調は赤褐色を呈する。胎土は精良で

0.5m4未満の長石・石英・黒雲母・角閃石を多量に含む。生駒西麓産である。なお、407は SW
6001か ら出上した土器片と接合している。408は口径37.5cm、 器高24.Ocm、 底径6。 6cmを測るもの

で、鉢Dの中でも大形に分類される。半球形の体部から外反して口縁部が伸びるもので、端部は

上方に摘み上げられ内傾する面を有する。底部は小さく突出するもので、外側面に補足粘土が只占

り付けられたため、裏面周縁がわずかに高くなっている。裏面に木葉痕が残るが周縁は補足粘土

の貼り付けにより消されている。体部内外面はハケ調整を多用している。全体に化粧土が塗布さ

れており、明橙色を呈するが一部化粧上が剥がれた部分では、いわゆる生駒西麓産に特有な褐灰

色の色調を呈する。胎土は4071こ似る。生駒西麓産である。4091ま台付鉢Bに分類される。ほぼ完

形に復元が可能である。大形品で口径31.3cm、 器高23,7cm、 脚部高5.6cm、 裾部径11.8cmを測る。

底部がやや尖り気味になる半球形の体部から口縁部が内湾して伸びるもので、流し口を持つ他、

端面に刻み目が密に施されている。脚部は「ハ」の字状に開くもので、スカシ孔が 3個穿たれて

いる。器面調整は内外面共に縦方向のヘラミガキが多用されている。色調は淡橙色～褐灰色であ

る。生駒西麓産である。

高杯

高杯は有稜高杯B23点 (410。 411・ 413)、 有稜高杯 C21点 (412)、 有稜高杯脚柱部 1点

(414)椀形高杯A12点 (415・ 416)、 椀形高杯BllJ点 (417)を図化した。410・ 411・ 4131ま有
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第131図  S W6005出土遺物位置図
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稜高杯 B2で、413がほぼ完形に復元が可能である。410は杯部が完存している。口径20。 2cmを測
る。413は杯部に明瞭な稜を有するもので、口縁部外面に波状文状のヘラミガキが施されている。

有稜高杯 B2の 4111よ 口縁部と体部の境に粘土紐を付加することにより稜部が強調されている。
413の器面調整はヘラミガキが多用されている。スカシ孔は4個穿たれている。色調は410が赤褐
色、414が橙色、411～ 413が褐灰色である。胎土は比較的精良なものが多い。含有する角閃石は

0,lllm未満のものに限定される。生駒西麓産。412は有稜高杯 C2で稜部分は九い。415。 416は椀

形高杯Alに分類される。415がほぼ完形。416は脚部が完存、杯部は1/10程度残存している。 2

点共に椀形高杯の中でも杯部が浅いもので、415に ついては高杯に分類したものの、庄内式期に

盛行する小形器台の祖形になる可能性がある。色調は共に淡褐灰色。生駒西麓産である。417は

椀形高杯 Blである。完形品で口径14.5cm、 器高9.8cm、 裾部径9,5cmを測る。脚部にスカシTとが

3個穿たれている。色調は淡褐灰色である。

S W6006出土遺物 (第 132・ 133図、図版五―・一〇二・一〇三)

5点 (418～ 422)を図化した。内訳は壺 1点 (418)、 奏 2点 (419。 420)、 鉢 1点 (421)、 高

杯 1点 (422)である。

壷

418は広口壷A3である。口頸部が大きく外反して伸びるもので、内傾して上部にわずかに肥厚
する端面に 1条の沈線が巡る。顎部および体部の外面調整はヘラミガキ、体部内面はハケ調整が

行なわれている。色調は褐灰色である。胎土はやや粗く、 1´～ 4 11un大の長石が散見される。生駒

西麓産である。

甕

419は甕Aで、日径17.Ocm、 器高17.lcm、 底径4.5cmを測るも中形品のⅡに分類されもので体部
の形態はA2ヽ 口縁端部の形態は aである。底部は突出するもので、裏面はハ形態である。体部

外面のタタキ調整は三分割成形に沿って行われている。体部内面はハケナデ調整である。4201よ

倒卵形の伝部を有する甕Aで、底部を欠くが器高が24cm前後と推定されるため大形品のⅢに分類

0                  10                 20cm

第132図  S W6006出土遺物実測図
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される。体部形態はA2ヽ 口縁端部の形態は aである。体部外面は四分割成形に沿ってタタキ調

整を行なった後、散発的にハケメや上部では指ナデによリタタキが消されている。419。 420共 に

色調は褐灰色である。生駒西麓産である。

鉢

421は 中形鉢Aに分類される。口径21.7cm、 器高9。 3cm、 底径5,Ocmを 測る。底部は突出してお

り、裏面はハ形態である。体部外面は右上がりのタタキであるが上半ハヨコナデにより消されて

いる。色調は褐灰色である。生駒西麓産である。

高杯

422は有稜高杯B2の小片である。杯部は口縁部が外反せず直線的に伸びるもので、有稜高杯B2

に分類したが小片のため詳細は不明である。色調は淡橙色である。胎土中にスコープで確認され

る角閃石が含まれている。

(土器 S=1/8)

(S=1/40)

第133図  S W6006出土遺物位置図
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第43表 S W6001～ S W6006出土遺物器種別数量表 ※但 し、底部および不明を除く。

S W6001 S W6002 S W6003 S W6004 S W6005 S W6006 小計

広
　
口
　
壺

Al 5 1 2 8

A2 2 2

A3 1 3

Bl 3 4

C 1 1

長
頸
壺

A2 】
■ 2

A3 ■
■ 1

広口直口壺 1 3 4

二重
口緑
壺

A2 ■
■ 1

B 2 2

短頸直口壺A 1 1 2

台付壷 B2 1 2

甕

Al― I 5
】
■ 5 3 14

A2~I 5 8 15

A3~I 1 1

Al― Ⅱ 2 ０
０ 4 9

A2~Ⅱ Ｏ
υ 4 13 9 1

■
■
Ｏ
υ

A9-Ⅱ 3 1 5

Al― Ⅲ 1 1

A2~Ⅲ 1
つ
０

Ｏ
υ 6 1 15

A3~Ⅲ 2 2 6

A2~Ⅳ 1 1

A3~Ⅳ 1 1

有
稜
高
杯

B2 4 Ｏ
υ

■
■ 3 1 12

C2 2 1 6

Dl 2 2

椀
形
高
杯

Al 2 2

Bl 1 2

C 1

器
台
Al ■

■

B ■
■

小
形
鉢

A2 1

Bl 1 2 5 8

B2 2 Ｏ
υ

C ↓
上

軒]形鉢A 1 2

大形鉢 D 2 Ｏ
υ

合
付
鉢

A

B 1

有
孔
鉢

A 1 1
９

一

B 1

手焙形土器 B 「
止

合 計 34 ■
■
つ
０ 49 9 54 5 182
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第44表 S W6001～ S W6006出土遺物器種別比率表

全体

SW6001

SW6002

SW6003

SW6004

SW6005

Sh'6006

第45表 S W6001～ S W6006出土甕形土器口縁端部形態累計表

a

b C

d 小計
bl b2 b3 Cl C2 C3

Al― I 9 1
Ｏ
υ 14

A2~I 6 2 1 1 5 15

A3~I 1

Al― Ⅱ 3 Ｏ
υ 3 9

A2~Ⅱ 15 3 5 8 31

A9-Ⅱ 3 5

Al― Ⅲ
】
■

A2~Ⅲ 6 1 5 Ｏ
υ 15

A3~Ⅲ ■
■ 4 1 6

A2~Ⅳ １
■

■
■

A3~Ⅳ 1

合 計 42 15 0 0 2 12 1 27 99
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畦畔状遺構

畦畔状遺構6001(第 134図、図版五一)

2調査区中央部のⅦ-20-7D地 区で検出した。断面形状は台形状で、盛土は 2層で構成され
ており、下部が5B2/1青黒色粘土質シルトにN3/0暗灰色粘土質シルトのブロック、上部がN3/0暗

灰色粘土質シルトに10GY3/1暗緑灰色シル トのブロックである。規模は、上幅約3.7m、 基底幅

6.3m、 高さ0。 45mを測る。遺物は出土していない。なお、上部を構築面として弥生時代中期後

半の埋甕6001が存在しており、その上部に盛土された 1・ 2層 (第 134図参照)から古墳時代前
期初頭 (庄内式古相)の遺物が出上していることから、この部分については畦畔状遺構6002と し
て捉えた。

畦畔状遺構6002(第 134・ 135図、図版五一 。一〇三)

2調査区中央部のⅦ-20-7D地 区で検出した。畦畔状遺構6001の上部に、N3/0暗灰色粘土質
シルトと5B2/1青黒色粘土質シルトを台形状に盛り上げて構築されている。規模は、上幅約3.Om、

基底幅3.8m、 高さ0.2mを 測る。盛土内の出土遺物から、古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の時

期に構築されたものと考えられる。しかしながら、この畦畔状遺構に伴う耕作土層は断面観察の

結果では確認できず、さらに調査面的にも狭小である等の理由から、性格を決定付けるまでに至

らなかった。遺物は3点 (423～ 425)を 図化した。423は口縁部および外部外面上位に装飾が施さ

れた二重口縁壷である。復元口径15.3cmを 測る。扁球形の体部から直上に短く顎部が伸びた後、

大きく屈曲するもので、口縁部の外反度はゆるく端面は内傾する面を作る。口縁部は外面に波状

文と下端に竹管押圧円形浮文、内面にヘラミガキ調整が施されている。頸部外面は下端のタテハ

ケ以外はヨコナデ、内面はナデを施す。体部外面上位には、上下の櫛描き直線文の間に波長の短

い波状文が施文されている。体部内面は板ナデ後ナデが施されている。色調は灰白色で、胎土に

は0.5～ 211mのチャート・長石粒が多く含まれている。焼成は良好であるが、体部中位以下の器

壁剥離が顕著である。424は奏の小片である。復元口径16.8cmを測る。口縁端部を上方に肥厚さ

せ、タト傾する幅広の端面を作る。体部外面はタタキ調整を行なう。赤褐色の色調で、焼成は良好、

胎土中に0.1～ 2 almの長石・石英 。チャート粒を含む。425は V様式系甕に分類される。底部を除
く約1/2が残存している。体部外面は三分割成形によるもので、部分的にタテハケでタタキが消

されている。体部内面は下半にハケ調整がある以外はナデである。浅黄橙色の色調で、胎土中に

1上

〇
卜
め

．卜
∞
Ｉ
Ｉ
＝
Ｗ
＞

T,P.+7.00m

話器昂庭認ピ暫劣十イ
ト
1畦畔状遺構6002

甥庭峯暫鷲握塾方漂卍†:鴻曽羅緊皇営ケ,♀厭テ苫子ク1畦畔状遺構6001
N3/0皓灰色シルト(植物遺体のラミナ)
2.5GY4/1皓オリーブ灰色ンルト～極細粒砂
10BG7/1明青灰色砂質ンルト
5PB4/1暗青灰色粘土(植物遺体を含む)

第134図 畦畔状遺構6001・ 6002断面図

0        1        2m
9 N4/0灰色粘土質シル ト
10 10BG7/1明青灰色粘土
1l N7/0灰 白色中粒砂
12 10BG7/1明青灰色粘土
13 N4/0灰色粘土質シル ト(植物遺体を多量に合む)
14 N3/0暗灰色シル ト(植物遺体のラミナ)
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0.51nlll以下の長石・石英 。赤色酸

化土粒が含まれいる。非生駒西麓

産である。なお、425と 埋養6001

の内部から出土した土器片が接合

している。時期的には、古墳時代

初頭前半 (庄内式古相)に比定さ

″生よう。

畦畔状遺構6003(第 136・ 137図、

図版一〇三)

2調査区東部のⅦ-20-7・ 8

G地区で検出した。断面でのみ検

0                 10cm

第135図 畦畔状遺構6002出土遺物実測図

逝 8

章

出したもので、上幅約4.lm、 基底幅5,lm、 高さ0.5mを測る。5B2/1青黒色砂礫混粘上を台形状

に盛り上げて構築されている。盛土内から弥生時代後期 (畿内第V様式)に比定される土器片が

出土している。 3調査区の西端で検出された畦畔状遺構6004・ 畦畔状遺構6005と 一連のもので、

層位および堆積土、さらに出土遺物からも対応できるものである。しかしながら、畦畔状遺構

6002と 同様に生産域を示唆する耕作土層は確認できなかった。弥生時代後期前半を中心とする遺

物が出土している。弥生土器 3点 (426～ 428)を図化した。426は甕である。口縁部が「く」の

字に屈曲するもので、端部は外傾する面を有する。

体部外面上半に不定形の刺突文が横方向に連続す

る。褐灰色の色調で、胎土中に0.5～ 34111の長石が

散見されるほか、0.5111111以 下の角閃石が多量に含ま

れている。生駒西麓産である。4271ま深鉢形の体部

を有する小形の鉢である。1/2程度が残存しており、

口径9。 7cm、 底径5.Ocmを測る。底部は上げ底で、側

面は指頭圧痕が顕著である。淡赤橙色の色調で、胎

土中に0,1～ 3 HD4の長石・石英が散見される。428は

ドーナツ底を呈する底部の資料であるが器種は特定

できない。底径4.5cmを 測る。多量の角閃石の含有

が認められる。生駒西麓産である。出土遺物の時期

は、弥生時代後期前半に比定される。 第136図  畦畔状遺構6003出土遺物実測図

K

LR+7.00m  2  ノ
~

|,:影1喜量自畝壌彊軽圭1畦畔状遺構∞∝
2 N4/0灰色箔土
3 10BG7/1明 青灰色粘土
4 5B3/1明青灰色粘土質シルト     第137図 畦畔状遺構6003断面図

0        1        2m
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畦畔状遺構6004・ 畦畔状遺構6005(第 138。 139図、図版五二・五三 。一〇三・一〇四)

3調査区西部のⅦ-20-8H・ I地区で検出した。南北方向に伸びる畦畔状遺構6004の東側に
弧状を成す畦畔状遺構6005が取り付いている。上幅0.6～ 1.8m、 基底幅3.0～ 5,Om、 高さ0.5m
を測る大規模なもので、第Ⅶ層上面に盛土されたものである。水田に伴う大畦畔の可能性がある

が、調査範囲では畦畔状遺構の両側は自然堆積層で、水田作土は認められなかった。畦畔状遺構

交点部分の盛土内からは、弥生時代後期初頭頃に比定される土器が多く出土している。意図的に

埋め込まれたものである可能性があり、これが遺構構築の時期と考えられる。弥生土器13点

(429～ 441)を 図化した。429～ 433は壺である。429は扁球形の体部から外反して伸びる口頸部が

0                 10                20cm

第138図 畦畔状遺構6004・ 6005出土遺物実測図
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付 く広口壷である。底部を欠くが約1/2程度残存している。日径 H。 7cm、 体部最大径20.5cm、 復

元器高19.5cmを測る。淡褐灰色の色調で、胎土中に0.1～ 5 HIIll程度の長石・石英と0.51Mll程度の角

閃石を多量に含んでいる。4301よ 扁球形の体部を持つ広口壼である。日径11.7cm、 体部最大径
25.5cmを 測る。429と 同様生駒西麓産である。429・ 430共 に体部中位以下に媒の付着が認められ

る。431は二重口縁壺で、口頸部は完存している。口径14.lcm、 口頸部高5。 6cmを測る。4311よ

429。 430と 同様体部外面に煤の付着が認められ、火熱による円形の器面剥離が顕著である。

432・ 433は壺底部である。 2点共に生駒西麓産である。4341よ「く」の字に屈曲する口縁端部を
上方に肥厚させ、幅広の端面を作る甕である。体部外面はタテハケが行なわれている。生駒西麓

産である。435は甕の口縁部である。口縁端部は上下に肥厚させ、幅広で内傾する端面を作る。

生駒西捕産である。436は屈曲外反する口縁端面に 1条の沈線が巡る奏である。体部外面は水平
方向のタタキ、内面はヘラケズリが行われている。生駒西麓産である。437・ 438は壺と推定され

る。438は体部下半以下で器面剥離が認められる。共に生駒西麓産である。439。 4401よ高杯であ

る。439は高杯の杯部の小片である。 2点共に口縁部が直上方に伸びた後、端部付近で外折し幅
広の端面を作る。440の口縁部外面に波状文が施文されている。柱状部は長い筒状の形態を持つ。

柱状部径 5。 9cm、 柱状部高15。 5cmを測る。円板充填法により杯底部が形成されている。生駒西麓

産で微細な角閃石が多量に含まれている。出土遺物の時期は、弥生時代後期初頭 (寺沢・森井編

年の河内V-1様式)に比定される。
埋奏 (埋甕)

埋甕6001(第 140。 141図、図版五四 。一〇四)

2調査区中央部のⅦ-20-7D地区で検出した。畦畔状遺構6001の上部を削平した面で検出し
た。平面形状は円形状で径1.7～ 1.97m、 深さ0.3mを測る。断面は逆台形である。その内に、弥
生

:代

中期後半 (寺沢

(i3井

編年の河内Ⅳ-4様式)に比定される
1旨
奏が口縁部を東に向けて

単                                 〉

T,P.+6.70m

l N3/0暗灰色粘土質シル トに10GY3/1
暗緑灰色シル トのブロック

第140図 畦畔状遣構6001平面図および埋養6001平断面図 0           1          2m
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横位で埋められている。上圧により押し潰されているがほぼ完形に復元できる。掘方内および埋

奏内の埋土は暗灰色粘土質シルトに暗緑灰色シルトがブロックで混入するもので、やや粘性が強

いものである。出土遺物は掘方内からは出上していないが、埋甕内からは古墳時代初頭前半 (庄

内式期古相)に比定される甕の小片が出土している。この上器片が畦畔状遺構6002の 2層から出

上した (425)と 接合したため畦畔を構築した段階では、埋奏内への上砂流入が完全で無く一部

空洞部分があつたことが推定される。埋甕に用いられている大甕 (441)イよ、口径39cm、 器高47

cm、 底径 llcm、 体部最大径45,4cmを 測る。体部上位に最大径を持つもので、口縁部は外側に肥厚

して内傾する幅広の端面を形成するが平滑ではなく指頭圧痕が多く残存する。体部外面の調整は、

体部最上部を除く全体に縦位の密なヘラミガキが行なわれている。外部内面の調整は、中位に縦

位のヘラミガキがある以外はナデが行なわれている。底部は突出する平底で側面はヨコナデによ

る調整が行なわれている。穿孔や打ち欠き等は認められない。生駒西麓産である。なお、形状か

らみて土器棺墓の可能性があるが、埋甕内部における微細遺物分析、土壌理化学分析、脂肪酸分

析の結果からは人体を埋納した土器棺である可能性を積極的に示唆することは困難であるとされ

ていることから、ここでは埋甕とした。詳細については、第 4章第 2節を参考されたい。

0                  10                 20cm

第141図 埋甕6001実測図
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遺構に伴わない遺物

第Ⅱ層出土遺物 (第 142図、図版一〇五・一〇六)

12点 (442～454)を 図化した。古墳時代中期～江戸時代中期の遺物を含む。442～444は肥前焼

系の碗である。442は青磁染付碗である。見込みに淡い呉須により2条の圏線と五弁花を施文する。

1750～ 1780年代に比定される。3調査区のⅧ-16-8・ 9D地区出土。443はやや浅目の体部を有
するもので、体部外面に梅樹文と体部下半から高台部に3条の圏線を巡らす。見込みに蛇の目釉

剥ぎがある。1750～ 1770年代に比定される。1調査区のⅦ-19-5F地 区出土。444は体部外面に網
目文を施文するもの。1650～ 1670年代に比定される。3調査区のⅧ-16-8・ 9D地区出土。445は
備前焼の情鉢の小片である。17世紀末～18世紀初頭の所産であろう。 2調査区のⅦ-20-7E地
区出土。4461よ土師器小皿の小片である。13世紀代の所産である。 2調査区のⅦ-20-7・ 8H地
区出土。447は中国製青磁碗である。体部外面は蓮華文の上に櫛描文、内面劃花文が施文されてい

る。釉色はオリーブ灰色で光沢がある。横田・森田分類の龍泉窯系青磁碗 I-6b類 (12世紀中
頃～後半)に比定される。 3調査区のⅧ-16-8。 9E地区出土。448は灰釉陶器椀の小片であ
る。内面は淡灰緑色の釉、外面の残存部分は露胎である。 9世紀後半の所産か。 3調査区のⅧ―

16-8B地 区出土。4491よ大形のつまみを有する土師器杯蓋である。つまみ部分は完存しており、
径5。 Ocm、 つまみ高0。 7cmを測る。内面および破面に煤が付着している。 1調査区Ⅶ-19-3・ 4
DoE地 区出土。450は須恵器大甕の小片である。復元口径47.8cmを測る。口縁端部は垂下し幅広
の端面を作る。顕部は縦方向の平行タタキの後、回転ナデを行う。TK■ 2型式に類例が認めら
れる。平安時代前期の所産と考えられる。 3調査区のⅧ-16-8D地区出上。451は土師器甕の
小片である。復元口径19.8cmを測る。平安時代前期の所産と考えられる。1調査区のⅦ-19-3～
4D・ E地区出土。452は土師器の管状土錘である。長さに比して幅が大きい形態である。紐子とは

大きくl cmを 測る。 1調査区のⅦ-19-3・ 4C・ D地区出土。453は土師器の移動式竃の小片で
ある。焚き口の上部を曲げて庇とする曲げ庇系の亀である。外面にハケを多用している。褐灰色

の色調で、胎土中に角閃石の含有を認める。生駒西麓産である。 7世紀代のものか。 1調査区の

Ⅶ-19-5G地 区出土。454は平瓦である。凹面は模骨痕と細い布日、凸面は縦方向の縄ロタタキ
を施す。 2次加熱を受けたもので、色調は淡橙色を呈する。 1調査区のⅦ-19-5G地 区出土。
第Ⅲ層出土遺物 (第 143図、図版一〇六～一〇九)

24点 (455～478)を 図化した。古墳時代中期～平安時代後期に比定される遺物が出上している。

455は土師器の小形壺の小片である。復元口径8.4cmを測る。 5世紀代のものか。 1調査区のⅦ―

19-5G地 区出土。須恵器類は16点 (456～ 471)である。456・ 457は杯蓋で残存率は共に3/4以
上である。456がT K47型式 (5世紀末)、 457が T K10型式 (6世紀中葉)に比定される。456が

3調査区のⅦ-20-8」 地区、45アが 4調査区のⅦ-16-9。 10地区出土。458～ 466は杯身であ
る。458。 459は共に体底部が九味を持つもので、立ち上がりは内傾して直線的に伸び、端部は平

らで内傾する。T K47型式 (5世紀末)に比定される。460～462は立ち上がりが内傾して短く伸
びるもので、端部は丸く終わる。460の底部内面に焼き歪みが認められる。460。 461が T K10型

式 (6世紀中葉)、 462が T K43型式 (6世紀末)に比定される。458が 4調査区のⅧ-16-9・

10地区、459が 3調査区のⅦ-16-8F地区、460～ 462が 4調査区のⅧ-16-9・ 10地区出土。
463・ 464は浅く扁平な皿形の体底部で、立ち上がりは強く内傾した角度で短く伸びる。共に底部
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第143図 第Ⅲ層出土遺物実測図
外面は未調整で凹凸面が顕著である。T K217型式 (7世紀中葉)に比定される。463が 4調査区

のⅧ-17-10F地 区、464が 4調査区のⅧ-16-9・ 10A地区出土。465。 466は宝珠つまみが付
く杯蓋とセットになる杯身である。共に残存率は1/2程度である。底部裏面はヘラケズリ調整を

行う465と ナデを行う466がある。 T K217型式 (7世紀中葉)に比定される。465が 4調査区の

Ⅷ-16-9。 10A地区、466が 4調査区のⅧ-16-9A地 区出土。467は高台を有する須恵器小壷
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の小片である。 1調査区のⅦ-19-5G地区出土。468は須恵器甕の小片である。口縁端部から
やや下方に 1条の凸帯が巡る。初期須恵器 (5世紀前半)の範ξ推考えられる。 3調査区のⅧ―

16-8・ 9G地区出土。469は須恵器の無蓋高杯で、ほぼ完形品である。口径14.2cm、 器高11,5

cmを測る。杯部は浅い半円形で外面の上位に 1条の凸帯が巡る。脚部は円錐状で中位の沈線を境

として上部に波状文、下部にスカシ孔 5個を配する。杯内面と脚部外面に灰かぶりが認められる。

裾端部が外傾する面を持つ特徴などからT G232号窯と共通しており、 5世紀初頭の時期が推定

される。470・ 471は須恵器醒である。470は扁球形の体部から口頸部がラッパ状に開く返4あ る。

顕部外面に波長の短い波状文が施文されている。体部の上半全面に灰の降着がある他、底面には

火欅が認められる。円孔は径1.2cmで、注口として竹を挿入した場合、斜上方に向く角度に穿た

れている。T K216型式 (5世紀前半)に比定される。471はラッパ状に開く口顎部が付く盛の小

片である。焼成はやや不良で、色調が淡灰色のため視覚的には瓦質土器風を呈している。 7世紀

前半の所産である。469～ 471は 4調査区のⅧ-17-10E地 区出土。472は双子L円板の未製品であ

る。両面共にピンホール状の窪みがある他、片面には工具による擦痕が認められる。 2孔の孔径

は共に211mを測る。石材は滑石製である。 3調査区のⅧ-16-9E地区出土。473は深味のある
体底部を持つ瓦器小皿である。見込みに平行線状ヘラミガキが施されている。炭素付着は全体に

不良で見込みの一部を除いて灰白色を呈する。12世紀中葉の所産である。 3調査区のⅧ-16-

7・ 8G地区出土。474は以前から渋川廃寺の創建瓦と考えられている軒丸瓦である。いわゆる

高句麗様式の素弁 8弁蓮華文を主文とする。突出する中房の中央部に同規模の連子を1+5に配
する。弁は弁中央に細い稜線を持ち先端部に向かって幅が漸増する。弁端は尖形を呈しており、

弁端から隆起して短く伸びる細線で外区と繋がつている。弁間に珠文が配置されているが、確認

できた 3個すべてが欠損しており、隆起の程度を知り得たものはない。圏線は幅広で隆起の高く、

そこから外区端迄 6 HIrl前後は平坦な平縁を形成している。焼成は堅緻で、色調は灰白色を呈する。

胎土には 1～ 3 alHIの 長石・石英が散見される他、スコープで角閃石の含有が認められる。飛鳥時

代前半 (7世紀前半)が推定される。本例を含めて4例の出土が知られており、そのなかで本例

が最も遺存部分が大きい。 3調査区のⅧ-16-8。 9G地区出土。475は複弁 8弁蓮華文軒丸瓦
の小片である。中房は凸形で高い。花弁は複弁で子葉を隆起した2条の線で表現している。花弁

を区画する間弁は先端で大きく三角形状を呈する。外区は平縁で大きい珠文が巡る。色調は赤褐

色で胎土は l llm程度の長石・石英が散見される他、スコープで角閃石の含有が認められる。近接

する位置で行われた第33次調査では、同紋の軒九瓦が出上しており、中房の形態が明らかである。

それによれば、中房は凸形で大きく連子の配列は圏線内に小粒の連子を1+8に配し、その外側
に大粒の連子を8個が巡る特異なもので、管見ではここ3例以外類例を知らないが朝鮮新羅系古

瓦に類似したものが認められる。奈良時代前半 (8世紀前半)の ものか。 3調査区のⅧ-16-9

E地区出土。476は平瓦片である。凹面には細かい布目痕が残存する他、へら先を使用した草書

体の線刻文字が縦二行以上に亘って存在する。そのうちの右側の一字は「寺」ないしは「寿」の

可能性がある。火中したもので凹面及び破面部分に煤の付着が認められる。凸面には横方向の単

位の太いタタキが施されている。胎土は良好で l al14以下の長石粒が散見される。 1調査区のⅧ一

18-3,4地区出土。477は土馬で4脚および尻尾の先端部分を欠く。飾馬で粘土紐により各部
および鞍部分が写実的に表現されている。頭部は細日で長く表現されている。顔部のうち口につ
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第144図 第Ⅳ層出土遺物実測図
いては、竹櫛状の物で刺突され内側に窪むもので、横からは口元がわずかに見える程度である。

日は半載した細い竹管を押圧することにより九く表現されるが、片方は半分程度である。鼻孔の

表現はない。耳は片方が遺存しており、わずかに前方に傾く形に貼り付けられている。額部から

顎部にかけて粘土紐の貼付けが行われており、頭部から額部については「白徴」と呼称される白

いアクセント模様を表現したものと推定される。重部分は粘土紐の先端を摘み上げ、高さを強調

する形で表現されている。胴部から脚部については、馬の特徴が忠実に表現されており、尻尾は

太く少し上がった後先端は下方に向く。馬具としては、鞍があり、障泥の上に鞍橋を構成する居

-201-



木以外の前輸、後輪が表現されている。鐙は「L」 字形を呈する。赤褐色の色調で胎土は精良で

ある。時期は 7世紀中葉～ 7世紀後半が考えられる。 1調査区のⅦ-19-4H地区出土。478は
管状土錘である。全長11.Ocm、 幅3.2cm、 紐孔幅0。 6cmを測る。 2調査区のⅦ-20-6B地区出
土。

第V層出土遺物 (第 144図、図版一〇九 。一一〇)

18点 (479～496)を図化した。古墳時代前期～奈良時代末の遺物が含まれている。479。 480は

土師器鉢で480が完形品である。479は浅い半円形の体部に強く外折する口縁部を有する。4801ま

深目の体部に直口の口縁部が付く。口径12.2cm、 器高5.8cmを 測る。479が 5世紀中葉前後、480

が 6世紀後半に比定される。479が 2調査区のⅦ-20-6D地区、480が 3調査区のⅧ-16-9F

地区出土。481は土師器杯である。ほぼ完形品で口径13.8cm(器高4.8cmを測る。内面に放射状暗

文が施文されている。 7世紀前半の所産である。 1調査区のⅦ-19-3・ 4E地区出土。482～

485は土師器奏である。4821ま布留式甕の属性の一つである口縁端部の肥厚形態が形骸化した段階

の甕と考えられる。 5世紀前半の所産である。 2調査区のⅦ-20-7F地区出土。483は布留式
奏で口縁端部の内面肥厚が最も発達した段階のもので、古墳時代前期中葉 (布留式中相)に比定

される。 2調査区のⅦ-20-7G地区出土。484・ 485は 口縁部が「く」の字に屈曲するもので、
口縁端部が九く終わる。484の体部外面は縦位のハケメを多用 している。 5世紀後半～ 6世紀前

半の所産か。484が 2調査区のⅦ-20-6A地区、485が 4調査区のⅧ-17-10D地 区出土。486
は椀形の杯部を有する土師器高杯である。復元口径 15。 5cmを測る。 5世紀中葉の所産である。 3

調査区のⅧ-16-8・ 9G地区出土。487・ 488は土師器土釜の小片である。 2点共に口縁部は外

反して大きく開くもので、体部上位に水平方向に伸びる鍔が付 く。色調は褐灰色で胎土中に角閃

石が散見される。本例を含めてこの種の土釜については、いわゆる生駒西麓産の胎上が使用され

たものが通有である。共に4調査区のⅧ-17-10B地区出土。489。 490は須恵器杯蓋である。共

に完形品で489が口径11.8cm、 器高4.5cm。 490が口径 13。 2cm、 器高4.8cmを測る。共に天丼部に灰

かぶりが認められる。489の胎土中に微細な黒色粒子が無数に見られる。489が T K47型式 (5世

紀末)、 490が T K23型式 (5世紀後半)に比定される。489が 4調査区のⅧ-17-10B地区、490

が 4調査区のⅧ-16-9。 10B地区出土。491。 492は須恵器杯身である。492が完形品で、491が

1/4程度残存している。492は 口径10,5cm、 器高4.8cmを 測る。491が T K216型式 (5世紀前半)、

492が T K47型式 (5世紀末)に比定される。491が 2調査区のⅦ-20-7E地区、492が 4調査
区Ⅷ-17-10B地 区出土。493は須恵器の把手付椀の小片と推定される。体部中位の 2条の凸帯

を境として、上下に波状文が施文されている。体部下半は静止ヘラナデによる調整が行われてい

る。底部裏面に「×」の記号が認められる。初期須恵器の範疇のものであるが、型式は限定でき

ない。 3調査区のⅧ-16-8F地区出土。494は須恵器の小形壷で口頸部を欠く。平城宮分類の
壷Mにあたる。奈良時代末期の所産と考えられる。 2調査区のⅦ-20-8G地区出土。495は須
恵器甕の小片である。口顎部は大きく外反するもので、口縁端部は上下に肥厚する。体部外面は

縦方向のタタキの後、水平方向のカキメ、体部内面は青海波タタキが行われている。 5世紀後半

の所産と推定される。 4調査区のⅧ-17-10B地 区出土。496は 口縁端部下半に 1条の凹線を持
つ小形の須恵器壷である。体部外面は縦方向のタタキの後、横方向に沈線を巡らす。 5世紀後半

の所産である。 4調査区のⅧ-16-9・ 10B地区出土。
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第145図 第V層出土遺物実測図
第V層出土遺物 (第 145図、図版一一〇・一一―)

各調査区から出土した。図化したものは12点 (497～508)である。時期的には古墳時代前期半

(布留式古相)～古墳時代後期に至る。497は口径が体部最大径を凌駕する土師器の小形丸底壼で

ある。復元口径9.8cmを 測る。器面調整は剥離のため不明瞭。古墳時代前期前半 (布留式古相 )

に比定される。 2調査区のⅦ-20-6D地区出土。498は九底の底部を有する土師器の小形壷で
体底部の一部が欠損する以外は完存している。口径10,Ocm、 体部最大径11.8cmを測る。器面調整

は口縁部外面がヨコナデ、体部外面は中位より上部がナデ、下半はヘラケズリが行われている。

体部内面はヘラケズリが行われている。色調は灰白色で胎土中に0.5nlll未満の長石・石英・赤色

酸化上が多量に含まれている。非生駒西麓産。時期的には497と 同様か。 1調査区のⅦ-19-
4・ 5H地区出土。499は土師器奏である。全体の約1/2が残存している。全簿にやや雑な作りで、
胎土も粗く1～ 5 1unの長石・石英が多く含まれている。古墳時代前期後半 (布留式新相)の所産

か。 2調査区のⅦ-20-7G・ H地区出土。500はやや深目の体部を有する土師器鉢の完形品で
ある。口径12.8cm、 器高6.Ocmを測る。器面調整は底部外面がヘラケズリ、他はナデを施す。 6

世紀代の所産と考えられる。 3調査区のⅧ-16-8E地区出土。501・ 502は土師器高杯で共に裾
部を欠く。501はやや深目の杯部を有するもので、口径14.7cm、 杯部高5。 2cmを 測る。502は浅目

の杯部を有するもので、柱状部はやや太く内面に粘土紐の接合痕が明瞭に残っている。501が 5

世紀前半。502が 6世紀代に推定される。共に 1調査区のⅦ-19-3。 4地区出土。須恵器は 6

点 (503～508)である。503・ 504は杯蓋で残存率は503が3/4、 504が1/2である。にぶい稜を持ち

天丼部上面が凹状になる503と稜が無く天丼部が九味を持つ504がある。503の天丼部内面に青海
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第146図 第Ⅵ層出土遺物実測図
波タタキが認められる。共にT K10型式 (6世紀中葉)に比定される。503が 1調査区Ⅶ-19-
3。 4地区、504が 4調査区Ⅷ-17-10E地 区出土。505・ 506は共にやや小振りの杯身で、残存
率は505がほぼ完形、506が2/3である。506の受部から立ち上がりの下部に焼成時に溶着した須恵

器片が認められる。T K47型式 (5世紀末)に比定される。506・ 507は共に4調査区のⅧ-17-

9・ 10地区出土。507は焼き歪みのため受部の部分が変形している他、受部に焼成時に溶着した

須恵器片が認められる。なお、体底部外面に自然釉が厚く降着していることから、蓋身を一対と

して窯入れの際に507の底部が上になるように置かれていたものと推定される。M T15型式 (6

世紀前半)に比定される。 4調査区のⅧ-17-9・ 10B地区出土。508は提瓶の口顎部と推定さ
れる。口頸部は完存しており口径8.8cln、 口頸部高5。 2cmを測る。 6世紀後半の所産か。 1調査区

のⅦ-19-3・ 4地区出土。

第Ⅵ層出土遺物 (第 146図、図版一一―・一一二)

l調査区で検出した河川堆積層を中心として遺物が出上している。量的には少量でローリング

を受けたものが大半を占めている。時期的には弥生時代前期～古墳時代中期初頭のものである。

15点 (509～ 523)を 図化した。掲載した土器類は全て 1調査区から出上したものである。509は

如意形口縁を持つ弥生時代前期の甕の小片である。頸部に6条の沈線が施されている。色調は淡

褐灰色で胎土中に l allll程度の長石・チヤート・角閃石を多く含む。寺沢・森井編年の河内 I-3
様式に比定される。510は二重口縁壺の口頸部で約1/4が残存している。復元口径18,Ocmを測る。

口縁部外面に竹管文が施文されている。全体にローリングを受けている。淡褐灰色の色調で、胎

土中に l llull以下の長石・石英。チャートが含まれている他、スコープで角閃石の含有が認められ

る。弥生時代後期後半に比定される。509・ 510共 に 1調査区のⅦ-19-4・ 5地区出土。5111よ

甕の底部である。底部は完存しており、底径 5。 2cmを 測る。生駒西麓産特有の褐灰色の色調で、

胎土中に0.5allll以下の角閑石を多量に含有している。弥生時代中期のものか。 1調査区のⅦ―

19-4DoE、 5F・ G地区出土。5121よ奏ないしは鉢の底部と推定される。やや突出気味の底
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部で底径2.8cmを 測る。体部外面にタタキ調整が行なわれている。色調は赤褐色で、胎土中にス
コープで確認できる角閃石が含まれている。 1調査区のⅦ-19-4・ 5G地区出土。弥生時代後
期に比定される。513・ 514は畿内V様式の甕である。5131ま体部上半から口縁部にかけての刀ヽ片
である。復元口径14.Ocmを測る。514は突出した平底の底部で底径5,Ocmを測る。色調は共に淡褐
灰色で、胎土中にスコープで確認できる角閃石を含んでいる。513が 1調査区のⅦ-19-4・ 5
地区、514が 1調査区のⅦ-19-4DoE、 5F・ G地区出土。515。 516は共に小形鉢の底部で
ある。515が上げ底、516が平底である。色調は515が灰白色、516が淡褐灰色である。共にスコー

プで角閑石の含有が認められる。弥生時代後期に比定される。515。 516共に 1調査区のⅦ-19-
4DoE、 5F・ G地区出土。517は台付壺ないしは奏の脚部と推定される。脚部はほぼ完存し
ており、脚部高4.2cm、 脚部径9.Ocmを測る。褐灰色の色調である。スコープで角閃石の含有が認
められる。弥生時代後期に比定される。 1調査区のⅦ-19-4・ 5地区出土。518は口径が体部
径を凌駕する土師器の小形丸底壷である。残存率1/2以上。口径9,Ocm、 器高7.Ocm、 体部最大径
8.Ocmを測る。内外面の器面調整はローリングを受けており不明である。古墳時代前期前半 (布
留式古相)に比定される。 1調査区のⅦ-19-4・ 5地区出土。519は 口縁部が二段に屈曲する
大形の鉢である。体部外面はヨコハケ、体部内面は屈曲部以下にヘラケズリを行う。山陰地方か
らの搬入品である。518と 同様、古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される。 1調査区の
Ⅶ-19-4D・ E、 5F・ G地区出土。520は布留式奏の小片である。全体に器壁が厚く口縁端
部の肥厚が大きい特徴を持っている。古墳時代前期後半 (布留式新相)に比定される。 1調査区
のⅦ-19-4DoE、 5F・ G地区出土。521～ 523は土師器高杯である。521は高杯の杯部片で
ある。杯部は明瞭な稜を作らず口縁部が斜上方に直線的に伸びる。内外面共に化粧上の塗布と体
部下位にヘラケズリが行われている。なお、焼成時に生じたピンホール状の剥離が内外面の全面
に認められる。523は小形高杯の脚部である。時期は521・ 522が古墳時代前期前半 (布留式古相)、
523が古墳時代中期初頭に比定される。521が 1調査区のⅦ-19-4・ 5G地区、522が 1調査区
のⅦ-19-5H地区、523が 1調査区のⅦ-19-6H・ I地区出土。
第ⅥI層出土遺物 (第 147図、図版一一二)

弥生土器の広口壺 1点 (524)を 図化した。524は球形の

体部から斜上方に外反して伸びる口頸部が付くもので、口

縁端部は上方に拡張され幅広の端面を形成している。底部

は突出する平底である。ほぼ完形に復元が可能で、口径

14.Ocm、 器高21,8cm、 体部最大径22,4cm、 底径5。 2cmを測

る。体部外面および口頸部外面はヘラミガキ、体部内面は

板ナデ調整が行なわれている。色調は淡橙色で、胎土中に

l aull以下の長石・石英が多量に含まれている他、スコープ

で角閃石の含有を認める。弥生時代後期後半に比定される。

4調査区のⅧ-16-9」 地区出土。
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第 立早 自然科学分析

第 1節 久宝寺遺跡第29次調査 (K H99-29)に伴 う花粉分析
総合科学株式会社 水谷陸彦

1.調査概要
1)業務名

久宝寺遺跡第29次調査 4調査区 (K H99-29-4)に 伴う花粉分析
2)目的

八尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事業に先立って、継続的に発掘調査が行われ

ている。調査地全体では、弥生時代後期以降から現在までに堆積した地層がみられる。今回の第

29次調査では弥生時代後期～古墳時代中期の地層がみられ、主な遺構として古墳時代前期の水田

跡と、弥生時代後期の地層に畦畔状の高まりがあった。畦畔状の高まりによって囲まれた内側の

地層が堆積した時代と水田跡が形成された時代の、遺跡周辺の植生を考える。

3)調査地

大阪府八尾市渋川

4)履行期間
平成12年 9月 29日 ～平成12年 11月 30日

5)分析試料の数量

花粉分析 :44点

6)分析試料の採取位置
分析試料の採取位置を図-1の平面図、図-2の壁面図・柱状図に示す。
第4画く古境時代前期の水田面〉

亀      島

&      &

ィ=k__、
63 3eO

分析試料 K29-28～ 35採取

豊       宅

0      5     10ra

図-1 4調 査区内の試料採取位置図

分析試料 K29-36～ 44採取分析試料 K29-1～ 27採取
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T.P,+8,00m

T,P.+7.00m

分析試料K29-1～ 36を 採取した壁面

爾 E~涌 YR5/2灰黄褐色シルト混しり粘土。斑紋あり。
上面が古墳時代中期～奈良時代のベース。

第6層 上半部は粘土質シルト、
下半部はシルト質細粒砂。斑故あり。 コ28 第2層  2.5GY4/1暗オリープ灰色シル ト～粘土質シル ト。

炭化植物少量含む。

柱状図 (分析試料K29-28～ 35)

第AjE 2 5GY4/1晴 オリープ灰色粘土～シル ト。下部ラミナあり。

第B層  7 5GY5/1緑灰色粘土。炭化植物含む。

第D層  75Y3/1オ リープ黒色中粒砂～細礫多く含む粘土。

第E層  75Y3/1オ リープ黒色粘土質シル ト.

第Gtt SGY4/1暗オリープ灰色粘土質ンル ト。

柱状図 (分析試料K29-36～ 44)

|

X

申
陣
鷲

“

５。
ｃｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

Ｆ

Ｌ

Ｆ

Ｌ

Ｆ

Ｌ

Ｆ

Ｌ

Ｆ

Ｌ

第 7層  シル ト賀粘土。レンズ状に細粒砂が挟在。

,史 L聖 茎ゴSrlオ リープ灰色ンル トと細粒砂の互層。
B 
第 12層 2 5GY4/1暗オリープ灰色粘土質シリレト。

9___幽 Qブロツク混しり。
第 0膚  25Y5/1費灰色粘土。シル トのプロック混じり。

Ю輛 戸警怒詫崩摺瑠朕廷努迪ゴ契男膀需 yら混賊
|!E〕常ΞコE辮 み彗婁討テ

'∃

i!ζ里,轟継り。

十二多繭巨E亜 喋】々 1暗緑灰色シル ト混じり粘上。炭化植物多量含彎。

第lS層  7 5YS/1灰 色ンル ト～粘質シル ト。一部ラミナあり。

|:い
額 も層 ア sGYf/1晴緑灰色ンル ト混じり粘上。炭化物多量含む。

18 
第17層 7 5GY4/1暗緑灰色ンル ト～粘土。―部ラミナあり。

第18層 2.SGY4/1暗オリープ灰色シル ト～粘資シル ト互層。

第19旧  2 5GY4/1暗オリープ灰色粘土。上部植物遺体多量含む。
炭酸鉄みられる。

第20層  5GY3/1暗 オリープ灰色粘土。炭化植物あり。
炭酸鉄少量みられる。

静 石ぉ詭

―
チずギ野拝語憩授を

y母
や混じり粘土。炭朧 物含む。

曳
違 汗 1蔽 万轟 灰3)レ

「
プロック混じり粘土。

P:ユ凍 √ 豪尋万1譜ォリープ灰色シルト混じり粘土。

第21層

第22層

10Y4/1灰色粘土。植物遺体含む。

7 5GY4/1暗繰灰色シル ト質粘上。

炭酸鉄少量みられる。

柱状図 (分析試料 K29-1～ 27)
‐m50
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Ｒ
Ｙ
）
中
巾
葉
“

T.P.+7.00m L

分析試料K29-36～ 44を採取した壁面

図-2 壁面図・柱状図

T.P.+6.50m
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2.分析方法
試料からの花粉化石抽出およびプレパラートの作成は、以下の手順で行った。

(1)湿潤重量で20g程の試料を10%水酸化カリウム水溶液に室温で 1日浸す。

(2)砂粒および植物片の除去。

(3)傾斜法により粘土鉱物およびフミン酸の除去。

(4)蒸発皿処理によるシルト粒および植物片の除去。

(5)塩化亜鉛 (飽和水溶液)に よる重液分離 (800r.p.m。で15分、その後2000rep.m。 で10分間、遠

心分離)。

(6)フ ッ化水素酸処理 (室温で 1日 )。

(7)ア セトリシス処理 (1分間湯煎)。

(8)グ リセリジェリーで封入。

(9)ネ イルエナメルで密封。

上記の方法で各試料 2～ 5枚のプレパラートを作成した。花粉の同定は、オリンパスの生物顕

微鏡 (BH2)で 主に400倍 (接眼10倍×対物40倍 )、 必要に応じて1000倍 (接眼10倍×対物100
倍)の鏡下で行った。集計はメカニカルステージを用いて木本花粉の総数が200個 を越えるまで

同定・計数を行い、その過程で検出される草本花粉やシダ・コケ胞子についても同定・計数した。

出現率の計算は、木本花粉の総数を基数として行った。

3.分析結果
花粉化石の産出状況を表-1に、花粉ダイアグラムを図-3①、②と図-4①、②、図-5①、
②に、産出頻度が低かったタクサを表-2①、②に示す。
今回採取し分析した44試料全てから花粉化石は産出した。試料全体の産出傾向として、木本花粉

と草本花粉は少なくシダ・コケ胞子が多かった。特に、K29-28の試料では木本花粉が産出しな

かった。また、K29-1、 2、 10、 23、 29、 30、 32、 34、 42、 43の試料では、木本花粉の含まれ

る割合が非常に低かった。

花粉ダイアグラムとして、木本花粉の総数が少ない試料は花粉 ユ粒の産出で出現率に大きな違

いが出てくるためグラフ化しないことが多い。表-1において◎印が付いていない試料が、木本
花紛の総数が少ない試料である。これではダイアグラムにならないので、多少異常な出現率であ

るかもしれないが、産出傾向をすこしでも視覚的にとらえるために、表-1において◎と○印が
付いている試料までを花粉ダイアグラムとして表した。

産出した木本花粉としては、ほlF全試料においてアカガシ亜属 (CycFο baFanop誌)が非常に

多 く、クリ属 (Casιanea)や シイ属・マテバシイ属 (CastanOpsf―Pasanfa)、 コナラ亜属

(Qvercws)、 ブナ属 (脆gys)ハ ンノキ属 (AFnws)な どの広葉樹の花粉も伴われた。針葉樹の

花粉では、コウヤマキ属 (&力どopFtys)が多く、マツ属 管bys)やモミ属 (/1わ Fes)、 ツガ属
(Tswga)ス ギ属 (Cryptomerfa)な ども産出した。

草本花粉としては、イネ科 (Gramineae)と ヨモギ属 (Artemねの が多く、カヤツリグサ科

(Cyperaceae)や キク亜科 (Carduoideae)、 セリ科 (Umbelliferae)な どが伴われた。
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表-1 分析重量と花粉化石産出状況

試料番号

分析重量

(湿潤重量 )
g

産出状況 試料番号

分析重量
(湿潤重量)
g

産出状況

K29-1 23.18 △ K29--23 18.61 △

K29-2 20.57 △ K29--24 17.13 ○

K29-3 27.77 ○ K29-… 25 17.46 ○

K29-4 20,95 ○ K29-26 15.57 ○

K29-5 25.32 ◎ K29-… 27 20,79 ○

K29-6 18.51 ◎ K29-28 24.46 ×

K29-7 26。22 ◎ K29-29 24.22 △

K29-8 18.94 ◎ K29-30 20.93 △

K29-9 23.95 ○ K29-31 17.45 ○

K29-10 21.56 △ K29-32 24.83 △

K29--11 22.12 ○ K29-33 20.08 ○

K29--12 20.41 ○ K29--34 18.78 △

K29--13 18。30 ○ K29-35 22.61 ○

K29--14 16。56 ○ K29-36 18.73 ◎

K29--15 19。93 ○ K29--37 22.30 ○

K29-16 22。92 ○ K29-38 20,07 ◎

K29-17 21.02 ◎ K29-… 39 16.25 ○

K29-18 20,00 ◎ K29-40 19.84 ○

K29-19 22.02 ○ K29--41 21.63 ○

K29-20 18.52 ◎ K29-42 18.55 △

K29中-21 17.36 ○ K29-43 18。38 △

K29-22 16.73 ○ K29--44 31.95 ○

シグ・コケ胞子では、オシダ科―チヤセンシダ科 (Aspidaceae― Asplenniaceae)を 含んだ単条

溝の胞子が多く、三条溝の胞子も比較的高率であつた。

◎ :木本花粉50個以上

△ :木本花粉 1～ 10個未満

4.古植生 。古気候
1)分帯

分析結果で述べたように、今回分析をした全試料における花粉化石群集の特徴は、アカガシ亜

属が多いことである。花粉帯としてはアカガシ亜属帯のひとつである。

花粉亜帯としては2つの亜帯に分けられる。K H99-29花粉ダイアグラム I(図 -3)でみると
1つの亜帯は、高率のアカガシ亜属にブナ属、コナラ亜属、クリ属、シイ属―マテバンイ属、ニ

レ属―ケヤキ属、エノキ属―ムクノキ属、カエデ属などの広葉樹と、コウヤマキ属やモミ属、二葉

マツ類 (同定結果では不明マツ属が大半であるが、二葉マツ類か五葉マツ類かが同定できるものは

ほぼ全てが二葉マツ類であることから、不明マツ属は二葉マツ類であると考えられる)な どの針

○ :木本花粉10～ 50個未満

× :木本花粉が産出しない
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表-2①  KH99-29 産出頻度が低かった花粉タクサ
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表-2② KH99-29 産出頻度が低かった花粉タクサ
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花粉ダイアグラムI 花粉ダイアグラムⅡ 花粉ダイアグラムⅢ

アカガシ
亜属帯

ブナ属―クリ属亜帯 K29-1～ 21の試料 K29-28～ 35の試料 K29-36～39の試料

コウヤマキ属亜帯 K29-22～ 27の試料 K29-40～44の試料

葉樹が伴われるK29-1～ 21試料のブナ属―クリ属亜帯である。もう 1つの亜帯は、高率のアカガ

シ亜属に広葉樹としてコナラ亜属やシイ属―マテバシイ属、クマシデ属などは伴われるがブナ属

やエレ属―ケヤキ属、エノキ属―ムクノキ属、カエデ属などがほとんど産出せず、針葉樹ではコウ

ヤマキ属が高率で二葉マツ類は伴われるがモミ属がほとんど産出しないK29-22～ 27試料のコウ

ヤマキ属亜帯である。

K H99-29花粉ダイアグラムⅡ (図 -4)で はK29-28～ 35試料がブナ属―クリ属亜帯、KH
99-29花粉ダイアグラムⅢ (図 -5)で はK29-36～ 39試料がブナ属―クリ属亜帯で、K29-40～
44試料がコウヤマキ属亜帯である。

2)古植生・古気候
(1)古植生

花粉化石群集にもとづき、各花粉帝・亜帯を設定した地層が堆積した時代の古植生と古気候を

考える。

アカガシ亜属帯ブナ属―クリ属亜帯 (K29-1～ 21・ K29-28～ 35・ K29-36～ 39)

アカガシ亜属の花粉が非常に高率に産出しクリ属やシイ属―マテバンイ属の花粉が伴われるこ

とから、遺跡周辺の植生はアカガシ亜属が優占しクリ属やシイ属―マテバシイ属などが混じる暖

温帯常緑広葉樹林であったと考えられる。また、低率ながらニレ属―ケヤキ属やエノキ属―ムクノ

キ属そしてヤナギ属の花粉が産出することから近くに河畔林があり、ハンノキ属の花粉の産出か

ら湿地にハンノキ属が生育していたと考えられる。高率なコウヤマキ属の花粉と高率ではないが

モミ属やツガ属やスギ属、ブナ属、コナラ亜属、カエデ属の花粉も産出することから、後背地で

ある生駒山地や金剛山地の高標部には中間温帯林や冷温帯南部の落葉広葉樹林があったと推定さ

れる。

この花粉亜帯は第 1層～第18層 と第A層、第B層に設定されている。これらのうち第 2層 ～第
8層は、水田畦畔状の高まりに囲まれシルトあるいは細粒砂のブロックが混じることから、作土

層と考えられている。花粉分析の結果では、イネ科の花粉が第 6層から採取したK29-3試料で最
も高率に産出し、他の作土層から採取した試料でもイネ科の花粉が比較的高率である。花粉分析

の結果は、第 2層 ～第 8層を作土層と考えることに矛盾しない。また、第 3層～第 5層の分析結

果で特徴的なこととして、各土層の上部と下部から採取した試料を比べると下部から採取した試

料の方がより多くの花粉を含んでいる。これは、各土層の上部が下部に比べて紫外線を受けやす

く、本来含まれていた花粉の膜が傷み化石として残らないためではないかと考えられる。このこ

とも作土層であるということと関係している可能性がある。
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コウヤマキ属亜帯 (K29-22～ 27。 K29-40～ 44)

この亜帯でもアカガシ亜属の花粉が非常に高率に産出することから、遺跡周辺の植生はアカガ

シ亜属を主体とする暖温帯常緑広葉樹林であったと考えられる。ただし、上位のブナ属―クリ属

亜帯と比べると、クリ属やエノキ属―ムクノキ属、ニレ属―ケヤキ属、ブナ属、カエデ属、モミ属

などの花粉がほとんど産出しない。また、後背地の高標部に生育していたと考えられるコウヤマ

キ属が、この亜帯では高率になっている。これらのことから、遺跡周辺から後背地までの植生が

何らかの理由で多少破壊され単純なものになったと考えられる。

(2)古気候

推定される暖温帝常緑広葉樹林の古植生から、気候による植生帯区分の暖温帯に属し現在の大

阪平野と同じぐらいの暖かさであったと考えられる。

5。 他の分析結果との比較

1)22次および25次調査結果との比較

22次および25次調査では、ともに弥生時代後期～古墳時代前期の地層が分析されている。今回

調査における弥生時代後期～古墳時代前期の花粉化石群集の特徴、アカガシ亜属の花粉が非常に

高率に産出しクリ属やシイ属―マテバシイ属の花粉が伴われることは、22次・25次調査の花粉分

析結果と類似している。一方、ヤナギ属とともにニレ属―ケヤキ属やエノキ属―ムクノキ属の花粉

が低率ながら連続して産出することは、今回調査花粉分析結果のみの特徴である。

2)他の遺跡との比較
久宝寺遺跡の周辺には亀井遺跡や加美遺跡、瓜生堂遺跡など多くの遺跡が点在している。これ

らのうち、今回分析をした弥生時代後期と古墳時代前期に堆積した地層があり、その地層の花粉

分析を行っているいくつかの遺跡の分析結果と今回の分析結果を比較する。

亀井遺跡では、含貝海成層の直下から弥生時代そして古墳時代前期～中期の地層およびそれ以

後の地層が分析されている (那須・坂本,1980)。 那須・坂本 (1980)では遺跡周辺の基本的な

森林植生はカシ林を主とする暖温帯照葉樹林で、この森林植生は古墳時代まであまり極端な破壊

を受けなかったと考えられている。また、亀井北遺跡では、パリノ・サーヴェイ(株)(1987a,b)

の花粉分析結果がある。この遺跡では主に弥生時代後期から古墳時代の地層が分析され、カシ類

を中心とした照葉樹林が広く分布していたと推定されている。

瓜生堂遺跡ではD地区、E地区、F地区、H地区、 I地区、 J地区において弥生時代から庄内

式期、古墳時代の地層が分析されている (安田,1980,1981,1982な ど)。 安田 (1981)で は、

弥生時代後期から古墳時代の瓜生堂遺跡周辺にはカシやシイの照葉樹林が存在したと考えられて

いる。そして、遺跡周辺で照葉樹林が切り開かれアカマツの二次林が拡大するのは歴史時代おそ

らく近世以降のことであると考えられている。

以上、久宝寺遺跡の周辺の遺跡でも弥生時代後期～古墳時代の遺跡周辺には暖温帯の常緑広葉樹

林 (照葉樹林)が広がっていたことがうかがえる。

-220-



花粉化石同定・計数結果(粒数)①
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花粉化石同定・計数結果(粒数)②
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花粉化石同定・計数結果(粒数)③
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花粉化石同定。計数結果(粒数)④
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6。 まとめ

今回の花粉分析では、以下のことが明らかになった。

(1)花粉化石群集にもとづき下位よリアカガシ亜属帯のコウヤマキ属亜帝とブナ属―クリ属亜帯
に分帯される。

(2)ア カガシ亜属帯のコウヤマキ属亜帯とブナ属―クリ属亜帯の地層が堆積 した時代の遺跡周辺

の植生は、アカガシ亜属が優占する暖温帯の常緑広葉樹林で、現在の大阪平野と同じぐらい

の暖かさであったと考えられる。

(3)ブナ属―クリ属亜帯に比べるとコウヤマキ属亜帯の時代は、遺跡周辺から後背地までの植生

が何らかの理由で多少破壊され単純なものになったと考えられる。

(4)花粉分析結果は第 2層～第 8層 を作土層と考えることと矛盾しない。

(5)今回調査の分析結果はこれまでの久宝寺における分析結果 (22次および25次調査)や久宝寺
周辺における同時代の遺跡の分析結果と類似する。

フ.文献
那須孝悌・坂本清子,1980:花粉分析。亀井・城山 寝屋川南部流域下水道事業長吉ポンプ場築造工事関連埋
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安田喜憲,1981:人生堂遺跡の泥土の花粉分析 (Ⅲ )。 人生堂 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文
化財発掘調査概要報告書,P347-371,大阪文化財センター

安田喜憲,1982:八生堂・巨摩廃寺遺跡の泥土の花粉分析。巨摩・八生堂 近畿自動車道天理～吹田線建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書,P321-360。 大阪文化財センター

安田喜憲,1983:若江北遺跡Aト レンチ北壁の花粉分析。若江北 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵
文化財発掘調査概要報告書,P75-78,大阪文化財センター

パリノ・サーヴェイ (株),1987a:亀井北遺跡 (その1)花粉・珪藻分析報告.亀井北 近畿自動車天理～吹
田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書その 1～ 3-本文編―,P230-247,大阪文化財セ
ンター .

パリノ・サーヴェイ (株),1987b:亀井北遺跡 (その3)花粉・珪藻分析報告.亀井北 近畿自動車天理～吹
田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書その 1～ 3-本文編―,P付1付17,大阪文化財セ
ンター .

-225-



一鋭%―



アカガン亜属

デイミとぃ… 、

/

ハンパミ属

⑤

舛

∩
シイ届―マテバンイ属

/
-   1,

(ニケダ
カエデ腐

エレ属―ケヤキ属

:                5:O                l.0°
μ=n

ハンノキ届

埠

-227-



ヨウヤマキ属

l          
。
:。

         1ド °μm

マキ届

ふ|ギ届ツガ属

ぐ
～
1小

カヤッケグサ科

車静

ヨモギ属

・　
一い一一
　　　翔

イネ科

//1ヽ
iJ r)
'!ミ

オモダカ届

riつ

オンダ科‐チャセンンダ耕 穀

滋 属

穀

-228-

三条溝胞子



第 2節 久宝寺遺跡第29次調査 2調査区検出の埋甕6001の 自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

1. はじめに

久宝寺遺跡29次 (大阪府八尾市大字渋川所在)の発掘調査では、弥生時代中期後半の甕を埋め

た遺構 (埋甕6001)が確認されている。本遺構は、調査第 5面で検出された人為的盛土からなる

畦畔状遺構上に構築されており、ほぼ円形を呈する土坑と、その中に横倒しとなり潰れた状態の

大形の甕形土器が出土している。本遺構の時代観は、出土した甕形土器から弥生時代中期後半に

比定される。

今回の分析は、土坑から出土した甕形土器の機能 。用途、特に人体等埋納の可能性について検

証を目的とし、奏形土器の上壌を対象として、微細遺物分析、土壌理化学分析、脂肪酸分析を実

施する。

2.試料
試料は、大形の甕形土器内の堆積物である。甕形土器内の堆積物は、横倒しの状態の土器をほ

ぼ底部・胴部 。頸～口縁部と概ね部位毎に3分割した状態で採取され、底部から口縁部に向かい

それぞれ試料番号 1～ 3と されている (図 1)。 このうち、試料 2・ 3は、約15cm程度の高さが

あり試料の上・下関係が明らかである。これら採取された試料の上性は、いずれも7.5Y3/1オ リ

ーブ黒色の埴壌土 (CL:粘±15～ 25%、 シル ト20～ 45%、 砂3～65%)である。また、構造は認
められず無層理であるが、口縁部側の試料 3上部では植物根跡・管状酸化鉄の沈着が認められる。
このことは埋没後に優乱作用の影響が及んでいることを示唆するもので、本層準より弥生時代後

期の上器が出土していることとも調和する。

分析試料は、以上のような甕形土器内の堆積物の状況を考慮して、試料 1・ 試料 2下部・試料

3下部の計 3層準を選択した。これら3点の試料については、微細遺物分析、土壌理化学分析、

脂肪酸分析をそれぞれ実施する。なお、奏形土器内土壌の比較対照試料として、今回の発掘調査

地点から100m離れた場所の弥生時代後期の水田土壌試料などが考えられたが、水田耕作上の場

合、人為的影響が大きいと想定される点や盛土状遺構の上坑覆土との関連性が不明である点を考

慮し、今回は土坑覆上の影響を最も強く受けていると考えられる試料 3上部をまず比較対照試料
とし、肪酸分析を合わせて行う。

T,P.+7.00m

くデ

ィ
重重
時代初頭前半の

T.P,+6.50m

図 1 土坑断面図および甕形土器内試料採取位置図
(上器内の数字が試料番号を示す。)
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なお、土色はマンセル表色系に準 じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修 ,1967)、

土性は土壊調査ハンドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外土性にそれぞれ基づいてい

る。

3.分析方法
(1)微細遺物分析

試料を秤量したあと、数%の水酸化ナ トリウム水溶液に浸して放置し、試料を泥化させるも

0。 5tullの舗に通して水洗し、残澄を集める。その中から骨片や炭化物等の微細遺物を抽出し、種

実等に関しては種類の同定も実施する。

(2)土壌理化学分析

今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸とカルシウムの含量測定を

行う。中でもリン酸は、土壌中に固定されやすい性質がある。そのため、遺体が埋葬されると上

壌中にリン酸の富化が認められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。

また、リン酸の供給源としては植物体もあげられる。植物由来のリン酸成分が供給された場合、

リン酸含量よりも腐植含量が高くなる。よって、植物体の影響を調べるために腐植含量も測定し

た。

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分

解―原子吸光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った (土壊養分測定法委員会,1981)。

以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.001nlllの舗を通過させる (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分

を加熱減量法 (105℃、 5時間)に より測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、0.511Lll φのふる

いを全通させる (微粉砕試料)。 リン酸およびカルシウムは、風乾細土試料2.00gを ケルダール

分解フラスコに秤量し、硝酸約 5 mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸約10mlを 加えて再

び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取

し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。別にろ液の一定量

を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を測

定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)と

カルシウム含量 (CaOng/g)を求める。

一方、腐植は、微粉砕試料0.100～ 0.500gを 100ml三角フラスコに正確に秤りとり、0。 4Nク ロ

ム酸・硫酸混液10mlを正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フ

ェニルアントラニル酸液を指示薬に0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および

加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量 (Org―C乾土%)を求める。これに1.724

を乗じて腐植含量 (%)を算出する。

(3)脂肪酸分析

分析は、坂井ほか (1995)に基づき、脂肪酸およびステロール成分の含量測定を行う。試料が

浸るに十分なクロロホルム :メ タノール (2:1)を 入れ、超音波をかけながら脂質を抽出する。
ロータリーエバポレーターにより、溶媒を除去し、抽出物を塩酸―メタノールでメチル化を行う。

ヘキサンにより脂質を再抽出し、セップパックシリカを使用して脂肪酸メチルエステル、ステロ
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―ルを分離する。脂肪酸のメチルエステルの分離は、キヤピラリーカラム (ULBON,IIR― SS-10,

内径0。 251m4,長 さ30m)を装着したガスクロマ トグラフイー (GC-14A,SHIMADZU)を 使用し
た。注入口温度は250℃ 、検出器は水素炎イオン検出器を使用する。ステロールの分析は、キヤ

ピラリーカラム (J&W SCIENFIC,DB-1,内径0。 36alm、 長さ30m)を装着する。注入口温度
は320℃、カラム温度は270℃恒温で分析を行う。キャリアガスは窒素を、検出器は水素炎イオン

化検出器を使用する。

4.結果
(1)微細遺物分析

試料 1は、土壊103.88g分析したが、炭化材などの植物遺條、骨・貝片、遺物は全く検出され

ない。試料 2下部は、土壌116.70g分析し、微細な炭化材ならびに炭化物 (材組織が認められな

い植物由来の木質炭化物)な どが僅かに (0。 lg以下)検出された。試料 3下部は、土壌181,38
g分析し、微糸Ⅲな炭化材などが僅かに検出された。いずれの試料からも微細な遺物や骨片、種類

を特定できる種実遺体などを検出することはできなかった。

(2)土壌理化学分析

結果を表 1に示す。各成分の測定値は、腐植含量が0.80～ 0.98%、 リン酸が0。 62～ 0.80P205mg/g、

カルシウム含量が3.52～ 4.00CaOmg/gであつた。

表 1 土壌理化学分析結果

試 料 名 土性 土 色 腐植含層 (%) P205(mg/g) CaO(mg/g)

試料番号 1 CL 7.5Y3/1 オリーブ黒 0,98 0.64 4.00

試料番号 2 下部 CL 7.5Y3/1 オリーブ黒 0。 98 0.62 3.92

試料番号 3 下部 CL 7.5Y3/1 オリーブ黒 0,98 0,80 3.52

土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修、1967)に よる。
土性 :土壌調査ハンドブック (ペ ドロジスト懇談会編、1984)の野外土性による。
CL…埴壌土 (粘±15～35%、 シル ト20～45%、 砂3～65%)

(3)脂肪酸分析

結果を図 2に示す。脂肪酸組成は、試料 1・ 試料 2下部 。試料 3上・下部の4試料とも類似す

る。パルチミン酸 (C16)が多いのが特徴で、これに次いでオレイン酸 (C18:1)が多く、ミリス

テン酸 (C14)、 パルミトレイン酸 (C16:1)、 ステアリン酸 (C18)、 リノール酸 (C18:2)な どが

検出される。その他、アラキジン酸 (C20)、 べヘン酸 (C22)、 リグノセリン酸 (C24)が検出さ

れるが、試料 1と試料 3上でほとんど見られず、その他の試料で若干多い傾向にある。また、試

料 1ではエルカ酸 (C22:lcis)が他に比べて多くなっている。一方、ステロール組成も脂肪酸組

成と同様に4試料ともに類似する。動物に由来するコレステロールと、菌類に由来するエルゴス

テロールのみからなり、いずれの試料もコレステロールの値がエルゴステロールの値を上回る。

１
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注
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5。 考察

今回分析した結果、甕形土器内土壌のカルシウム含量は、3.52～ 4.00CaOmg/gで あつた。カル

シウムは骨の主成分の一つであるが、土壌中に普通に含まれる量、すなわち天然賦存量は 1～

50CaOmg/gと いわれており (藤貫,1979)、 含量幅は大きい傾向にある。今回得られた測定値は、

いずれの試料も天然賦存量の範囲内にある。一方、リン酸含量は、0.62～ 0,80P205mg/gで あつた。

リン酸の天然賦存量 については、い くつかの報告事例がある (Bowen,1983;Bolt&
Bruggenvert,1980;川 崎ほか,1991;天野ほか,1991)。 これらの事例から推定される天然賦存
量の上限は、約3.00P205mg/g程度と考えられる。化学肥料の施肥など人為的な影響を受けた黒ボ

ク土の既耕地では5.50P20抑 g/gと いう報告例や (川崎ほか,1991)、 骨片などの痕跡が認められる

土壌の分析事例では6.00P205mg/gを越える場合が多い (パ リノ・サーヴェイ株式会社,未公表 )
ことを確認している。これらの値を著しく越える土壌では、外的要因 (おそらく人為的影響によ

るもの)に よるリン酸成分の富化が想定されるが、今回得られた測定値は、いずれの試料も天然
賦存量を下回る結果であつた。なお、各調査例の記載単位が異なるため、ここではすべて単位を

P205mg/gに 統一し表記している。

脂肪酸組成では、ミリスチン酸 (C14)・ パルチミン酸 (C16)・ パルミトレイン酸 (C16:1)・ ステ

アリン酸 (C18)。 オレイン酸 (C18:1)な どがいずれの試料からも相対的に多く検出され、その

組成も類似している。これら脂肪酸は、動物油や植物油ともに多く含まれる成分とされて (島薗 ,

1988)い るため、これら組成から奏形土器内の内容物の種類の判別の推定は難しい。今回の分析

結果では、分子量力調 さヽく二重結合が 0～ 1の脂肪酸の割合が高く、坂井・小林 (1995)の指摘

のように、経年変化により分解に強い脂肪酸の割合が相対的に高くなったことが想定され、これ

らの脂肪酸のみでは埋納の指標となりにくい。

少量ながら検出されたリノール酸 (C18:2)や リノレン酸 (C18:3)は、植物油に多く含まれる

成分である (島薗,1988)。 これら脂肪酸は全ての試料に含まれることから、土壌中に含まれる

腐植などに由来する可能性が考えられる。

アラキジン酸 (C20)、 べヘン酸 (C22)、 リグノセリン酸 (C24)は、動物の脳や神経に多 く含

まれる脂肪酸とされている (中野,1993)。 これらの脂肪酸は、試料 3上部では全 く見られず、

試料 1でも少ないが、試料 2下部や試料 3下部では試料 lや試料 3上部と相対的に比較して多 く

度含まれる結果が得られている。遺体などが埋納された場合、埋納の中心からの距離や位置等に

よつて、土壌中の脂肪酸分布に偏在性が生じると考えられ、遺然の埋納を推定するための指標 と

なる (小山,1995)と されている。試料 2や試料 3下部にみられる偏在性に着目すると動物に由

来する内容物の存在も想定される、

エルカ酸 (C22:icis)は 、ナタネなどアブラナ科の種実を原料とする油に多く含まれている

が、健康に害があるため品種改良が進み、最近のナタネ油にはほとんど含まれていないとされる

(菅原ほか,1987)。 この脂肪酸は、試料 1で最も多く検出され、試料 2下部からも検出されてい

るが、試料 3上・下部からは検出されない。試料内で検出にばらつきが見られることから、リノ
ール酸 (C18:2)や リノレン酸 (C18:3)と は異なり、後天的な植物質油脂の付加といった影響が

考えられる。

ステロール組成は、全ての試料においてコレステロールとエルゴステロールの2種類のみが検
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出され、その組成も類似する。これは、土壌中に含まれる量が少なかったため検出感度が鈍く、

微量の中でも相対的に多い成分が検出された結果であると考えられる。

以上の分析結果から、奏形土器内土壌の試料 2下部や試料 3下部などに見られたアラキジン酸

(C20)、 ベヘン酸 (C22)、 リグノセリン酸 (C24)の偏在性に着目した場合、僅かではあるが動物

質に由来する脂肪酸が検出されている。また、試料 3上部からは、上記した脂肪酸のいずれも検

出されておらず、これら検出状況が甕形土器内土壌の特徴であるならば埋納の可能性も想定され

る。しかし、 1)奏形土器内の上壌観察では、後世の別個体の上器片の混入や植物根や酸化鉄の

混入が確認されており、奏形土器が土坑内に埋設された当時の性質を失っている可能性考えられ

る。 2)土壌理化学成分分析では、リン酸・カルシウム含量がともに天然賦存量を上回らず、脂

肪酸分析ではステロールの検出が少ない。 3)甕形土器内土壌の微細遺物洗出分析では、骨片や

副葬品など、遺体埋納を裏付ける遺物は検出されていない、 4)比較対照試料がないため、厳密

な比較検討を行っていない、といった分析結果や試料の状態などを総合的に評価すると、当初想

定されていた奏形土器が人体を埋納した甕棺墓である可能性についての判断は難しく、現状では

その可能性を積極的に示唆することはできない。

6.結び
今回は、甕形土器内土壌のみを対象とし分析を行い、僅かではあるが動物質脂質の存在を確認

したものの、リン・カルシウム成分は天然賦存量を上回らず、またその範囲内であったため、人

條埋納を示唆するには至らなかった。今後は、今回分析を実施できなかった土坑内覆土や基本層

序などを試料として比較検討することが必要である。また、久宝寺遺跡を含め周辺地域の弥生時

代中期後半に比定される遺跡における同様な遺構の分析調査の実施をはじめとして、同様な遺構

に関する機能・用途推定の分析事例などを収集・蓄積し、今回の結果について再評価したいと考

ぇている。

引用文献

天野洋司 。太田 健・車場 敬・中井 信 (1991)中 部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量.農林水産

省農林水産技術会議事務局編「土壊蓄積リンの再生循環利用技術の開発」,p.2886.

Bowen,H.J.M.(1983)「環境無機化学 ―元素の循環と生化学―」.浅見輝男・茅野充男訳,297p., 博友社

[Bowen,H.」 .M. (1979)Environmental Cemistry of Elements]。

Bolt,G.H.&Bruggenwert,M.G.M。 (1980)「土壊の化学」.岩田進午・三輪容太郎・井上隆弘・陽捷行訳,309p.,

学会出版センター [Bolt,G.H.孤 d Bruggenvert,M.Go M。 (1976)SOIL CHEMISTRY], p。 235236.

土壌養分浪I定法委員会編 (1981)「土壊養分分析法」。440p.,養賢堂 .

藤貫 正 (1979)カ ルシウム.地質調査所化学分析法,52,p.5761,地 質調査所 .

川崎 弘・吉田 澪・井上恒久 (1991)九州地域の上壌型別蓄積リンの形態別計量.農林水産省農林水産技術

会議事務局編「土壌蓄積リンの再生循環不U用技術の開発」,p.23-27.

小山陽造 (1995)東北地方の脂肪酸分析結果.考古学ジャーナル,386,p.17-21

-234-



中野益男 (1993)脂肪酸分析法.「第四紀試料研究法2 研究対象別分析法」,p.388-403,東京大学出版会.
農林省農林水産技術会議事務局監修 (1967)新版標準土色帖.

ペドロジスト懇談会編 (1984)「土壌調査ハンドブック」。156p。 ,博友社.

坂井良輔・小林正史・藤田邦雄 (1995)灯明皿の脂質分析.富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第 7

集「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編) 第三分冊」,p.24-37,財 団法人 富山県文化振興財団埋蔵文化
財調査事務所.

坂井良輔 。小林正史 (1995)脂肪酸分析の方法と問題点.考古学ジャーナル,386,p.9-16

島薗順雄 (1988)標準栄養化学・生化学。205p.,医歯薬出版株式会社.

菅原龍幸・加藤隆夫・高宮和彦・三浦 洋 。田所忠弘・國崎直道 (1987)食 品学各論。270p.,建吊社.

-235-



-98τ―



第 5章 遺構・ 退 物の検討1申 _

第 1節 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の土器
の細分試案について

1. はじめに

4調査区の第 6面で検出された土器集積 (S W6001～ S W6006)か らは弥生時代後期 (畿内第
V様式)後半に比定される良好な土器類が多数出上しており、図示することが出来たものの総数
は195点を数える。土器集積 (S W6001～ S W6006)に ついては、前述したようにS D 6005の両
岸の広範囲にわたって広がりが認められるもので、土器の分布状況から便宜上 6箇所に区別して
いるが、その形成にあたっては全てのものが同時期に廃棄したとは断言できないものの、土器組

成からみて比較的短期間に形成された土器集積であると推定される。ここでは、土器集積 (SW
6001～ S W6006)出土の上器類を 1型式に収まる同時性の高い土器群であるとの理解のうえで、
中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭 (庄内式古相)の土器変遷過程を考え
てみたい。

2.中 。南河内地域における弥生時代後期 (畿内第V様式)の研究小史
土器集積の (S W6001～ S W6006)の編年的位置付けにあたって、中 。南河内地域における弥
生時代後期の既往編年案を整理しておく。

中 。南河内地域における弥生後期の上器編年は1958年、小林行雄氏による『弥生土器集成資料

編
墨
』で、西ノ辻遺跡 (東大阪市)の発掘調査地J点の上器様相の違いから、西ノ辻 I地点式・E

地点式 。D地点 (上層)式の順に3型式の変遷過程が提示されたことを端緒とする。その後の研
究指針は小林氏分類の発展細分化へと進み、1962年には、坪井清足氏により唐古第V様式第 1亜
式 (唐古45号竪穴上層式)を西ノ辻D地点式の後出型式として4段階に細分された。更に、1968
年、佐原真氏は唐古45号竪穴下層式資料を西ノ辻E地点式と西ノ辻D地点式の間に位置付けられ
るものとし、 5段階に区別する編年案が提示されている。1970年代になると1960年代に提示され

註 3

た各地点の基準資料に加えて、特定器種の成形原理の変遷を加えた編年案を構築する試みが行わ

れるようになる。先鞭をつけられたのは都出比呂志氏で、氏は1974年、F古墳出現前夜の集団関

係―淀川水系を中心に一』の中で第V様式の持つ地域性を考慮に入れたうえで、V様式甕の成形
註 4

原理を叩き技法、底部輪台技法、分割成形技法の三つとして提え、中・南河内地域における土器

編年案を提示されている。移行過程は、西ノ辻 I式を(古 )イこ、西ノ辻E〔 D〕 式・上六万寺式を
(中 )に、北′鳥池下層式を(新 )と された。特に中～新にかけては土器成形技法の「連続ラセンタタ

キ手法」の変化から細分が可能とされた。更に、V様式に続く庄内式をより広義に捉えて上田町
1・ 2式を含めて畿内第Ⅵ様式として弥生土器の範疇に含める考え方を示されている。これ以降
は都出氏が目差した「小地域単位の編年を細かく進めつつ、地域編年相互の横の関係を把える」

作業を実践し、近畿地方全域の併行関係を視野に入れた総括的な編年案が多く示されている。

1977年、森岡秀人氏は大師山遺跡 (河内長野市)の報
象
で後期を前半・後半の2期に分け、更に

後期前半を2小期、後期後半を3小期に唆別したうえで畿内 5地域 (摂津・河内・和泉・大和・
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山城)の編年案を示されている。このなかで、中河内地域で基準とされたものは後期前半 I期

(西ノ辻 I式 )、 後期前半Ⅱ期 (西ノ辻E式 )、 後期後半 I期 (上六万寺式)、 後期後半Ⅱ期 (該当

なし)、 後期後半Ⅲ期 (北鳥池下層式)と された。

1980年、寺沢薫氏は六条山遺跡 (奈良市)の報告で大和地方の後期土器を6期 (様式 1～様式
註 6

6)に区別したうえで他地域との併行関係を示されている。中・南河内地域での基準資料として

は、様式 2が (長原31工区 SB-01、 恩智遺跡N E20区 SD-13、 西ノ辻 I地点)、 様式 3が

(鬼塚遺跡H01～ 04区第 3層、天理教会第 7層出土土器群、上小阪遺跡第 5・ 6層の上器群、岩

滝山第 1・ 2号住居跡出土土器群)、 様式 4が (馬場川 3次調査井戸 1類、馬場川 4次調査 1ト

レンチ第 4・ 5層 出土土器群)、 様式 5が (大師山遺跡 C・ D・ F地点土器群、上六万寺遺跡第

2・ 3ト レンチ土器群)、 様式 6が (船橋遺跡第 9ト レンチ土坑・北鳥池遺跡下層)と された。

ただ、後に様式 6については弥生土器から除外して庄内様式に含める考えを示されている。
註 7

1986年、広瀬和雄氏は八尾市亀井遺跡出土資料に限定した弥生土器編年を提示しており、後期
註 8

については後期 1～後期 3の 3段階に細分されている。

1988年、一瀬和夫氏は「久宝寺 。加美遺跡の古式上師器」で後期から古墳時代前半までを第 I
註 9

段階～第Ⅳ段階の9段階に区別され、そのうちの第Ⅱ段階a迄が弥生時代後期の範疇とされた。

以上のように、1974年以降の中・南河内の後期土器編年は都出氏編年柔を踏襲するかたちで発

展しており、4ないしは5段階に区別され推移してきた。これら一連の編年案を総括するかたち

で1989年に、寺沢薫・森井貞雄の両氏は『弥生土器の様式と編年 近畿編 I 河内地域』の中で、
註10

後期前半を4期 (河内第V-0様 式～河内第V-3様 式)、 後期後半を2期 (河内第Ⅵ-1様

式 。河内第Ⅵ-2様式)に区別された。そのなかで、河内第V様式の上器は、長頸壺とそのグル
ープなどの新しい器種の出現の他、器種構成比率のなかで壷・甕が減少し、高杯・器台が増加す

る段階。河内第Ⅵ様式の上器は、長頸壷の衰退と広口壷の増加、二重口縁広口壺の成立、手焙形

土器の出現にあるとされた。その後、新たな編年案の構築は認められないが、1999年、若林邦彦

氏は「河内平野南遺跡群における弥生時代後期～古墳時代前期土器の変遷」で、近畿自動車道に
註■

伴う発掘調査のうち佐堂・久宝寺・亀井北・亀井・城山の 5遺跡から出土した弥生時代後期～古

墳時代前期前半 (布留式古相)の上器編年案を示されている。編年区分においては、高杯と他器

種の諸型式の共伴関係によつて様相 1～様相 8の土器変遷案が示されおり、弥生後期については

様相 1～様相 3の 3区分に分類されている。2001年、杉本厚典氏は『河内における弥生時代中期

末から古墳時代初頭にかけての土器の型式編年と様式』の中で、河内における弥生時代中期末～
註12

古墳時代前期前半 (布留式古相)ま でを甕・高杯の型式分類を中心として26期 に細分し、そのう

ち弥生後期として4期～18期の15期 に分類された。

以上のように中・南河内地域における弥生後期土器編年は、1958年の月ヽ林行雄氏による西ノ辻

遺跡の各地点の土器型式の違いによる3型式分類に始まり、1974年の都出比呂志氏によるV様式

甕の成形原理による編年案で骨格を固め、1989年の寺沢薫・森井貞雄両氏による F弥生土器の様

式と編年 近畿編 I 河内地域』で一応の完成をみるのである。これ以降に発表された編年案は

高杯・甕と他器種の共伴関係をはじめ一括資料が出土した遺構間の先後関係にも言及して構築さ

れた編年案で、1989年の寺沢・森井編年との検証・対比と更なる細分化の可能性が追及されてい

る。
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このように中 。南河内地域出上の後期土器を対象とした編年案が提示されているが、現時点では

1989年寺沢・森井編年案に対応した記載内容の調査報告書が多いのが現状である。しかしながら、

1989年寺沢・森井編年案の中で後期末とされる河内Ⅵ-2様式から河内庄内 0様式間の器種組成
の変化が余りにも急激で既往資料との比較対応に阻用をきたすものが数多く存在することが認め

られた。具体的には、後述する土器編年試柔の編年基準の根幹とした有稜高杯の口稜比・口縁比

の分布比率から導かれる有稜高杯の型式変化が第 1図で示したように河内第Ⅵ-2様式と河内庄
内第 0様式間に隔たりがあること。更に、この中間的な様相として本調査検出のS W6001～ SW
6006出土の有稜高杯類 (有稜高杯 B2・ C2・ Dl)が位置付けられ、それらの高杯に共伴する土器
組成においてもこの両様式間に 1型式の上器様式が介在する蓋然性が高いと考えられるのであ

る。以上から本稿では、既往編年案との比較を試みるため、有稜高杯の指数変化に運動した形式

に導かれる土器組成の変化に着目して、中 。南河内地域の弥生後期後半 (従来の編年基準の上六

万寺式以降)か ら古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の土器編年案を新たに構築してみたい。

土器=1/10

第 1図 寺沢・森井編年 (1989)に よる河内Ⅳ-1様式～河内庄内O様式 (寺沢―矢部遺跡編年 1986)および
久宝寺遺跡第29次調査 (S W6001～ S W6006)出上の有稜高杯の指数分布

.  ・ o  ol ・
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3.弥生時代後期後半～古墳時代初頭 (庄内式古相)の上器分類
ここでは、中・南河内地域で概ね弥生時代後期後半から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に存

在が認められる土器類を分類対象とした。器種分類では、壺・甕・高杯・鉢・器台の基本形式の

他、手焙・蓋を対象としている。なお、壺類においては個々の持つ形態の特徴から広口壺・長頸

壺・二重口縁壺のように分離した。個々の器種については、個々の器形の特徴からA・ Bの よう

に分類し、さらに中分類より細分が可能なものについてはアルファベットの後に数字を付してA

lの ように表記した。また、甕Aと したV様式甕 (V様式系甕を含む)に付いては、器高・体部

最大径・口縁端部・底部裏面について個々の分類を行っている。但 し、例外的に有稜高杯AOの

ように当該期より古いものであるが、有稜高杯Alの前代型式として掲載したものや、甕Bの よ

うに形態的な要素よりはハケを施す甕の総称として捉えた器種が含まれている。対象とした土器

類は在来系土器はもとより外来系土器である搬入品についても時空的な併行関係、土器形式の出

自における形態 。技法の模倣等の摂取に代表される影響や共鳴関係を知るうえで重要であるため

出土量が微量であっても分類対象としている。

・壺形土器類

広口壺A 口頸部が外反する小・中形の壺。
Al  口頸部力Ⅵ さヽく外反するもの。体部は球形と扁球形がある。
A2  頸部が斜上方に伸びた後、日縁部力朔 さヽく外反するもの。
A3  口頸部が大きく外反するもの。
広口壺B 頸部が直上方に短く伸びた後、外折する国縁部を持つもの。
Bl  頸部が直上方に短く伸びた後、口縁部力朔 さヽく外折するもの。
B2  頸部の立ち上がりが長めで外折する口縁端部が垂下し面を持つもの。
広口壺C 口頸部が斜上方に長く伸びる大形の壷。
広口壺D 大きく外反する口縁部に垂下する端部が付 くもので、端面に装飾を行うものが多

Dl 細めの頸部から大きく外反する口頸部が付くもの。
D2 Dlに比して頸部が太いもの。大形品が多い

D3 口縁端部が上下に肥厚するもの。
広口長頸壺 太めの体部上半から口顎部が緩やかに外反して上方に伸び、大きく開く口縁部に

至る壺。

広口短頸壺 半球形の体部から顎部が短く伸びた後、二重口縁形を呈する中形の壺。
広口直口壺 半球形の体部に斜上方に直線的に伸びる口顕部が付 く中形の壺。
無頸壺 球形の体部で頸部を持たないものと、小さく立ち上がる口頸部が付くものがある。
細頸壺 球形ないしは算盤玉状の体部から細長い筒状の顕部が直線ないしはラッパ状に長く伸

びる壺。

細頸直口壺 扁球形の体部から口頸部が斜上方に直線的に伸びる壺。
長頸壼A 半球形の体部に口頸部が長く伸びる壺。
Al 口頸部が大きく伸びるもの。
A2 長顕壷Alに比して口頸部長が半分程度のもの。
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A3 長顎壺の小形品の全般。
短頸直口壺 球形の体部に直上ないしは斜上方に短い口頸部が伸びる小 。中形壺。
A  口頸部が斜上方に短く伸びるもの。中形品が多い。
B  口顎部が直上方近くに短 く伸びるもの。小形品が多い。
二重口縁壺 2段に屈曲する口縁部を持つ壺。B類は加飾されたもの。
Al 頸部が外反した後、二重口縁形態を呈するもの。
A2 顕部が短く伸びた後、二重回縁形態を呈するもの。
B  拡張された口縁部外面に装飾を加えたもの。
台付壺 小形の壷に脚部がイ寸くもの。
A  球形の体部に「く」の字に屈曲する口縁部を持つ小形壺が付 くもの。
Bl 短頸直口壺形態の小形壷が付くもの。
B2 細頸で直口の小形壺が付 くもの。

・甕形土器類

甕A 畿内第V様式甕およびその系譜を引くV様式系奏 (庄内式成立以降)。 器高数値、体部
最大径を持つ位置、日縁端部、底部裏面の形態により区別される。

・器高による分類

I  器高が16cm未満のもの。 (小形)
Ⅱ  器高が16cm以上22cm未満のもの。 (中形)
Ⅲ  器高が22cm以上27cm未満のもの。 (大形)
Ⅳ  器高が27cm以上のもの。 (超大形)
。体部最大径を持つ位置による分類。

Al 体部最大径が上部にあるもの。
A2 体部最大径が中位にあるもの。
A3 体部最大径が中位にあるもので、A2よ り球形化が進行したもの。
・口縁端部の形態差による分類

a  丸く終わる。
bl 外傾する平坦面を持つ。
b2 外傾する平坦面を持つもので口縁下部が拡張されたもの。
b3 外傾する面の中央部分に沈線が巡るもの。
cx 摘み上げられた口縁端部が外傾するもの。
C2 口縁端部が上方に摘み上げられるもの。
C3 大きく摘み上げられた口縁端部が外反するもの。
d  平坦面を持つ口縁端部が垂直ないしはやや外傾するもの。
・底部裏面の形態分類 (壺・甕 。鉢に共通)

イ  底面が平坦面を持つ。 (平底 )
口  底面がわずかに窪むもの。 (窪み底)
ハ  底部の中央部がドーナツ状に窪むもの。(ドーナツ底)
二  底部周辺を外下方に拡張させ上げ底状にしたもの。 (上げ底)
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a フ Cl フ
bl 珍 C2 フ
b2 珍 C3 ワ
b3 夢 d フ

イ 口 メヽ

第 2図 甕口縁端部の形態分類

第3図 底部裏面の形態分類
甕 B 体部外面にタテハケ調整を施す甕の総称。
Bl 弥生後期に存在するもの。
B2 庄内様式成立時に出現するもの。搬入品が大半を占める。
甕C 河内型庄内式甕の最古形態の総称。
体部は最大径が上位にある倒卵形で底部は小さな平底ないしは尖り底である。口縁部は

屈曲外反し、端部は上方に摘み上げられるものが多い。体部外面のタタキ調整は畿内第

V様式甕と変わることなくl cmあたり3～ 4本で、三分割成形に沿って行われておリタ

タキ調整の後、タテハケが粗く施されている。体部内面はヘラケズリが屈曲部まで施さ

れている。胎土には、角閃石を含む生駒西麓産と角閃石を含まない在地産がある。

・高杯形土器類

有稜高杯A 大形の杯部に円錐状の脚部が付 く。口縁高が体部高に比して小さい。脚部は中空
で円板充填手法のものが多い。

AO 口縁部が小さく外反する。
AI AOに 比してやや深めの体部が付 く。口縁部は強く外反するもので、端面は内傾し面
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を形成する。

A2 Alに 比してやや小形化したもので、口縁部の外反は弱い。
有稜高杯 B 杯体部が斜上方に直線的に伸びる。脚部は屈折して開くもので、中空 。中実があ

り挿入手法をとるものが多い。

BO 体部高と口縁高がほぼ等しい。日縁部の外反は弱い。
Bl 口縁高と体部高がほぼ等しく口縁部の外反は大きい。
B2 Blに比して小形のもので、口縁高が体部高を凌駕している。
有稜高杯C B類 に比して口稜比数値が下がるもので、口縁部は大きく外反する。脚部は屈折

して開くもので、中空・中実で接合ないしは挿入手法のものである。

Cl 体部高が口縁高を凌駕したもので、口縁部は大きく外反する。
C2 口縁高が体部高を凌駕したもので、口縁部は大きく外反する。
有稜高杯 D 小形の高杯で口縁高が体部高を大きく凌駕している。口縁部の外反はゆるやかで

ある。脚部は屈折して開くもので、屈曲部が鋭く明瞭なものが多い。中空・中実

があり挿入手法をとるものが多い。

Dl 口縁高が体部高を凌駕している。口縁部は外反する。
D2 Dlに 比して口縁高の占める比率が高い。脚部は鋭く屈折して開く。柱状部はほぼ垂
直方向に伸びる形状で、中実範囲が屈曲部に及ぶものがある。北鳥池遺跡下層式資料

を指標とする。

有稜高杯 E 口縁高が体部高を大きく凌駕するもので、口縁部が斜上方に外反気味ないしは直
線的に伸びる庄内式系の高杯。内外面の調整において縦および横方向のヘラミガ

キを多用するものが多い。杯部内外面にヘラミガキを行うものについては、精製

品が多く、杯部内面を放射状にヘラミガキを施文するものが通有である。

Eェ  ロ縁高が体部高を大きく凌駕する。口縁部が斜上方に外反気味ないしは直線的に伸びる。
E2 Elに比して杯体部内面の水平化と精製化を果たしたもの。
有稜高杯 F 小形で口縁部が外反しない杯部を持つもので、脚部径に比して口径力朔 さヽい。
有稜高杯G 短い脚部に斜上方に伸びる口縁部が付 く吉備系の高杯。
有稜高杯H 2段 に屈曲する杯部を有するもので、装飾を施したもの。
椀形高杯A 浅い椀形の杯部に屈曲して開く脚部が付く高杯。
Al 脚部が中空のもの。
A2 脚部が中実のもの。
椀形高杯 B A類に比して口径力Ⅵ さヽくやや深めの杯部を有するもの。
Bl 脚部が中空のもので、「ハ」の字に開く脚部が付く。
B2 脚裾部が大きく開くもの。
椀形高杯C 椀形で深めの体部に大きく開く脚部が付く。庄内式期のものは精製品で、体部内

面に放射状ヘラミガキが認められる。

・器台形土器類

大形器台A 筒状で長めの伝部に大きく広がる口縁部と裾部を持つ大形器台。
Al 口縁部と裾部の形状がほぼ等しい。

-243-



A2 口縁端部に垂下する面を形成するもので、端面に加飾されたものが多い。
A3 体部にくびれを持つもの。
大形器台B 口縁部に比して脚裾部が大きく開く中空の器台。小形器台Bの祖形。
大形器台C 2段 に屈曲する口縁部を有する大形器台。搬入品で出土例は少ない。
小形器台A 小さな椀形の受部に「ハ」の字状に開く小さな脚台が付く中実の器台。
小形器台B 皿状の受部を持つもので、受部と脚部が貫通する器台。
装飾器台 口縁部および脚部が 2段に屈曲するもので、口縁部を中心として装飾が施されてい

る中形の器台。

・鉢形土器類

小形鉢A 摺鉢状の体部に小さく外反する口縁部が付くもの。体部外面はタタキ調整およびナ
デ調整がある。

Al 体部が大きく開くもの。
A2 Al型 式に上げ底の脚部が付くもの。
小形鉢 B 口縁部が外反せず直口のもの。
Bl 平底を呈するもの。
B2 底部が上げ底のもの。
小形鉢C 平底の底部から体部が内湾して伸びる鉢。
小形鉢 D 底部が尖り底を呈する鉢。
小形鉢 E 椀形の体部に内傾して伸びる口縁部が付 く鉢。吉備地方からの搬入品。
小形鉢 F 尖り底を持つ外部に小さく外折する口縁部が付く鉢。
小形鉢G 体部の作りが手焙り形土器と同じもの。
中形鉢A 小形鉢Alを大きくした形状の中形鉢。
中形鉢 B 口縁部が 2段に屈曲するもの。
中形鉢C 小形鉢Blを大きくしたもの。
大形鉢A 中形鉢Aを大きくしたもの。
大形鉢 B 中形鉢Bを大きくしたもの。
大形鉢C すり鉢状を呈する体部から外反する口縁部が付くもの。
大形鉢 D 半球形の体部に大きく外折する口縁部を持つもの。
台付鉢A 小 。中形鉢Aに脚部が付くもの。
台杯鉢 B 大形鉢Bに脚部が付くもの。
有孔鉢A 底部が平底を呈するもの。
有孔鉢 B 底部が尖り底のもの。
。その他の上器類

手焙形土器A 覆部と体部の境に補強粘土を貝占り付けて突帯とするもの。
手焙形土器 B 覆部と体部が一体化したもの。
蓋A 傘形を呈するもので、つまみ部分は平坦なものと窪むものがある。
蓋B 薄い円板状で相対する位置に二個を一対とする紐孔が穿たれている。無顎壺の蓋の可能
性が高い。
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・土器分類図 1～ 31こ使用 した土器の出土遺構一覧 (文献番号は p283～ 286を参照 )

恩智遺跡S D13(1・ 4・ 5,10・ 11・ 16・ 24・ 25'31・ 35。 37・ 40・ 50・ 54・ 64・ 65,71・ 75'77・ 78・ 30。

81・ 82)

ク   S P03(2 ・51・ 56・ 74)[註26]

亀井 (その 1)Bト レンチ S D 3067(3・ 70)[註29]

神山遺跡溝3001(6。 17・ 20。 46・ 52)[註47]

久宝寺遺跡周溝墓 3-1(7・ 23)[註37]

鬼塚遺跡E地区包含層 (8。 13・ 19。 36・ 38。 49・ 72・ 73・ 84)[註33]

久宝寺南 (その 2)Hト レンチS D70(9・ 15・ 21・ 63)[註 38]

久宝寺遺跡29次 S W6001～ S W6006(12・ 22・ 26。 27・ 28・ 29・ 30。 39・ 41・ 42・ 53・ 57・ 83)[本書掲載]

亀井 (その 1)Bト レンチ S D3056(14)[註 29]

亀井 (その 2)23ト レンチS K2301(18)[註 29]

中田遺跡刑部地区土坑 (32・ 44・ 47)[註61]

長原遺跡31工区SB-1(34)[参 1]

北鳥池遺跡下層 (43)[註 18]

人尾南遺跡井戸 1(60)[註63]

馬場川遺跡 1・ 2号井戸Ⅱ類 (45。 48・ 61)[註56]

亀井遺跡 Cト レンチN R 3001(55'79)[註 28]

大竹遺跡第10地点溝遺構第 3・ 4層 (58)[註 25]

東郷遺跡第 9次 SE-1(59)[註 59]

鬼塚遺跡E地点竪穴住居 (62)[註33]

郡川遺跡 (1999-627)第 4面溝 (66)[註 40]

瓜生堂遺跡古墳時代前期下層 (67・ 68)[註23]

美園遺跡D S D304(33・ 69)[註58]

久宝寺南 (その 2)Hト レンチ S X46(76)[註38]

亀井 (その 3)28。 29ト レンチN R 3001(35)[註 29]
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4。 有稜高杯の法量分布からみた変遷

近年、有稜高杯の型式変化を機軸とする編年案を構築する方法が盛んに行われており、型式学

的な変遷過程の追求精度を高めている。なかでも、杯部の各部位を数値化してその法量分布から

読み取れる形態的相似関係から変遷過程を推定する試みが多く見られるようになってきた。

中河内地域では、1988年、一瀬和夫氏が「久宝寺・加美遺跡の古式土師器」で、有稜高杯の杯

部外傾指数と上下長指数に着目して、弥生時代後期～古墳時代前期までの有稜高杯の変化を第 I

段階～第Ⅳ段階に大別されている。一方、1996年、西村歩氏は F下田遺跡』の幸R文で、和歌山県

下の有稜高杯の杯部法量を指数化し、弥生時代中期末～古墳時代初頭までをA～ Iの 9型式に細
分された前田敬彦氏の指数化の有効性に着目して、和泉地方の弥生時代後期後半～古墳時代前期

前半 (布留式古相)ま でを様相 1～様相 9に区別されている。

有稜高杯の指数化の方法としては、有稜高杯の口径・杯部径 (稜径)。 口縁部の長さ (口縁長)

の数値から導かれる国稜比 (稜径■口径×100)、 口縁比 (口縁長■口径×100)数値の分布密度
の偏在化から型式変化を推定するものである。すなわち、日縁長の増加に伴って稜径の縮小化が

進行する相関関係を数値の違いから読み取るもので、器形の大小による違いがあっても対応が可

能である。ただ、体部高と口縁高の比率の相関関係が示せないため、同じ数値であっても杯外部

の形状を異にする場合があることから、口稜比 。口稜比の数値分布で導かれる様相と数値変化で

表出できない細部形状の差異や脚部形状から、有稜高杯の型式細分を行った。本稿では、このよ

うな方法を使用して弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の有稜高杯を7類15種
に区別しているが、その中でも数量的に安定しており器形の変遷推移が明確に追えるA類～E類
の 5類 12種に限定して数値分布 (こ こでは、第 4表 。第 5表で示した資料出上のものに限定)の
変化を通して、当該期の有稜高杯の変遷を考えていきたい。なお、基準とした資料出上の有稜高

杯の法量および分類については第 2表 。第 3表に示している。

有稜高杯A類のうちAOは口縁高が体部高に比して小さい大形の杯部を持つもので、脚部は円
錐状で円板充填手法が行われている。中・南河内地域では中期後半に成立し、後期前半末まで有

稜高杯の主流を成した型式で、有稜高杯Alの前型式にあたる。有稜高杯Alは有稜高杯AOに比し

て体部が深く口縁部の外反が強くなる。資料点数は3点で、口稜比88.8～ 90。 8(平均値88.63)、
口縁比12.8～ 18.1(平均値15,17)を 示す。有稜高杯A2は有稜高杯 Al力Mヽ形化したもので、体部

高が口縁高をはるかに凌駕する。A類の最終型式を示すものであるが出土例は少ない。資料点数
は鬼塚遺跡E地区包含層出土の 1点のみで、口稜比88。 9、 口縁比11.5を 示す。
B類としたものは、脚部形状が屈折して開く形状を持つもので、後期前半末に成立し後期後半
以降、A類に代わって有稜高杯の主流を占める。有稜高杯BOは口縁部の外反が弱いものである。
資料点数は 2点で、口稜比88.1～ 92.2(平均値90,15)、 口縁比12.1～ 12.6(平均値12.35)を示

す。杯体部が直線的に伸びる特徴を持つ一群である。有稜高杯BIは やや大きめの杯部を有する

もので、体部高と口縁高がほぼ等しい。従来、上六万寺式併行期の標準資料とされたものがこの

型式にあたる。資料点数は19′点で、口稜比72.4～ 90.8(平均値85,19)、 口縁比H.4～ 18.1(平均

値13.26)を示し、グラフ上での分布のまとまりが比較的集中している。有稜高杯B2は有稜高杯

Blに比して小形で口縁高が体部高を凌駕する。資料点数は59点で口稜比69,3～ 83.6(平均値
75。 36)、 口縁比14.8～22,7(平均値19。 23)を示し、数値分布では有稜高杯 C2と オ~バ ~ラ ップ
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し計測値での唆別はできない。

C類はB類に比して杯体部が直線的でなく杯外部末端近くで小さく内湾する形態をとるもので

ある。有稜高杯 Clは杯体部に丸味を持ち、体部高が口縁高を凌駕するもので後期後半に成立を

みる。資料総数は16点で、口稜比80.0～ 92.8(平均値85。 93)、 口縁比8.5～ 16,7(平均値12.39)

を示し、有稜高杯 BIと グラフ上での分布域が重なるものの、有稜高杯Blに比して分布範囲の拡

散が認められる。有稜高杯C2は体部高と口縁高がほぼ等しいか、口縁高が体部高を凌駕 した杯

部を持つものである。資料点数は21点で、口稜比70.9～ 82.8(平均値77.20)、 口縁比 15。 1～ 23.6

(平均値18,40)を示す。

有稜高杯 D類は有稜高杯B2の系譜を引くもので、後期後半期に顕在化する器種の小形化傾向

の趨勢の中で成立した小形の有稜高杯である。有稜高杯Dlは有稜高杯 C2に比して口稜比数値の

低下が著しい。脚部は脚柱部と脚裾部の屈曲部が明瞭で中空のものが多い。資料点数は27点で、

口稜比60,5～ 71.8(平均値66.59)、 口縁比18.8～ 29.0(平均値23.84)を示す。有稜高杯 D2は有

稜高杯 Dlに比して口稜比の数値低下が進行するもので、口縁部は緩やかに外反する。脚部は脚

柱部下半が僅かに開く程度のものからほぼ垂直方向に直線的に伸びるものが大半で脚裾部との屈

曲が鋭いほか、脚柱部の中実範囲が脚裾部におよぶ等が有稜高杯 D2型式の最も大きな特徴の一

つである。資料点数は6点で、口稜比52.2～ 65.6(平均値58,23)、 口縁比23.6～ 30,0(平均値

28.11)を示す。有稜高杯D2は有稜高杯Dlの亜種的な形態に想定されるが、出土例には第 7図で

示したように北鳥池遺跡下層をはじめ船橋遺跡第 9ト レンチ土坑、成法寺遺跡 S K15、 ガヽ阪合遺
註18                              註19                註20

跡第 3次 S D321第 4・ 5層、中田遺跡 (91-293)S X01、 瓜生堂遺跡古墳時代前期下層等に見

られ、一型式としての認識が可能と考えられる。中でも北J鳥池遺跡下層式の資料が古 くから知ら

れており、以下の本文中では本型式を「北鳥池遺跡下層型有稜高杯」と呼称する。

北鳥池遺跡 下層 船橋遺跡 第 9ト レンチ土坑 成法寺遺跡 SK-15

小阪合遺跡 第 3次 SD321第 4・ 5層)321第 4・ 5層          中国遺跡 (91-293)SX01

第 7図 北鳥池遺跡下層型有稜高杯 (有稜高杯 D2)の類
'1
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有稜高杯 E類は、「北鳥池遺跡下層型有
稜高杯」に見られた小形化や脚柱部の中実

範囲の拡大傾向が本型式に継続していな

い。型式的には、日縁長の増加に反比例し

て体部高の低下が進行する有稜高杯 Elと 、

更に、杯部内底面の水平化が計られている

有稜高杯 E2に区別される。口縁部は共に

斜上方に外反気味ないしは直線的に長く伸

びる。脚柱部と脚裾部の屈曲は明瞭で中

空 。中実の2種がある。内外面のヘラミガ

キ調整は、A類～D類に見られた縦方向を

基調とするものが一掃され、吉備地方の当

該期の有稜高杯に通有にみられるような横

方向を基調とする密なヘラミガキ調整に斉

▽  A。 0

0 Al△
◆ A2▲
E Bo★
口 Bl☆
●  B2◇

第 1表 有稜高杯の法量表

平 均 値 口稜比

最小～最大

口縁lヒ

最小～最大

母
教

口稜比 回縁比

Al 88.63 15.17 88.3´ヤ90.8 12.8-18.1 Ｏ
υ

A2 88。90 11.50 1

B0 90.15 12.35 88。 1´-92.2 12.1-12.6 2

Bl 85.19 13.26 72.4´ヤ90。 8 11,4´ W18.1 19

B2 75.36 19.23 69,3´Ψ83.6 14.8-22.7 59

Cl 85.93 12.39 80。8-92.8 8.5-16。 7 16

C2 77.20 18.40 70.9-82.8 15。 1´-23.6 21

Dl 66.59 23.84 60.5´▼71.8 18.8-29.0 27

D2 58.23 28.11 52,2´W65.6 23.6-30.0 6

El 58.37 30,48 53.8-62.1 27.1'ヤ 32.4 6

E2 48.07 31.93 47.4-50.2 29.1´-35.1 ０
け

● ●△  ● △  ●

一化される他、有稜高杯E2の ように杯部内面の放射状ヘラミガキに表出されるように、庄内様

式に通有な精製化と装飾化をいち早く達成している。有稜高杯Elの資料点数が 6点で口稜比
53.8～ 62,1(平均値58,37)、 口縁比27,1～ 32.4(平均値30.48)で、口縁部の増長傾向に符合し
た口縁比数値の増加がグラフ上で読み取るここができる。有稜高杯E2の資料点数は3点で、口

薄in^・
公△8.二常墓

Ｃｉ

Ｏ

Ｄ‐

助

Ｅ‐

＆

60                70

第 8図 有稜高杯の法量分布

-251-



稜比47.4～ 50.2(平均値48.07)、 口縁比29.1～ 35。 1(平均値31.93)を示し、グラフ上では稜径

の縮小傾向に連動した口稜比数値の低下が顕著に表れている。

以上のように、数値分布の変化から有稜高杯の変遷を考えてみた結果、口稜比の低下に運動し

た口縁比の増加という相関関係にもとづく型式的な変遷を証明するうえで有効性を発揮すること

が明らかにされた。ただ、 1型式の器種認定が決定されたとしても少数のみの出土例を除けば、

同時期ないしは時期差のある複数型式の有稜高杯が共存して出土することが大半であり、現実的

にはこれらの有稜高杯の共存例と一括資料から導かれる他器種との組成変化から型式的な変遷と

時空的な要因を検証し整合性を探る作業が不可欠である。本稿では5種12類に分類した有稜高杯

の共存関係を機軸とし、他器種との組成変化の推移を一括資料で検証した結果、当該期において

は2型式ないしは3型式の有稜高杯の共存例が普遍的であることが明らかとなった。

ここでは、これらの有稜高杯の共伴例から導かれる土器組成の複合体を「様相」として捉え、

第 4表 。第 5表で提示した資料を中心として、中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳

時代初頭前半 (庄内式古相)の上器変遷を様相 1～様相 4の 4段階に区別した。なお、時期的な

位置付けとしては様相 1を弥生時代後期後半古相、様相 2を弥生時代後期後半中相、様相 3を弥

生時代後期後半新相、様相 4を古墳時代初頭前半 (庄内式古相)と している。各様相の土器変遷

については器種毎に第 9図～第20図で表示している。

-252-



第 2表 有稜高杯の回稜比・口縁比数値一覧表 1

時

　

期

遺 跡 名

鋭
瓢
生
口
童
日
丞
Ｈ
口万

報
文
内
番
号

口
　
稜
　
比

口
　
縁
　
比

高

杯

型

式

時

　

期

遺 跡 名

報
告
書
番
号

報
文
内
番
号

口
　
稜
　
比

口
　
縁
　
比

高

杯

型

式

様

オロ

1

恩智遺跡 S D13 註26 88 92.2 ９

， BO

様

オロ

2

久宝寺遺跡第29次

S W6001-

S W6006

本書 340 66.1 ９
留
Ｏ
υ
Ｏ
と Dl

89 83.8 11.8 Cl 341 74. 17.9 C2
90 83,8 14.9 Cl 354 81.0 22.6 C2
〔
Ｖ 85,7 12.5 Bl 355 76.8 18,9 B2
０
じ
ｎ
υ 88ヽ3 14.6 Al 410 77.1 17.9 B2
96 90.8 12.8 Al 411 70.2 ０

と B2
恩智遺跡 S P03 註26 84 84.6 14.6 Cl 412 77.6 18.9 C2

85 87.5 12.2 Cl 413 77.4 19.2 B2
86 88.5 10.3 Cl 久宝寺遺跡第8次

S D301

註36 36 82.0 16.7 Cl
87 82.7 つ

０ Bl 37 73.1 19.3 B2
88 85.2 11.9 Cl 久宝寺遺跡

周溝墓3-1
註37 71

Ｏ
υ

Ｏ
Ｏ 16,7 C2

90 87.9 Ｏ
υ Cl 72 74.5 19。2 B2

大竹遺跡第10地点

清状遺構第 4層
註25 5 89,0 9.2 Cl 75 78.2 15.3 C2

87.2 8.5 Cl 77 67.7 21.8 B2
14 84.0 14.0 Bl 久宝寺南(その2)F

トレンチ

S D52

註29 124‐31 77.4 17.1 B2
太田川遺跡南東トレ

ンチSD-1
註27 16 72.4 18.1 Bl 124‐33 70.5 18.8 Dl
17 85。 1 12.6 Bl 124‐34 70.8 20.5 Dl

亀井 Cト レンチ
N R 3001

こと28 86.3 18.1 Al 124‐35 64.7 23.5 Dl
87.9 15.5 Bl 12436 60.5 23.7 Dl

亀井 (その 1)

Bト レンチS D 3056

言と29
９

留 87.1 12.0 Cl 125‐ 1 65.0 29.0 Dl
つ
０ 84.9 つ

υ
Ｏ
υ Bl 12;2 72.0 22,2 C2

亀井 (その 1)

Bト レンチS K3128

こと29 5 82.1 14.3 Bl 125-3 64.4 25.5 Dl
80.0 16.0 Cl 久宝寺南(その2)H

トレンチ

S X46

註29 18 76.4 21.8 B2
亀井 (その 2)
23ト レンチS K 2301

註と29

5 87.6 13.8 Bl 70。 4 22.3 B2
萱振遺跡 A区
RK― RO,,

註31 117 86.7 Ｏ
υ

つ
υ Bl 成法寺遺跡SW3 註39 9 77.4 19.8 B2

119 90,8 11.4 Bl 10 71.4 21.1 B2
鬼塚遺跡H01～ 04

第Ⅲ層

こと32 66 91.0 8.9 Cl 81.9 15.0 Bl
70 92.8 11.9 Cl 郡川遺跡(1999-

627)第 4面溝

註40
Ｏ
υ
Ｏ
と 72.0 20,8 B2

ワ
ｒ 85。3 11.4 Bl 24 75。 1 20.5 B2

鬼塚損訴E地区零丈 こと33 85.5 11.9 Bl 25 72.9 18.6 B2
鬼塚遺跡 E地区
包含層

註33 116 87.8 11.4 Bl 弓削遺跡(90-553)
華 氏調杏阪

註41 41 66.1 22.2 Dl
117 88。9 11.5 A2 42 ５０

け
ワ
‘ 16.8 C2

122 83.3 つ
０
０
υ Cl 弓削遺跡(94-613)

第 1調査区

註42 32 81.0 16.5 B2
０
０
９
留 90。8 11.4 Bl 38 69.3 24.4 Dl

上六万寺遺跡

第 3ト レンチ
言と24 67 ７０

じ
０
０ 13.8 Bl 34 67.7 24.3 Dl

68 88,3 ０
０ Bl 35 65。 9 24.4 Dl

馬場川遺跡 4次
lTR4・ 5層

註35 24 88.1 12.6 B0 36 74.1 19.4 B2
25 83.6 13.6 Rl 亀井(その 1)

Bト レンチ

S D3067

註29 Ｏ
υ 81.3 14.8 Cl

様

オロ

2

久宝寺遺跡29次

S W6001～

Sh/V6006

本書 262 78.6 20,0 C2 14 ワｒ 20.8 B2
263 82.8 15。 9 C2 15 77.6 16.3 B2
291 78.2 20.0 B2 80,9 16.9 B2
292 69,3 22.5 B2 亀井(その3)

19・ 29T R土器溜り

亀井(その3)

註29 6 72.2 22.1 B2
293 79。 3 17.7 C2 7 Ｏ

υ
Ｏ
υ
ワ
ｒ 21.8 B2

294 74,7 21.2 B2 8 77.2 16.3 C2
295 70.5 19.9 B2 28・ 29ト レンチ

N R 3001

註29 392-1 80,7 20.2 B2
６つ
０
つ
０ 75。 6 19.9 B2 39221 77.9 16.0 B2
337 70.1 22.5 B2 392‐31 75.6 19.4 B2
８Ｏ
υ
Ｏ
υ 78.9 18.9 B2 392‐41 75。 1 17.81 B2
９Ｏ
υ
つ
０ 675 232 Dl 392‐51 83.61 14.61 B2
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第 3表 有稜高杯の口稜比 。国縁比数値一覧表 2

時
　
　
期

遺 跡 名

故
鞘
生
口
室
日
墨
Ｈ
口▼

報
文
内
番
号

口
　
稜
　
比

回
　
縁
　
比

高

杯

型

式

時
　
　
期

遺 跡 名

報
告
書
番
号

報
文
内
番
号

口
　
稜
　
比

回
　
縁
　
比

高

杯

型

式

様

　

　

相

　

　

２

亀井 (その 3)

28・ 29ト レンチ

N R 3001

註29 3926 81.7 17.5 B2
様

相
　
３

跡部遺跡 (96-
氏R∩Ⅲ くvv―-9A氏R0

こと54

4C 67.4 22.9 Dl392・7 81.9 15.5 B2

392・8 82.9 14.8 B2 久宝寺南 (その2)H
トレンチS D70

こと29 71.8 20.4 Dl

392・9
Ｏ
Ｏ 15。 1 C2 2 60,7 25.7 Dl

39み10 76.2 19.1 B2 3 63.8 24.1 Dl

393‐ 1 78.2 16.1 B2 42 68.2 25,0 Dl

393嗚 71.6 19.4 B2

様

　

相
　
　
４

馬場川遺跡1・ 2号
+戸 T垣

註と56 31 47.4 35.1 E2

393望 81.3 18.9 B2 32 50.2 31.6 E2

393‐ 5 79.4 16.1 B2 瓜生堂遺跡古墳時代
前期下層

註と23

88ユ 62.1 ０９
留
Ｏ
υ El亀井遺跡 (亀井 4丁

目41-1)
落ち込み状遺構

註46 70.9 18.6 C2
115 73.5 22.0 C2 美園遣誅D S D304 こと58 D23C 46.6 29.1 E2

124 76.4 16.4 B2 東郷遺跡19次
く X-1

註60 139 68.0 24.2 Dl

125 71.0 20.0 Dl 14C 53.8 27.1 El

126 74.3 17.8 C2 中田遺跡刑部地区

土坑

註61 55 70.3 22.9 Dl

神山遺跡溝3001 註47
０
じ
企
０ 79.3 17.8 B2 5C 67.3 24.5 Dl

64 ０
●
ワ
‘ 19.8 B2 57 58,7 29.4 El

65 63,8 24.7 Dl 5g 56.6 32.4 El

66 77.4 18.4 B2 木の本遺跡 (木の本
l TttRS

註62 7 61.5 28.2 El

67 64.0 24.0 Dl G 57.1 30.0 D2

68 76.9 16.8 B2 八屋苗潰7vI斗戸 1 Eと63 57.5 ８Ｏ
υ
Ｏ
υ El

69 77.8 21.3 B2

70 69.7 22.7 B2

71 80.8 16.6 C2

72 80,4 17.4 C2
０
じ

，
ｒ 70.8 20.8 B2

74 71.8 23.6 C2

75 76.5 16.4 B2

76 73.7 ９

， B2
77 73.3 17.9 C2

78 70.8 18.8 B2

79 72.7 20.5 B2
80 75.0 17.5 B2

81 73.9 22.2 B2

82 70。 7 ９
，
０９

， B2
Ｏ
υ
Ｏ
Ｏ 75.0 18.5 B2

92 78.4 18.9 C2
つ
υ
ｎ
υ 79_7 18_1 C2

様

　

　

相

　

　

３

北鳥池遺跡下層 註18 50 66.0 25,4 Dl
51 60.7 29.0 D2

船橋遺跡 9ト レンチ

土坑

こと19
Ｏ
υ
つ
０ 65.6 ６Ｏ

υ
９
留 D2

134 65,2 25.9 Dl
135 65.9 25.9 Dl

中田遺跡 (91-293)
く x_nl

こと50 2 59.0 27.8 D2
Ｏ
υ 72.4 21.9 B2

成法寺潰跡 S K15 詐51 2 65.0 25。4 Dl

小阪合遺跡S D321
4・ 氏層

註21

96 52.2 28.3 D2

畠斗Ⅱ落ち込み 註53
Ｏ
υ 54.8 30,0 D2
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5。 各様相 と土器組成の変遷

様相 1(弥生時代後期後半―古相 )
様相 1は有稜高杯のうち量的に確立している有稜高杯Blの単独ないしはBl・ Clが共存した 8

遺跡の14資料から導かれる土器組成を中心に設定している。

高杯形土器のうち、有稜高杯A類ではAl・ A2、 B類ではBO・ Bl、 c類ではCュがある。有稜
高杯A類ではこの様相の古段階で有稜高杯Al・ A2が消長を遂げている。有稜高杯B類では有稜
高杯BOが本小様式を最後に消長を遂げる一方で口縁部が強く外反する有稜高杯Bl型式に形態変

化しており出現から盛行へと急速に進行したことが出土例の増加から窺える。C類では有稜高杯
BOか らの系譜を引く有稜高杯 Cょが出現しており有稜高杯 Blと 共に当該様相の有稜高杯の主流を

占める。その他小形の杯部を有する有稜高杯 Fが微量ながら存在する。椀形高杯ではA類の椀形
高杯 Aょ 。A2が存続する。椀形高杯B類は椀形高杯 Blが存続するが量的には少ない。
壼形土器のうち広口壺はバリエーションに富むもので、広口壺A類では広口壼Al・ A2・ A3ヽ
広口壷B類では広口壺 Bュ・B2、 広口壺 C、 広口壷D類では広口壼 Dl・ D2がある。広口壷類の推
移としては、広口壷 C類が出現するほか、広口壷Al・ A2・ A3、 Bl、 Dl・ D2の盛行、広口壺 B2
の減少が見られる。口縁部が短く直線的に伸びる広口直口壷は本様相に長頸壺△2の型式から分

化し成立するものであるが量的には確立しない。広口長頸壺は存続するものの量的には広口直口

壺と同様少ない。広口短頸壺は広口直口壼の口縁部を二重口縁化したもので前代からの系譜上に

乗るものでなく、本様相のみに存在する型式である。無顎壼は減少から消長へと推移している。

長頸壷では、長顎壼Alが減少から消長へと推移するが、長顎壼A2は量的に安定し盛行している。

小形品の長頸壺A3は ~定量の存在を認める。細顎壼は前代から継続するが減少傾向が顕著であ
る。短頸直口壷は中形のAと小形のBが本様相に出現しているが、量的には微量で土器組成とし
ては不安定である。台付壺は台付壷A・ Bュがある。台付壺Aは量的に微量で類例に乏しい。台
付壺 Bとは無顎壺の系譜上にある型式と推定される。共に量的には微量で本様相中に消長を遂げ

る。

甕形土器では外面にタタキ調整を行なう甕Aが大半で、ハケ調整を行なう甕Blは微量存在す
る程度である。甕Aでは、体部形態で区別した甕Al・ A2がある。大小の比率別の出土量はⅡ・
Ⅲの占める比率が高くIoⅣは少ない。日縁端部の形態では、 a類 。b類 。c類とバリエーショ
ンに富むが、量的にはb類 。c類が大半を占める。中でも、河内地域の弥生時代後期土器編年の

基準とされた上六万寺遺跡第 2・ 3ト レンチ土器
動
出土奏に代表される c類 (c2・ C3)形態の

口縁端部を持つ甕の増加が特徴である。外部外面タタキ調整は小形のものを除けば三分割が一般

的で、タタキ調整後、タタキメをハケメで一部消す行為をとるものが本様相には確立しており、

庄内様式の成立期である様相 4段階まで継続する。また、稀に格子状タタキを施すものがある他、
内面にヘラケズリ調整を行なうものがこの様相段階まで残る。甕B類は散見されるものの器形の
大小や口縁端部形態の共通性は認められない。

鉢形土器は小形品では鉢A類・B類が主流を占め、鉢 Cは少ない。中形鉢ではA～ Cがあるが
主流は中形鉢Aである。大形鉢はA～ Dがあるが、全体に出土数は少ない。把手を伴う大形鉢D
はこの期に消長する器種である。有孔鉢は有孔鉢A・ Bが共存しており比較的安定した出土量が
ある。台付鉢は台付鉢A・ Bが共存しているが出土量は微量である。
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器台形土器は、大形器台Al・ A2・ A3ヽ Cが共存しているが、量的には大形器台Aェが主流を成

す。なお、大形器台Cと したものは大竹遺跡第10地点溝状遺構第 3層・第 4層から出土した搬入
註25

品で、兵庫県淡路島を中心に分布が認められる「淡路型器台」と称されるもである。河内地域に

おいては類例に乏しい。手焙形土器は覆部と体部の境に補強粘土を貼り付けて突帯とする手焙A

が本様相に出現しており、弥生時代後期後半の前半期を特徴付ける器種の一つである。蓋形土器

については、提示した資料では傘形の蓋Aに限られているが、蓋Bが無頸壺に伴う可能性が高い

ことから本様相に存在していた蓋然性が高い。

当該期のものとしては、古くから中 。南河内地域の後期後半期の指標とされてきた恩智遺跡 S

D13・ S P03、 大竹遺跡第10地点溝状遺構第 3・ 4層、太田川遺跡南東 トレンチSD-1、 亀井

遺跡 Cト レンチN R 3001、 亀井遺跡 (その 1)Bト レンチ S K3128。 S D 3056、 亀井 (その 2)
註28                                               註29

23ト レンチ S K2301、 萱振遺跡Att S K3022(以 上八尾市 )、 鬼塚遺跡 H01～ H04第 Ⅲ具、鬼
塚

註30                    註31

遺跡E地区竪穴住居 。E地区包含層、上六万寺遺跡第3ト レンチ出土遺物、馬場川遺跡第 1ト レ
註33                                註34

ンチ第 4・ 5層 (以上東大阪市)がある。
註35

様相 2(弥生時代後期後半―中相 )
様相 2と したものは有稜高杯 B2・ C2・ Dlが共存した7遺跡の14資料の上器組成を中心に構築

している。高杯形土器のうち有稜高杯はA類が消滅し、B類では有稜高杯 B2ヽ C類では有稜高

杯 C2への移行と有稜高杯B2か らさらに月ヽ形化し成立した有稜高杯Dl型式がある。その他、杯部

が小形で口縁部が外反しない有稜高杯Fが前代から継続するが量的には微量のまま推移している。

椀形高杯はA類ではAlが存在するもののA2は激減している。椀形高杯B類ではBlが存在する他、

椀形高杯BIの杯部に長めの脚柱部が付 く椀形高杯 Cが出現している。椀形高杯 Cは椀形の杯部に

短く伸びる脚柱部から大きく開く脚裾部を持つもので、庄内式の全般に盛行する椀形高杯の祖形

となる。壷形土器のうち広口壼類はバリエーシヨンに富むもので型式も豊富である。広口壼はA

類では広口壺Al・ A2・ A3が継続する。広口壷 B類では広口壷 Bl・ B2が継続するが広口壷B2は

減少傾向にある。やや長めの合部に口頸部が斜上方に長く伸びる広口壼Cが量的な増加傾向を示

している。広口壺D類はDl・ D2が減少から消長を遂げている。広口直口壺は継続し量的な増加

を果たす。広口長顎壷は存在するものの形態的に不安定で、量的な増加を果たさないままで本様

相中に消長している。無頸壺は消長を遂げる。細顕壷は存続するものの細顕壺の系譜を持ち口頸

部が短めとなった細顎直口壷に形態変化を遂げている。長頸壷については、長頸壺 A2・ A3が存

続するが、小形の長顕壺A3を 除いて長頸壷 A2は減少傾向である。短顎直口壺には短顎直口壷

A・ Bが存続しており短頸直口壷Aは増加する傾向にある。二重口縁壺は新たに二重口縁壷Al

と拡張した口縁部端面に装飾を加えるBが出現しており、様相 2を特徴付ける器種の一つと言え

よう。短顕直口壼Bないしは、細頸直口壷の形態に脚台が付 く台付壺B2が新たな器種として出

現している。

甕形土器は甕A・ Bがある。甕Aの うち体部形態ではA2形態の急激な増加と球形容部を持つA3

形態の増加傾向が見られる。日縁端部の形態では a、 clo c2が増加する他、 dの出現をみる。

鉢形土器は小形品ではA類の小形鉢Al・ A2ヽ B類の小形鉢 Bl・ B2が存続するが、A類は前代と

同様推移するもののB類は増加傾向が顔著で小形鉢の主体を占めている。小形鉢 Cは前代と同様
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少なく、形式的な存続を維持する程度に推移している。この様相に出現する小形鉢としては、手

焙形土器の覆部分を取った形状の小形鉢 Gが本様相のみに存在する。中形鉢はA・ B・ Cが存続
するが、Bは本様相に消長を遂げている。大形鉢では大形鉢A・ BoC・ Dの 4型式が存続して
いる。有孔鉢は前様相と同様A・ Bの 2種が存続している。台付鉢は台付鉢A・ Bが存続するが

共に本様相内で消長を遂げている。大形器台は、Al・ A2・ A3が存続する他、Bが出現している
が減少傾向が著しいもので、本様相を最後にA類は土器組成から姿を消す。大形器台Bは庄内期
に盛行する中空の小形器台へ派生する祖形的な形態を呈しているが、管見で知る限りにおいては

類例が極めて少なく中・南河内地域において普遍的な器種であったとは言いがたい。手焙形土器

は手焙Bに変化して存続するものの量的には微量なまま推移している。蓋はA・ Bが存続するも
のの量的には微量である。

本様相の該当資料としては、本書報告の久宝寺遺跡第29次 4調査区の S W6001～ S W6006が こ

の様相に位置付けられる他、久宝寺遺跡第 8次 S D301、 久宝寺遺跡周溝墓 3-1、 久宝寺南
(その2)Fト レンチ S D52・ Hト レンチ S X46、 成法寺遺跡 SW3、 郡川遺跡 (1999-627)第
4面溝、弓削遺跡 (90-553)第 5調査区出土遺物、弓削遺跡 (94習613)第 1調査区出土遺物、
亀井 (その 1)Bト レンチ S D 3067、 亀井 (その 3)28・ 29ト レンチN R 3001、 亀井 (その 3)19・
29ト レンチ黒色粘土層土器溜り、亀井遺跡 (南亀井町4丁目41-1)落 ち込み状遺構 (以上八尾

註45                                                   註46

市)のほか、南河内地域の河南町の神山遺跡溝300とがあり、比較的資料は豊富である。
設 7

様相 3(弥生時代後期後半―新相 )
本様相は有稜高杯 Dl・ D2の供存関係に導かれる8遺跡の 8資料の土器組成を中心に構築して
いる。

高杯形土器のうち有稜高杯においては、有稜高杯B2か らの系譜を引き小形化を果たした有稜

高杯 Dlと Dlと 同様の杯部を持ち、垂直方向に伸びる脚柱部の中実範囲を拡大させた形状で本文

で「北鳥池遺跡下層型有稜高杯」とした有稜高杯 D2が有稜高杯の中核を成している。様相 2段

階に有稜高杯の主流を成した有稜高杯 B2は掲載資料中に僅か 1点のみ確認される程度であり、

本様相には存続しなからたものと推定される。有稜高杯 Fは存続するものの微量で型式的な統一

性を欠く。椀形高杯ではA類が消長している。椀形高杯 B類ではB2が存続するものの微量であ
る。様相 2に出現をした椀形高杯 Cが増加しており、椀形高杯の主流を成す他、杯部内面に放射
状ヘラミガキを施す精製品が増加している。

壷形土器のうち、広口壷ではAl・ A3、 Bl、 Cが存続する他、広口壷A2が消長を遂げている。

広口壺D3は本様相のみに認められるものの量的な確立をみない。広口壺類では、量的には広口

壷 Al・ A3・ Blが主流を成すものの前様相に比して広口壷全体量の減少傾向は顕者である。長顎

壺では長頸壷A2が~掃され小形の長顎壷A3のみが存続する。細頸壷は全容を知り得る良好な資
料を欠くが本様相に存続を認める。細顎直口壺は存続するが量的には確立せず、口縁部の直線化

や北鳥池遺跡下層式出土例にみられるような扁球形の体部形態を持つものが多くなる。短頸直口

壺はA・ B型式が存続するがAは減少から消長へと推移している。二重口縁壺の組成は二重口縁
壼Al・ Bで二重口縁壷A2が消長を遂げている。

甕形土器は甕A・ Bがある。奏Aの器高数値で分類した超大形の奏Ⅳは主要器種の小形化傾向
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に符合して消滅している。体部の形態では様相 2以降、北′鳥池遺跡下層資料に代表される球体化

が進行した甕A3形態に変化を遂げているものの、量的には少なく急激な増加を果たしていない。

口縁端部の形態では、 a、 dが主流で、 b類の消長とc類では c2のみが存続する。また、突出

しない底部形態を持つものがこの様相段階に出現している。

鉢形土器のうち小形品は豊富で前様相から継続する小形鉢Al・ A2ヽ Bl・ B2ヽ Cのほか、新た

に吉備地方からの搬入品である小形鉢Dが加わる。中形鉢の形態は中形鉢Aが存続するものの量

的には少ない。大形鉢はDのみが存続する他、Bについては掲載資料には無いものの様相 4に存

在を認めるため本様相に存在した可能性が高い。有孔鉢にはA・ Bがあり前様相と組成に変化は

ない。

器台形土器は大形のA類が消長を遂げている。なお、現時点では類例が無いものの、様相 2に

出現した大形器台Bの系譜を引く器台が存続する可能性がある。

手焙形土器は手焙Bが存続するものの量的には前代と同程度で推移している。蓋類は消長を遂

げている。

当該期の資料は古い段階に指標とされてきた東大阪市の北鳥池遺跡下層および相原市の船橋遺

跡第 9ト レンチ土坑をはじめ、中田遺跡 (91-293)S X01、 成法寺遺跡 S K15、 小阪合遺跡第

3次 S D321第 4Y5層、亀井遺跡Ⅱ落ち込み3、 跡部遺跡 (96-580)SW-96580、 久宝寺南

(その2)Hト レンチS D70(以上八尾市)があるが前様相に比して資料数は少ないと
註55

様相 4 古墳時代初頭前半 (庄内式古相 )
様相 4は有稜高杯 El・ E2が共存した 7遺跡の 8資料の上器組成を中心としている。本様相は

庄内式奏の出現と言つた大きな画期にあたり、加飾化志向と連動した精製土器への変換が壺
。高

杯・小形器台等の土器形式の一部に表れている。

高杯形土器のうち有稜高杯類では、有稜高杯 Dl・ D2ヽ El・ E2ヽ G、 F、 Hがあり前代に比し

て型式が豊富である。そのうち、本様相の有稜高杯の主流を成すものは有稜高杯 El・ E2である。

本様相まで継続した有稜高杯 Dェ・D2はヽ様相 2から顕在化した有稜高杯の小形化傾向の中で成

立し継続したものであるが、本様相に出現した有稜高杯E類により小形化志向の停止が計られて

いる。なお、有稜高杯E類の杯部外面にみられるヘラミガキ調整については、縦方向のものと横

方向のものが共存しており、前者については在地系、後者については中部・瀬戸内地域からの外

的要素により成立したものと考えられる。その他、中部・瀬戸内地域からの搬入ないしはその影

響下で成立した有稜高杯 Gや庄内様式の特徴である加飾された有稜高杯Hが出現しているが共に

量は微量である。椀形高杯では、椀形高杯 B2が消長を遂げ、精製品である椀形高杯 Cの一型式

のみになる。

壷形土器のうち広口壺では広口壷 Al、 Bl、 C、 Dl型式が存続する他、A類では広口壷A3ヽ D

類ではD3が消長するように様相 3以降顕在化する広口壼類の器種の減少傾向が本様相に継続し

ている。広口壷A類では、広口壺Al型式に集約される。広口壺Blは小形化への移行と共に、体

部の扁球化や底部の小形化を急速に推し量っている。広口壼Cは口頸部の立ち上がりの直線化が

図られており、庄内Ⅱ以降に盛行する大形直口壷の祖形を成す器種と推定される。広口壺Dlは

加節を加える広口壷類としては唯―のもので量的にも微量である。長頸壷A3は存続するものの
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微量で形態的には丸底化が進行している。細頸直口壺は存続するものの少なく、体部の張リカ調ヽ

さく庄内Ⅱ以降に盛行する直口壺の祖形的な形態に変化している。短顎直口壺はBが存続してお
り丸底化を遂げている。二重回縁壷には加飾を行う精製品の二重口縁壷Bがあり、庄内様式を特
徴付ける器種の一つである。

甕形土器は甕Cと した河内型庄内式甕の出現に符合して、甕Aの減少傾向が顕著である。奏A
は体部形態ではAl・ A2・ A3形態があるが、A2・ A3形態が大半で底部の小形化 。九底化が進行
している。口縁端部の形態では a、 dに限定され、本様相に共伴する河内型庄内式甕 (甕 C)と
共通している。甕Bは量的な増加を見るが、その大半が吉備地方からの搬入品ないしはその影響
下で成立したものと推定される。本様相に出現を果たす奏Cと した河内型庄内式甕は、尖り底で

体部最大径がやや上位にある体部に「く」の字に鋭く屈曲する日縁部が付くものである。体部外

面のタタキ調整は3分害Jで、体部内面は底部から屈曲部にかけてヘラケズリ調整が行なわれてい

る。甕Cは、体部外面のタタキ調整が 3分割される点で甕Aからの系譜を持つが、甕Cの体部形
態は甕Aで分類した体部形態のAlに近いものであり、甕Aの体部形態の主流がA2・ A3型式であ
る本様相から勘案すれば、単純に奏A類から奏Cの発生を考えることはできない。
鉢形土器のうち小形鉢A類では、小形鉢Aュ・A2が存続し小形鉢Alの一部にミニチュア化した
ものが増加している。小形鉢B類では、小形鉢 Bェが一定量あり前様相に主流を占めた椀形の体
部から逆台形の形態に変化している他、小形鉢 B2が減少から消長へと移行 している。小形鉢
C・ D型式は小形鉢Cが微量のまま推移する力朔 形ヽ鉢Dは増加傾向にある。小形鉢のなかで新た
に出現するものとしては、吉備地方からの搬入品である小形鉢 Eと小さく外反する口縁部を持ち

底部が尖り底の小形鉢Fがある。中形鉢では中形鉢A・ C、 大形鉢では大形鉢B・ Dカミ存続する
が量的には微量である。有孔鉢はA、 Bが存続するが微量である。
器台形土器では、加飾化傾向の中で成立した装飾器台の他、月ヽ形器台A・ Bの両型式が出現し
ている力調 形ヽ器台の両型式共に斉一化されたものは少なく個々の器形に形態差が認められる。

当該期の資料は、近年における爆発的な調査例の増加にも拘わらず前様相と同様出土例は少な

く、河内地域における庄内様式成立期の在 り方を巡る諸論争を想起させる一因となっている。基

本的には、有稜高杯 El・ E2に河内型庄内式甕である奏 Cと の共存を中心に考えているが、奏C
を含まない場合であっても遺跡間における甕Cの受容時期差と捉えて本様相資料としたものがあ
る。

当該資料としては、東大阪市では馬場川遺跡 1・ 2号井戸Ⅱ類、瓜生堂遺跡古墳時代前期下層、
註57

八尾市では美園遺跡D S D304、 東郷遺跡第 9次 SE-49・ 第19次 SX贔
0、

中田遺跡刑部地区土
註58

象
、木の本遺跡木の本 1丁目83出土資

熱
、八尾南遺跡井戸 とがある。

註63

く追記>脱稿後に菅原章太、岩間俊之、槙原美智子2002『段上遺跡第12次発掘調査概要報告』東大阪市教育委員

会で報告された溝100か ら弥生時代後期後半の土器類が多量に出土していることを知つた。完形・破片を含め

て2292点 におよぶ良好な資料である。本編年案との比較では、様相 1(弥生時代後期後半―古相)に対応する

もので、今後、中・南河内地域における当該期の基準資料の一つになろう。但し、報文では時期を西ノ辻 I式

併行期と想定されているが、筆者はそれより後出の資料と考えている。
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第 9図 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(1)S=1/8
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中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の土器の変遷(3)S=1/8

A3

弥
生
時
代
後
期
後
半
（畿
内
第
Ｖ
様
式
後
半
）

古
相

様
相
１

攣ヽ
朴　　　　　　　　　　５

う　　　　・　　は」順阻穐堺≡≡・

照２２（萎一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一
山

一一一一一一一一一一一一

／
く

ｔ

中
相

様
相
２

≡鰻
國
∈
手

≡ぷ
‐２

∈

新
相

様
相
３

垂咀
円
雪
∈
垂

垂即
萎
垂

古
墳
時
代
初
頭
（庄
内
式
）

古
相

様
相
４

Ｄ
２９４々
亥
ヽ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

-262-



二重回縁壺Al 短頸直口壺A B 台付壺Al

第12図 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の土器の変遷 (4)
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甕A一 I(器高16cm未満 ) 甕A一 Ⅱ(器高16～22cm未満 )
A2        A3

第13図 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の上器の変遷(5)S=1/8
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甕A一 Ⅲ(器高22～27cm未満) 甕A一Ⅳ (器高27cm以上 )

第14図 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(6)S=1/8
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第15図 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(7)S-1/8
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第16図 中・南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(8)S=1/8
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第17図 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(9)S=1/8
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第18図 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(10)S-1/8
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第19図 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の上器の変遷(11)S=1/8
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第20図 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時代初頭前半 (庄内式首相)の土器の変遷(12)S=1/8
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第 9図～第20図掲載遺物一覧 (文献番号はp283～ 286を 参照)

・様相 1

恩智遺跡 S D13(1・ 3・ 6・ 8・ 9 。 18-20・ 26-30・ 36-38,41 ・42,44・ 46・ 48・ 52・ 54・ 56・ 58・ 59
・62・ 67・ 69・ 72・ 75'76・ 78・ 85～ 87・ 39・ 94・ 96・ 97・ 99。 100～ 102・ 105)[註26]

ク  S P03(2,7。 12・ 17・ 25'31・ 32・ 61・ 63・ 64・ 68・ 70。 77・ 82・ 83・ 91,92)[註 26]
大竹遺跡第10地点溝状遺構第 3・ 4層 (5,35。 93)[註 25]

太田川遺跡南東 トレンチSD-1 (34)[註27]
亀井遺跡 Cト レンチN R 3001(21・ 40・ 50。 95)[註 28]
ク  (そ の 1)Bト レンチ S D 3056(4・ 24)[註 29]
鬼塚遺跡H01～ 04第 Ⅲ層 (23)[註 32]
ク  E地 区竪穴住居 (11・ 39・ 43・ 45'49・ 51・ 65)[註33]
ク  E地 区包含層 (10。 13～ 16・ 22・ 33・ 47・ 53・ 55・ 57・ 60・ 66,71。 73・ 74・ 79,81・ 88,90。 98・

103・ 104)

上六万寺遺跡第 2。 3ト レンチ土器群 (80,34)[註 24]

・様相 2

久宝寺遺跡29次 S W6001～ S W6006(106・ 107・ 111,112・ 114・ 118。 124・ 126。 131・ 132・ 135。 139。 141・

143・  145。 147・ 149・ 151 ・ 153。 155。 157, 159・  161 ・ 163 ・ 164・ 165'

167・  170。 172・ 177・ 180・ 182・ 183・ 185, 188。  192・ 199 。205。 206。

211・ 212・ 214・ 216・ 218・ 220)[本書掲載]
ク   第 8次 S D301(174・ 187・ 190,213)[註 36]
ク   周溝墓 3-1(115。 133・ 134・ 201・ 207・ 222)[註 37]
久宝寺南 (その2)Fト レンチ S D52(171・ 179・ 184)[註 38]
ク       Hト レンチ S X46(200。 203)

郡川遺跡 (1999-627)第 4面溝 (189・ 204)[註40]

弓削遺跡 (90-553)第 5調査区 (130。 144,146)[註 41]

亀井 (その 1)Bト レンチS D 3067(109。 120～ 122・ 162・ 191,195。 209。 210・ 221)[註 29]
亀井 (その3)19'29T R 黒色粘土層土器溜り (110・ 123・ 176・ 178,181・ 194)[註 29]
ク     28・ 29T R N R 3001(108・ 113・ 116。 119・ 125・ 127,140・ 168。 173,197・ 198・ 202・ 208

。223)

亀井遺跡 (南亀井町 4丁目41-1)落ち込み状遺構 (196)[註 46]
神山遺跡 溝3001(117・ 123・ 129・ 136～ 138。 142・ 148・ 150。 152・ 154・ 156・ 158・ 160。 166・ 169・ 175。

186・ 193・ 215・ 217・ 219)[註47]
・様相 3

北鳥池遺跡下層 (226・ 235。 242・ 243・ 246・ 247・ 251・ 256・ 259,267・ 270。 283～ 286)[註 18]

船橋遺跡第 9ト レンチ土坑 (236・ 237・ 245。 248～ 250。 252・ 260。 263・ 275)[註 19]

中田遺跡 (91-293)S X01(272) [註22]

成法寺遺跡 S K15(244)[註20]

河ヽ阪合遺跡第 3次 S D321第 4・ 5層 (224・ 225・ 253。 255。 264・ 266・ 277)[註 21]

亀井遺跡Ⅱ落ち込み3(229,23卜 239。 241・ 254・ 257・ 265。 273,276)[註 53]

跡部遺跡 (96-580)SW-96580(258)[註 54]
久宝寺南 (その2)Hト レンチ S D70(226・ 227・ 229。 231・ 232・ 233・ 237・ 239・ 261・ 262・ 268,269'271

,274・ 278～ 232・ 287)[註 29]

・様相 4

馬場川遺跡 1・ 2号井戸Ⅱ類 (297・ 320・ 324・ 326・ 353)[註 56]

瓜生堂遺跡古墳時代前期下層 (289・291・ 300。 304・ 305・ 307・ 309'317・ 327・ 333・ 337・ 340,343)[註 23]

美園遺跡D S D304(292・ 298。 302・ 308,311,315。 316・ 321・ 334・ 344。 346)[註 58]

東郷遺跡第 9次 SE-1(288・ 290。 295'332,335'339・ 345'35卜 354)[註 59]
ク  第19次 SX-1(296・ 329。 336・ 341・ 342・ 355)[註 60]
中田遺跡刑部地区土坑 (312・ 313・ 318,322・ 325'338。 347～ 350)[註 61]

木の本遺跡 (299。 323・ 331)[註 62]

入尾南遺跡井戸 1(293,294,301 ・303・ 306・ 310・ 314。 319・ 328,330・ 352)[註 63]
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